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「
公
立
学
校
的
」
存
在
と
し
て
の
朝
鮮
学
校

― 

愛
知
県
朝
鮮
学
校
の
新
設
・
移
転
・
統
廃
合 

―

中　
　

島　
　

智　
　

子

呉　
　
　
　
　

永　
　

鎬

一
．
は
じ
め
に

（
一
）
問
題
意
識

朝
鮮
学
校
を
ど
う
捉
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
大
別
し
て
二
つ
の
類
型
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
つ
は
、
朝
鮮
学
校
は
他
の
ど
の
よ
う
な
学
校
と
も
異
な
る
独
自
の
存
在
だ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
類
型
で
は
朝
鮮
学
校
は
、
植
民
地
支
配
を
受
け
た
人
々
が
、

旧
宗
主
国
に
お
い
て
、
歴
史
的
に
簒
奪
さ
れ
て
き
た
朝
鮮
民
族
独
自
の
言
語
や
歴
史
、
文
化
の
伝
承
の
機
会
と
教
育
手
段
を
自
ら
つ
く
り
あ
げ
維
持
し
て
き
た
も
の
と
位

本
稿
は
在
日
朝
鮮
人
の
教
育
機
関
た
る
朝
鮮
学
校
を
、
か
れ
ら
に
と
っ
て
の
「
公
立
学
校
的
」
存
在
で
あ
る
と
捉
え
、
朝
鮮
学
校
が
ど
の
よ
う
に
「
公
立
学
校
的
」
存
在
で

あ
ろ
う
と
し
て
き
た
の
か
を
、
愛
知
県
内
朝
鮮
学
校
の
新
設
・
移
転
・
統
廃
合
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

公
立
学
校
は
、
教
育
の
機
会
均
等
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
平
等
性
と
教
育
の
質
の
平
等
性
が
求
め
ら
れ
る
。
朝
鮮
学
校
が
新
設
・
移
転
・
統
廃
合
を

行
っ
た
際
に
、
こ
の
二
つ
の
側
面
に
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
愛
知
県
に
お
け
る
朝
鮮
学
校
の
七
〇
年
の
歴
史
を
再
検
証
す
る
。

論
文
要
旨
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置
づ
け
ら
れ
る
。
朝
鮮
学
校
は
、日
本
国
内
の
他
の
外
国
人
学
校
や
民
族
学
校
と
も
異
な
る
ど
こ
ろ
か
、世
界
的
に
見
て
も
類
を
み
な
い
存
在
と
も
主
張
さ
れ
る
。
こ
れ
を
、

朝
鮮
学
校
〈
特
殊
論
〉
と
し
よ
う
。

も
う
一
つ
と
し
て
、
朝
鮮
学
校
を
日
本
の
公
教
育
制
度
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
あ
る
い
は
接
合
さ
せ
る
か
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
朝
鮮
学
校
の
法
的
地
位
に
関
し

て
は
、
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
さ
れ
る
「
学
校
」（
い
わ
ゆ
る
一
条
校
）
と
し
て
の
認
可
の
可
否
、
一
三
四
条
の
各
種
学
校
と
し
て
の
認
可
の
可
否
、
一
条
校
に
準
じ

た
扱
い
に
関
す
る
妥
当
性
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
、
朝
鮮
学
校
を
日
本
の
公
教
育
制
度
上
に
位
置
づ
け
よ
う
、
あ
る
い
は
接
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合

に
は
、
日
本
の
学
校
教
育
内
容
と
の
近
似
性
や
朝
鮮
学
校
に
お
け
る
教
育
の
普
遍
性
（
普
通
教
育
で
あ
る
こ
と
）
を
主
張
し
た
り
、
一
時
期
に
公
費
で
ま
か
な
わ
れ
た
こ

と
や
、各
種
学
校
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
私
立
学
校
で
あ
り
日
本
の
学
校
教
育
制
度
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、そ
の
主
張
の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
ち
ら
は
、

朝
鮮
学
校
〈
特
殊
論
〉
に
対
し
て
、
朝
鮮
学
校
〈
相
対
論
〉
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
以
外
に
、
国
際
人
権
条
約
等
を
根
拠
に
朝
鮮
学
校
の
存
在
や
存
続
を
主
張
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、〈
特
殊
論
〉
や
〈
相
対
論
〉
に
対
し
て
〈
普
遍
論
〉
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
〈
特
殊
論
〉
や
〈
相
対
論
〉
を
補
強
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
朝
鮮
学
校
の
捉
え
方
を
機
能
的
に
類
型
化
し
て
み
た
時
、
こ
れ
ら
は
対
立
す
る
も
の
で
も
互
い
に
排
除
し
合
う
関
係
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
日
本
社
会
や

日
本
の
教
育
制
度
に
お
け
る
朝
鮮
学
校
の
存
在
を
主
張
す
る
時
に
は
、朝
鮮
学
校
の
存
在
根
拠
と
し
て
〈
特
殊
論
〉
を
置
き
な
が
ら
、存
在
形
態
や
存
続
保
障
論
と
し
て
〈
相

対
論
〉
が
活
用
さ
れ
や
す
い
。
朝
鮮
学
校
の
制
度
的
保
障
も
社
会
的
承
認
も
進
展
し
な
い
日
本
社
会
に
あ
っ
て
、〈
特
殊
論
〉
と
〈
相
対
論
〉
の
い
ず
れ
も
そ
の
重
要
性
が

減
じ
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
朝
鮮
学
校
の
捉
え
方
は
、
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
現
状
で
は
、〈
特
殊
論
〉
は
、
先
行
世
代
が
創
設
し
守
っ
て
き
た
学
校
を
次
世
代
が
引

き
継
い
で
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
、人
々
を
結
束
さ
せ
、ど
の
よ
う
に
厳
し
い
環
境
に
な
ろ
う
と
も
朝
鮮
学
校
を
存
続
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
強
い
動
機
と
な
っ
て
い
る
。

だ
が
そ
れ
が
、
日
本
の
ど
の
学
校
と
も
異
な
る
存
在
と
し
て
わ
ざ
わ
ざ
主
張
せ
ざ
る
を
え
な
い
時
、
な
ぜ
他
と
の
比
較
に
お
い
て
自
ら
の
存
在
証
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
と
い
う
葛
藤
を
抱
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
様
な
葛
藤
は
、〈
相
対
論
〉
に
お
い
て
も
言
え
る
だ
ろ
う
。〈
相
対
論
〉
で
は
、
朝
鮮
学
校
を
日
本
社
会
の

中
の
「
公
」
の
一
部
と
し
て
、
日
本
の
公
教
育
の
中
に
包
摂
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
、
主
張
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
民
主
主
義
や
民
主
的
教
育
制
度

の
欺
瞞
性
を
映
し
出
す
存
在
と
い
う
立
場
を
と
る
場
合
で
も
、
や
は
り
日
本
社
会
や
日
本
の
教
育
制
度
と
の
関
係
で
主
張
し
て
い
る
と
い
う
側
面
は
免
れ
な
い
。

一
体
朝
鮮
学
校
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
何
か
と
の
対
比
で
あ
っ
た
り
、
既
存
の
日
本
社
会
や
日
本
の
教
育
制
度
や
政
策
の
文
脈
の
中
で
、
そ
れ
ら
と
の
関
係
で
し
か
語
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れ
な
い
も
の
な
の
か
。
も
っ
と
別
の
語
り
方
は
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
問
題
意
識
の
根
底
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
朝
鮮
学
校
を
改
め
て
眺
め
る
と
、
そ
れ
が
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
「
公
立
学
校
的
」
存
在
で
あ
る
と
い
う
側
面
に
気
が
つ
く
。
朝
鮮
学
校
が
在
日
朝

鮮
人
社
会
の
「
公
立
学
校
的
」
存
在
で
あ
る
と
は
、
中
島
（
二
〇
一
三
）
で
す
で
に
言
及
し
て
い
る
が
、
以
下
の
点
に
お
い
て
で
あ
る
。

① 

日
本
全
国
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
の
解
放
直
後
に
は
、
朝
鮮
学
校

の
前
身
に
あ
た
る
国
語
講
習
所
が
、
全
国
の
六
〇
〇
〜

七
〇
〇
か
所
に
創
設
さ
れ
た
。
一
九
四
八
年
か
ら
一
九
四
九

年
の
日
本
政
府
の
干
渉
や
学
校
閉
鎖
措
置
後
も
再
建
・
新
設

さ
れ
、一
九
六
一
年
一
二
月
現
在
で
一
三
五
校
（
大
学
校
一
、

高
級
学
校
九
、
中
級
学
校
三
四
、
初
級
学
校
（
含
む
公
立
分

校
）
九
一
）
あ
り
、
地
図
上
で
見
る
と
全
国
に
広
く
行
き
わ

た
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
1
）。

② 「
校
区
制
度
」
が
あ
る
。

一
九
八
二
年
ま
で
に
高
級
学
校
を
全
国
に
一
二
校
設
置
し

て
、
各
高
級
学
校
の
校
区
に
一
つ
ま
た
は
複
数
の
中
級
学
校

を
、
各
中
級
学
校
校
区
に
一
つ
ま
た
は
複
数
の
初
級
学
校
を

置
い
て
お
り（

1
）、

入
学
す
べ
き
学
校
は
居
住
し
て
い
る
校
区
内

と
い
う
原
則
が
あ
る
。

③ 

初
級
学
校
か
ら
大
学
校
ま
で
の
体
系
的
学
校
制
度
を
有

し
て
い
る
。

図 1　  1961 年 12 月現在の朝鮮人学校分布図（出典：『民族教育』1962 年 2 月 1日
付）。図中には静岡県に高級学校があったことが示されているが、これは誤
りである。浜松の朝鮮学校には 1955 年 1 月に高級部が併設され、静岡朝鮮
初中高級学校となるが、高級部は 61年に廃止されている。



298

学
校
制
度
は
、
初
級
学
校
（
六
年
）、
中
級
学
校
（
三
年
）、
高
級
学
校
（
三
年
）、
大
学
校
（
二
年
な
い
し
四
年
）
と
な
っ
て
お
り
、
上
級
学
校
に
接
続
し
て
い
る
。
ま

た
就
学
前
教
育
の
場
と
し
て
幼
稚
班
も
あ
る
。

④ 

教
育
内
容
が
統
一
さ
れ
て
教
育
水
準
の
平
準
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

統
一
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
科
書
が
あ
り
、
全
国
朝
鮮
学
校
共
通
の
学
力
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

⑤ 

全
国
を
統
轄
す
る
教
育
行
政
組
織
と
地
方
組
織
が
あ
る
。

中
央
の
教
育
部
と
地
方
本
部
の
教
育
部
と
い
う
日
本
の
教
育
行
政
制
度
と
類
似
し
た
制
度
を
つ
く
っ
て
い
る
。

⑥ 

教
員
養
成
制
度
が
あ
る
。

全
国
の
朝
鮮
学
校
の
教
員
を
養
成
す
る
た
め
の
教
員
養
成
制
度
が
あ
る
。

⑦ 

地
域
教
員
の
異
動
が
あ
る
。

教
員
の
配
属
は
各
学
校
お
よ
び
地
域
の
現
状
お
よ
び
要
求
が
中
央
に
お
い
て
検
討
さ
れ
決
定
さ
れ
る
。
教
員
に
は
異
動
が
あ
り
、
各
学
校
の
教
員
構
成
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

⑧ 

義
務
教
育
段
階
で
は
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
緩
和
し
て
い
る
。

私
立
学
校
で
あ
る
た
め
授
業
料
を
徴
収
す
る
が
、
小
学
校
と
中
学
校
は
義
務
教
育
段
階
と
し
て
授
業
料
負
担
を
軽
く
し
て
い
る
。
ま
た
教
科
書
は
無
償
で
配
布
さ
れ
る
。

公
立
学
校
と
は
、
日
本
で
は
一
般
に
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
を
い
う
が
、
国
に
よ
っ
て
そ
の
定
義
や
実
態
は
異
な
る
。
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
い
わ
ゆ
る

公
立
学
校
（
公
設
公
営
学
校
）
以
外
に
公
営
私
立
学
校
が
あ
り
、
宗
教
団
体
な
ど
の
民
間
団
体
に
よ
り
設
置
・
所
有
さ
れ
る
有
志
団
体
立
学
校
や
、
地
方
教
育
当
局
か
ら

独
立
し
た
学
校
設
置
団
体
に
よ
り
設
置
・
所
有
さ
れ
る
地
方
補
助
学
校
が
含
ま
れ
る
。

公
立
学
校
と
は
何
か
。
実
は
、
日
本
の
教
育
学
関
係
の
事
典
を
み
て
も
、
公
立
学
校
と
い
う
項
目
が
な
い
か
、
あ
っ
て
も
「
地
方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
学
校
で
あ
る
」

（『
新
教
育
学
大
事
典
』
第
三
巻
（
一
九
九
〇
年
））、「
学
校
教
育
法
第
一
条
に
定
め
る
学
校
の
う
ち
、
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
を
言
う
」（『
現
代
学
校
教
育
大
辞

典
』
三
（
二
〇
〇
二
年
））、「
都
道
府
県
、
市
町
村
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
設
置
・
維
持
さ
れ
る
学
校
を
い
う
」（『
学
校
教
育
事
典
』
第
三
版
（
二
〇
一
四
年
））

と
い
う
よ
う
に
、
す
べ
て
設
置
主
体
に
よ
る
定
義
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
に
学
校
教
育
法
第
二
条
第
二
項
を
挙
げ
て
い
る（

2
）。

そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
場
合
に
は
、
管
理
運
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営
面
で
の
記
述
が
続
く
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、『
新
教
育
学
大
事
典
』
で
は
公
立
学
校
の
意
義
を
、「
明
治
以
降
日
本
の
義
務
教
育
制
度
は
公
立
学
校
を
中
心
と
し
て
発
展

し
て
き
た
」
と
し
て
、「
公
立
学
校
が
わ
が
国
に
お
け
る
教
育
の
機
会
均
等
の
実
現
に
果
た
し
た
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
」「
公
立
学
校
は
一
定
の
地
域
住
民
の
意
向
を

直
接
的
に
反
映
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
こ
の
利
点
を
最
大
限
に
生
か
す
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

本
稿
で
「
公
立
学
校
的
」
と
い
う
の
は
、
設
置
主
体
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
公
立
学
校
の
存
在
理
由
と
実
際
の
運
営
面
に
注
目
し
て
の
こ
と
で
あ
る（

3
）。

公
立
学
校
は
、「
国
民
」
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る（

4
）。

教
育
機
会
の
平
等
性
の
確
保
と
い
う
点
で
は
、（
1
）
誰
に
で
も
開
か
れ
て
い
る

こ
と
と
、（
2
）
同
一
の
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
が
肝
要
と
な
る
。（
1
）
誰
に
で
も
開
か
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
二
つ
の
含
意
が
あ
り
、
距
離
的
に
誰
も
が
ア
プ
ロ
ー
チ

で
き
る
こ
と
と
、
経
済
的
に
就
学
可
能
で
あ
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
。（
2
）
同
一
の
教
育
の
提
供
と
は
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
一
定
の
教
育
水
準
を
確
保
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
朝
鮮
学
校
の
場
合
、（
1
）
に
つ
い
て
は
、
①
②
③
と
⑧
で
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
公
立
学
校
の
よ
う
に
校
区
を
狭
く
指
定
で
き
な
い
の
で
、

徒
歩
や
公
共
交
通
機
関
で
通
え
な
い
場
合
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
用
い
た
り
、
寮
を
設
置
し
て
い
る
。（
2
）
に
つ
い
て
は
、
④
⑤
⑥
⑦
で
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
朝
鮮
学
校
の
「
公
立
学
校
的
」
特
徴
は
、
他
の
外
国
人
学
校
や
私
立
学
校
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
（
中
島
二
〇
一
四
）。

（
二
）
目
的
と
方
法

以
上
の
問
題
意
識
を
も
と
に
、本
稿
で
は
、朝
鮮
学
校
が
ど
の
よ
う
に
「
公
立
学
校
的
」
で
あ
ろ
う
と
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
先
述
し
た
「
公
立
学
校
的
」

で
あ
る
性
格
の
中
で
も
、
特
に
教
育
機
会
を
広
く
提
供
す
る
と
い
う
側
面
に
着
目
す
る
。
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
学
校
が
新
設
さ
れ
、
移
転
し
、
あ
る
い
は
統
廃
合
が
行
わ
れ

て
い
く
過
程
を
、
朝
鮮
学
校
が
「
公
立
学
校
的
」
存
在
で
あ
ろ
う
と
し
た
軌
跡
と
し
て
捉
え
、
そ
の
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

朝
鮮
学
校
の
学
校
数
お
よ
び
生
徒
数
の
推
移
は
、
図
2
の
よ
う
に
な
る
。
四
九
年
の
学
校
閉
鎖
措
置
に
よ
り
そ
の
数
は
激
減
す
る
が
、
五
〇
年
代
初
頭
以
降
、
各
地
で

学
校
が
再
建
・
新
設
さ
れ
て
い
く
。
六
〇
年
代
に
か
け
て
学
校
数
は
微
増
、
就
学
者
数
は
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
は
朝
鮮
学
校
の
量
的
な
隆
盛
期
で
あ
る
と

言
え
る
。
詳
細
な
推
移
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
七
〇
年
代
以
降
、
学
校
数
、
就
学
者
数
と
も
に
減
少
傾
向
を
示
し
、
一
九
九
〇
年
に
は
九
八
校
、
約

二
〇
、〇
〇
〇
人
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
八
三
校
、
約
一
三
、〇
〇
〇
人
、
二
〇
一
七
年
に
は
六
五
校
、
約
五
、八
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
る（

5
）。

朝
鮮
学
校
数
の
推
移
の
背
景
と
し
て
は
、
総
連
結
成
や
帰
国
事
業
の
影
響
等
と
と
も
に
、
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
変
化
や
人
口
動
態
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
お
よ

び
韓
国
と
の
関
係
、
日
本
政
府
の
在
日
朝
鮮
人
政
策
や
教
育
政
策
な
ど
政
治
的
、
外
交
的
、
社
会
的
な
諸
要
因
が
複
雑
に
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
各
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註
1：

  日
本
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
盲
学
校
・
聾
学
校
・
養
護
学
校
に
就
学
し
て
い
た
朝
鮮
・
韓
国
籍
者
に
関
し
て
は
、『
学
校
基
本
調
査
報
告
書
』（
年
次
）
を
参
照
し
た
。
1956

年
以
降
は
、

国
籍
別
の
「
朝
鮮
」
欄
の
統
計
を
用
い
た
（「
韓
国
」
と
い
う
項
目
は
な
い
が
、
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）。
52
年
～
55
年
は
国
籍
別
の
統
計
が
な
い
た
め
、
各
年
次
の
外
国
籍
就
学
者
に
、

56
～
59
年
に
お
け
る
外
国
籍
就
学
者
に
占
め
る
「
朝
鮮
」
籍
就
学
者
の
割
合
の
平
均
（
＝
93.06％

）
を
掛
け
、
算
出
し
た
。
同
時
期
の
『
在
留
外
国
人
統
計
』
に
お
け
る
韓
国
・
朝
鮮
籍
者
が
占

め
る
割
合
よ
り
も
、
就
学
者
の
そ
れ
は
お
よ
そ
2
～
3
ポ
イ
ン
ト
高
か
っ
た
た
め
、
よ
り
正
確
な
実
数
に
迫
る
た
め
、
上
記
の
算
出
方
法
を
選
択
し
た
。

註
2：

  朝
鮮
学
校
の
就
学
者
数
に
関
し
て
は
、
金
徳
龍
（
2004）

を
参
照
し
た
。
初
級
・
中
級
・
高
級
学
校
の
就
学
者
の
合
計
で
あ
る
。
た
だ
し
、
47
年
に
関
し
て
は
、
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
中
央
委
員
会
「
第

四
回
定
期
全
体
大
会
活
動
報
告
書
　
第
三
部
教
育
編
」（
1947

年
10
月
）、
46
頁
を
参
照
し
た
。

註
3：

  朝
鮮
学
校
の
学
校
数
の
典
拠
は
以
下
の
通
り
。
1946

年
：
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
文
化
部
「
文
化
部
活
動
報
告
書
」（
1946

年
10
月
1
日
）。
1947

年
：
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
中
央
委
員
会
「
第
四
回

定
期
全
体
大
会
活
動
報
告
書
　
第
三
部
教
育
編
」（
1947

年
10
月
）。
1948

年
：
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
中
央
委
員
会
第
五
回
全
体
大
会
準
備
委
員
会「
朝
連
第
五
回
全
体
大
会
提
出
活
動
報
告
書
」（
1948

年
）、
28
頁
。
校
種
別
校
数
は
不
明
で
あ
る
。
1949

年
：
松
下
佳
弘
（
2013）。

1953
年
：
在
日
朝
鮮
人
統
一
民
主
戦
線
中
央
委
員
会
「
第
10
回
中
央
委
員
会
の
報
告
と
決
定
書
」（
1953

年
5
月

30
日
）
の
「
文
教
部
面
の
活
動
報
告
と
そ
の
結
論
及
び
当
面
の
決
定
事
項
」。
1954

年
：
在
日
本
朝
鮮
人
学
校

P
T

A
全
国
連
合
会
、在
日
朝
鮮
人
教
育
者
同
盟
「
大
会
決
定
書
」（
1954

年
6
月
20
日
）、

「
朝
鮮
人
学
校
学
生
数
調
査
表
　
1954.4

現
在
」。
1955

年
：
在
日
本
朝
鮮
人
教
育
会
、
在
日
本
朝
鮮
人
教
職
員
同
盟
「
決
定
書
」（
1955

年
7
月
3
日
）、「
朝
鮮
人
学
校
学
生
数
調
査
表
　
1955.4.1

現
在
」。
1950

年
、
1951

年
に
関
し
て
は
統
計
を
探
せ
て
い
な
い
た
め
、
空
白
と
し
た
。
1952

年
の
デ
ー
タ
は
、
金
徳
龍
（
2004）

に
記
載
が
あ
る
が
、
筆
者
が
入
手
し
た
1953

～
55
年
の
デ
ー

タ
と
の
開
き
が
大
き
い
た
め
、
信
頼
性
が
な
い
と
判
断
し
、
空
白
と
し
た
。
1956

年
以
降
に
関
し
て
は
、
金
徳
龍
（
2004）、

273
頁
を
参
照
し
た
。

図
2　
朝
鮮
学
校
就
学
者
数
お
よ
び
日
本
学
校
就
学
朝
鮮
・
韓
国
籍
者
数
、
朝
鮮
学
校
数
の
推
移
（
1946

年
～
1972

年
）
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地
域
に
お
け
る
朝
鮮
学
校
の
変
遷
が
こ
れ
ら
の
要
因
の
一
律
的
な
影
響
の
結
果
な
の
か
ど
う
か
は
個
別
に
検
証
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
朝
鮮
学
校
が
地
域
に
根
ざ
す
も

の
で
あ
れ
ば
、
全
国
の
朝
鮮
学
校
に
共
通
す
る
要
因
も
あ
れ
ば
、
地
域
固
有
の
要
因
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
公
立
学
校
的
」
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
、
異
な
る
地
域
事
情
の

中
で
そ
の
地
域
特
有
の
解
決
策
が
模
索
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
朝
鮮
学
校
が
ど
の
よ
う
に
「
公
立
学
校
的
」
で
あ
ろ
う
と
し
て
き
た
の
か
を

検
証
す
る
場
合
に
、
各
地
域
別
に
丁
寧
な
検
証
が
必
要
に
な
る
。
実
際
、
朝
鮮
学
校
を
日
本
の
都
道
府
県
単
位
で
見
た
場
合
、
そ
の
行
政
単
位
に
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で

完
備
し
た
と
こ
ろ
と
、
小
学
校
と
中
学
校
の
み
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
も
一
様
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
地
域
レ
ベ
ル
で
朝
鮮
学
校
の
履
歴
を
見
通
し
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
唯
一
の
先
行
研
究
と
し
て
、
九
州
の
福
岡
県
に
お
け
る
朝
鮮
学
校
の

履
歴
を
ま
と
め
た
中
島
（
二
〇
一
六
）
が
あ
る
。
中
島
（
二
〇
一
六
）
で
は
、
朝
鮮
学
校
が
七
〇
年
の
歴
史
を
迎
え
た
こ
と
で
、
昨
今
各
学
校
の
沿
革
を
整
理
し
、
関
係

者
の
記
憶
を
記
録
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
が
、
各
校
個
別
の
沿
革
だ
け
で
な
く
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
朝
鮮
学
校
の
履
歴
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
福

岡
県
の
場
合
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
作
成
し
た
福
岡
県
に
お
け
る
朝
鮮
学
校
の
新
設
・
移
転
・
統
廃
合
の
履
歴
図
が
図
3
で
あ
る
。
こ
の
履
歴
か
ら
、
一
九
五
〇
年

以
降
の
福
岡
県
に
お
け
る
朝
鮮
学
校
の
歴
史
を
、
中
等
教
育
機
関
の
創
設
期
（
一
九
五
六
）、
初
等
教
育
機
関
の
創
設
と
整
備
期
（
一
九
五
九
〜
一
九
六
八
）、
初
等
教
育

と
中
等
教
育
の
第
一
次
再
編
整
備
期
（
一
九
六
八
〜
一
九
七
四
）、幼
稚
園
付
設
期
（
一
九
七
七
〜
一
九
九
三
）、初
等
教
育
と
中
等
教
育
の
第
二
次
再
編
整
備
期
（
二
〇
〇
〇

〜
二
〇
〇
四
）、
と
し
て
整
理
し
た
。
そ
の
結
果
、
福
岡
県
内
の
朝
鮮
学
校
の
新
設
・
移
転
・
統
廃
合
の
背
景
に
は
、
全
国
の
朝
鮮
学
校
に
共
通
す
る
要
因
も
あ
る
が
、
県

内
の
地
域
事
情
や
九
州
圏
（
隣
接
の
山
口
県
を
含
む
場
合
も
あ
る
）
の
事
情
に
拠
る
側
面
が
強
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

し
か
し
、
中
島
（
二
〇
一
六
）
で
は
、
朝
鮮
学
校
が
ど
の
よ
う
に
「
公
立
学
校
的
」
で
あ
ろ
う
と
し
て
き
た
の
か
と
い
う
観
点
で
は
正
面
か
ら
論
じ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
愛
知
県
内
の
朝
鮮
学
校
を
対
象
に
、
そ
の
新
設
・
移
転
・
統
廃
合
の
履
歴
を
検
証
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
こ
の
問
題
に
迫
っ
て
み
た
い
。

愛
知
県
を
調
査
対
象
地
域
と
し
た
理
由
は
以
下
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
県
一
校
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
お
の
ず
か
ら
「
公
立
学
校
的
」
で
あ
る
こ
と
に
は
制
限
が
強
い
。

現
在
、
全
国
で
朝
鮮
学
校
数
（
初
級
・
中
級
・
高
級
学
校
）
が
多
い
地
域
を
五
位
ま
で
上
げ
る
と
、
東
京
都
（
一
〇
校
）、
大
阪
府
（
一
〇
校
）、
兵
庫
県
（
六
校
）、
愛
知

県
（
五
校
）、
神
奈
川
県
（
五
校
）
で
あ
る
。
面
積
で
は
、
兵
庫
県
、
愛
知
県
、
神
奈
川
県
、
東
京
都
、
大
阪
府
の
順
に
な
り
（
国
土
地
理
院
平
成
二
六
年
度
）、
韓
国
籍

お
よ
び
「
朝
鮮
」
籍
者
が
多
い
の
は
、
大
阪
府
、
東
京
都
、
兵
庫
県
、
愛
知
県
、
神
奈
川
県
の
順
で
あ
る
（
二
〇
一
七
年
六
月
末
在
留
外
国
人
統
計
）。
以
上
か
ら
、
居
住

面
積
が
小
さ
く
朝
鮮
学
校
数
が
多
い
東
京
都
や
大
阪
府
と
、
居
住
面
積
が
大
き
く
相
対
的
に
朝
鮮
学
校
数
が
少
な
い
兵
庫
県
と
愛
知
県
と
に
分
類
で
き
る
。
前
者
は
、
首

都
圏
と
そ
れ
に
継
ぐ
大
都
市
圏
で
比
較
的
交
通
の
便
が
良
い
た
め
に
、
朝
鮮
学
校
数
が
減
少
し
て
も
、
相
対
的
に
で
は
あ
る
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
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図
3　
福
岡
県
内
朝
鮮
学
校
の
新
設
・
移
転
・
統
廃
合
の
履
歴
図
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兵
庫
県
と
愛
知
県
で
は
、
広
大
な
県
内
の
ど
こ
に
朝
鮮
学
校
が
配
置
さ
れ
る
か
は
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
理

由
か
ら
、
本
稿
で
は
愛
知
県
を
対
象
地
域
に
選
定
し
た
。

調
査
方
法
と
し
て
は
、
二
〇
一
六
年
五
月
一
八
日
に
名
古
屋
朝
鮮
初
級
学
校
と
東
春
朝
鮮
初
級
学
校
、
翌
一
九
日
に
愛
知
朝
鮮

中
高
級
学
校
を
訪
問
し
、
各
学
校
の
校
長
先
生
に
学
校
の
歴
史
や
現
状
に
関
し
お
話
を
伺
う
と
と
も
に
資
料
を
い
た
だ
い
た
。
ま

た
東
春
朝
鮮
初
級
学
校
の
李
哲
秀
校
長
お
よ
び
愛
知
第
七
朝
鮮
初
級
学
校
の
禹
重
錫
校
長
の
協
力
を
得
て
、
下
記
の
方
々
に
聞
き

取
り
調
査
を
行
っ
た
（
表
1
。
い
ず
れ
も
二
〇
一
七
年
一
二
月
六
日
に
実
施
）。
そ
の
際
、
元
愛
知
朝
鮮
第
九
初
級
学
校
の
旧
校

舎
（
新
川
）
も
訪
れ
た
。
さ
ら
に
、愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
学
区
の
初
級
学
校
生
徒
た
ち
が
二
泊
三
日
で
行
う
合
同
教
育
活
動
「
ヘ

バ
ラ
ギ
学
園
」
に
も
参
加
し
（
二
〇
一
七
年
五
月
二
〇
〜
二
一
日
、
於
岐
阜
朝
鮮
初
中
級
学
校
）、
岐
阜
朝
鮮
初
中
級
学
校
の
校

長
先
生
を
は
じ
め
、
関
係
者
に
話
を
伺
っ
た
。
そ
の
後
、
不
明
な
点
等
を
李
哲
秀
校
長
に
メ
ー
ル
で
何
度
か
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

そ
の
他
に
資
料
と
し
て
、二
〇
〇
九
年
に
発
行
さ
れ
た
『
愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
の
六
〇
年
の
歴
史

―
年
表
と
資
料
・
解
説
』（
非

売
品
。
以
下
『
愛
知
六
〇
年
史
』
と
略
記
す
る
）
や
、
行
政
文
書
等
を
用
い
る
。

調
査
を
も
と
に
作
成
し
た
愛
知
県
内
朝
鮮
学
校
の
新
設
・
移
転
・
統
廃
合
の
履
歴
図
を
、
図
4
に
示
す
。

以
下
で
は
ま
ず
、
朝
鮮
学
校
が
「
公
立
学
校
的
」
存
在
と
し
て
機
能
す
る
た
め
の
学
校
教
育
体
系
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
全
国

規
模
で
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
（
第
二
節
）。
そ
の
後
は
愛
知
県
に
焦
点
を
当
て
、
第
三
節
で
は
、

一
九
四
五
年
か
ら
五
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
の
愛
知
県
内
の
朝
鮮
学
校
の
開
設
お
よ
び
閉
鎖
に
つ
い
て
論
じ
る
。
続
い
て

一
九
五
〇
年
代
以
降
の
新
設
・
移
転
・
統
廃
合
に
つ
い
て
、
県
内
配
置
図
も
用
い
な
が
ら
、
初
等
教
育
（
第
四
節
）、
中
等
教
育
（
第

五
節
）
と
に
分
け
て
論
じ
る
。
最
後
に
多
元
的
な
「
公
」
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
を
加
え
る
。

表 1　聞き取り対象者とその概要
対象者 対象者概要

金尚皓 1939 年生。1961 年に豊橋で教 を執り、その後、第九初級に。60 年代後半から、第十、
第七、第三、第一、豊橋で校長を務める。

鄭祥煥 1937 年生。1956 年に第九初級で教 を執り、その後公立分校時代の愛知第一（牧野
小学校分教場）、愛知中高、東春（校長）、第八（校長）、中高の教育会等を歴任。

金初星 1950 年生。1968 年に第三初級で教 を執り、その後、第三、第七、第十（校長）、第
七（校長）を歴任。

金宗鎮 1936 年生。1955 年に豊橋で教 を執り、その後、愛知中高、公立分校時代の愛知第
二（大和小学校分教場）、第三（校長）、東春（校長）、愛知中高の教員を歴任。
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図 4　愛知県内朝鮮学校の新設・移転・統廃合の履歴図
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二
．
朝
鮮
学
校
教
育
体
系
の
構
築

（
一
）
国
語
講
習
所
の
「
学
校
化
」

一
九
四
五
年
八
月
、
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
在
日
朝
鮮
人
は
、
全
国
各
地
で
朝
鮮
語
と
そ
の
文
字
（
ハ
ン
グ
ル
）
を
教
え
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
た
国
語
講
習

所
を
開
設
す
る
。
解
放
を
迎
え
朝
鮮
半
島
に
帰
国
す
る
う
え
で
、
子
ど
も
た
ち
に
朝
鮮
語
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
は
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
帰
国
す
る
か
ど
う
か

を
決
め
ら
れ
な
い
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
朝
鮮
語
教
育
要
求
は
高
か
っ
た
。
国
語
講
習
所
は
下
関
や
博
多
と
い
っ
た
港
近
郊
の
み
な
ら
ず
、
比
較
的
多
く
の
朝
鮮
人

が
集
住
す
る
地
域
に
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
数
は
、
四
六
年
三
月
の
東
京
で
二
三
（
就
学
者
数
一
、七
〇
〇
余
名
）、
同
年
四
月
の
大
阪
で
六
八
（
就
学
者
数

八
、八
三
八
名
）、
兵
庫
で
四
五
（
就
学
者
数
三
、七
〇
八
名
）
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
は
お
よ
そ
六
〇
〇
か
ら
七
〇
〇
近
く
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
計
さ
れ
る（

6
）。

全
国
各
地
で
営
ま
れ
た
朝
鮮
人
に
よ
る
朝
鮮
人
の
た
め
の
教
育
の
取
り
組
み
が
、
次
第
に
「
学
校
」
の
体
を
成
し
始
め
る
の
は
四
六
年
四
月
頃
か
ら
で
あ
る
。
国
語
講

習
所
の
学
校
化
を
す
す
め
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
全
国
レ
ベ
ル
の
民
族
団
体
、
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
（
朝
連
）
で
あ
っ
た
。
朝
連
は
四
六
年
二
月
の
第

二
回
朝
連
臨
時
全
国
大
会
以
降
、
教
育
対
策
委
員
会
、
初
等
教
材
編
纂
委
員
会
、
文
教
局
等
を
設
置
し
、
全
国
に
設
置
さ
れ
た
在
日
朝
鮮
人
の
た
め
の
教
育
機
関
を
学
校

と
し
て
管
理
運
営
す
る
た
め
の
組
織
体
系
を
整
え
て
い
く
。
朝
鮮
人
教
育
機
関
の
名
称
も
「
○
○
初
等
学
院
」
と
統
一
す
る
よ
う
に
し
た
。

朝
連
第
二
回
全
国
文
化
部
長
会
議
（
四
六
年
六
月
一
日
）
で
は
「
初
等
学
院
設
置
運
営
」
に
関
す
る
提
案
が
な
さ
れ
て
お
り
、
当
時
朝
連
が
ど
の
よ
う
に
在
日
朝
鮮
人

の
た
め
の
教
育
機
関
を
全
国
に
設
置
し
、
運
営
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
探
る
上
で
、
示
唆
的
で
あ
る（

7
）。

提
案
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
初
等
学
院
は
、
各
県
本
部
は
ま
た
各
地
方
支
部
が
中
心
に
な
っ
て
こ
れ
を
設
置
す
る
。

②
初
等
学
院
生
徒
は
年
齢
七
歳
以
上
の
現
在
日
本
国
民
学
校
在
学
中
の
児
童
の
未
就
学
児
童
を
義
務
的
に
収
容
す
る
。

③
学
級
は
学
力
、
年
齢
、
校
舎
設
備
、
教
員
数
に
よ
っ
て
適
当
に
定
め
る
。
例
え
ば
従
来
の
一
、
二
学
年
程
度
を
一
級
、
三
、
四
学
年
を
二
級
、
五
、
六
学
年
を
三
級

と
し
て
、こ
れ
が
不
可
能
な
場
合
は
一
、
二
、
三
学
年
を
一
級
、四
、
五
、
六
学
年
を
二
級
ま
た
は
国
語
だ
け
は
共
通
必
須
科
目
と
し
て
、そ
の
ほ
か
の
科
目
は
学
力
に
よ
っ

て
級
を
二
、
三
段
階
に
区
分
し
て
教
え
る
こ
と
に
す
る
。

④
〔
教
授
科
目
に
つ
い
て
。
省
略
〕
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⑤
〔
受
講
時
間
に
つ
い
て
。
省
略
〕

⑥
〔
公
民
科
目
に
つ
い
て
。
省
略
〕

⑦
学
院
は
一
年
を
三
期
に
分
け
て
九
月
か
ら
一
二
月
を
一
学
期
、
一
月
か
ら
四
月
を
二
学
期
、
五
月
か
ら
八
月
を
三
学
期
と
定
め
る
。

⑧
学
院
は
一
年
に
一
回
以
上
の
運
動
会
、
学
芸
会
、
遠
足
を
挙
行
す
る
こ
と
に
す
る
。

⑨
学
院
の
維
持
管
理
は
朝
連
各
県
本
部
と
地
方
支
部
の
負
担
で
行
い
、
地
区
有
志
の
寄
付
と
学
父
兄
の
過
重
で
な
い
維
持
費
で
担
当
す
る
。

朝
連
初
等
学
院
の
設
置
お
よ
び
維
持
管
理
は
、各
県
に
設
置
さ
れ
た
朝
連
本
部
お
よ
び
支
部
が
担
い
、そ
の
運
営
費
は
在
日
朝
鮮
人
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

日
本
の
公
立
学
校
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
を
初
等
学
院
に
転
入
学
さ
せ
る
と
解
す
こ
と
の
で
き
る
②
は
、
討
議
の
過
程
で
現
実
的
で
は
な
い
と
し
て
修
正
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
七
歳
以
上
の
在
日
朝
鮮
人
を
「
義
務
的
に
収
容
す
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
初
等
学
院
を
在
日
朝
鮮
人
の
言
わ
ば
義
務
教
育
機
関
と
し
て
位
置
付
け
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
学
期
制
や
各
種
の
学
校
行
事
を
定
め
、
学
校
と
し
て
の
形
式
を
保
ち
つ
つ
も
、
教
員
が
十
分
で
な
い
地
域
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
級
は
現
状

に
即
し
て
編
制
す
る
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
国
語
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
語
だ
け
は
共
通
必
須
科
目
と
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
提
案
は
討
議
を
経
て
、
翌
年
の
七
月
六
日
に
開
か
れ
た
第
四
回
全
国
文
化
部
長
会
議
に
て
、「
教
育
規
定
」
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
教
育
規
定
と
は
、
朝
鮮
人

教
育
機
関
に
関
す
る
種
々
の
規
定
を
示
し
た
、
か
れ
ら
に
と
っ
て
の
言
わ
ば
学
校
教
育
法
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
序
文
で
は
「
帰
国
を
前
提
に
国
語
習
得
を
中
心

に
し
た
過
去
の
教
育
は
、
根
本
的
に
検
討
改
正
を
し
て
、
恒
久
的
で
合
理
的
な
教
育
方
針
を
打
ち
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る（

8
）。

六
〇
年
代
頃
ま

で
の
朝
鮮
学
校
の
教
育
は
、
帰
国
を
前
提
と
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
四
七
年
時
点
で
そ
れ
ら
を
「
根
本
的
に
検
討
改
正
を
し
て
、
恒
久
的
で
合
理
的
な

教
育
方
針
」
の
樹
立
が
明
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
強
調
す
べ
き
点
で
あ
る
。

教
育
規
定
は
全
五
十
条
か
ら
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
朝
鮮
学
校
は
朝
連
文
教
局
が
中
央
集
権
的
に
指
導
す
る
こ
と
（
第
一
章
）、
学
校
は
差
し
当
た
り
初
等
学
校
、
中

等
学
校
、
師
範
学
校
の
三
種
類
と
し
（
第
一
条
）、「
学
校
の
経
営
は
原
則
と
し
て
運
営
会
又
は
管
理
組
合
が
経
営
す
る
」
こ
と
（
第
十
条
）
や
、
人
事
権
は
原
則
と
し
て

中
央
文
教
局
お
よ
び
朝
連
地
方
本
部
に
あ
る
が
、
教
職
員
の
任
命
お
よ
び
罷
免
に
関
し
、
必
要
な
場
合
は
運
営
会
ま
た
は
管
理
組
合
が
地
方
本
部
に
申
請
で
き
る
こ
と
（
第

十
五
〜
第
十
七
条
）、
教
員
の
資
格
や
義
務
等
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
「
第
三
章　

細
則
」
で
は
、
初
等
学
校
が
六
年
制
、
中
等
学
校
が
三
年
制
ま
た
は
六
年
制
（
後
者
は
後
期
中
等
教
育
を
含
め
た
場
合
と
考
え
ら
れ
る
）、
師
範
学
校
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は
暫
定
的
に
一
年
制
と
す
る
こ
と
や
（
第
二
十
五
〜
第
二
十
七
条
）、
各
学
校
へ
の
入
学
資
格
や
卒
業
要
件
（
第
二
十
八
〜
第
三
十
四
条
）、
学
期
お
よ
び
休
暇
（
第

三
十
五
〜
三
十
八
条
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
第
一
学
期
は
四
月
か
ら
八
月
、
第
二
学
期
は
九
月
か
ら
一
二
月
、
第
三
学
期
は
一
月
か
ら
三
月
ま
で
と
さ
れ
た
。
第

三
十
九
条
で
教
授
科
目
は
、
国
語
科
（
読
法
、
作
文
、
習
字
）、
社
会
科
（
社
会
、
地
理
、
歴
史
）、
理
数
科
（
算
数
（
珠
算
）、
理
科
）、
芸
術
科
（
音
楽
、
図
工
）、
体
育
、

実
習
、
自
由
研
究
、
日
本
語
と
さ
れ
た
。
ま
た
学
校
の
名
称
は
、
四
七
年
四
月
の
日
本
の
新
学
制
発
足
に
合
わ
せ
、
朝
連
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
も
の
は
「
朝
連
〇
〇
初

等
学
院
」
と
統
一
し
、
そ
れ
以
外
の
学
校
は
従
来
通
り
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
し
た（

9
）。

本
稿
で
は
、
以
降
、
こ
れ
ら
の
学
校
を
朝
鮮
学
校
と
称
す
る
。

当
時
朝
連
は
、
日
本
の
法
律
に
基
づ
く
学
校
の
法
的
認
可
を
求
め
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
朝
連
に
よ
る
認
可
が
、
在
日
朝
鮮
人
社
会
に
お
け
る
「
公
」
の

認
可
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
他
方
で
、
六
・
三
・
三
制
の
採
用
や
第
一
学
期
が
四
月
か
ら
始
ま
る
こ
と
、
ま
た
教
科
「
社
会
」
の
設
置
な
ど
、

日
本
の
学
校
教
育
制
度
と
の
整
合
性
を
念
頭
に
入
れ
な
が
ら
、
朝
鮮
学
校
の
学
校
体
系
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
二
）
教
育
内
容
の
統
一

国
語
講
習
所
の
学
校
化
な
ら
び
に
学
校
体
系
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
朝
連
は
そ
の
教
育
内
容
の
統
一
を
図
る
上
で
も
、
多
く
の
役
割
を
担
っ
た
。
教
育
内
容
の

統
一
は
、
大
き
く
は
全
国
の
学
校
で
用
い
ら
れ
る
統
一
的
な
教
材
の
作
成
と
、
各
地
の
教
員
の
質
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
よ
う
と
し
た
。

朝
連
は
物
資
不
足
と
貧
困
に
喘
ぐ
敗
戦
直
後
期
の
日
本
に
お
い
て
、
多
く
の
人
々
の
力
を
結
集
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
学
校
専
用
の
教
科
書
を
編
纂
し
て
い
く
。

四
六
年
二
月
二
日
、
朝
連
第
二
回
中
央
委
員
会
に
お
い
て
、
朝
連
は
そ
の
文
化
部
内
に
「
初
等
教
材
編
纂
委
員
会
」
を
設
置
す
る（

10
）。

朝
連
の
活
動
家
は
、
商
工
省
の
用
紙

配
給
係
や
日
本
出
版
協
会
と
の
交
渉
を
繰
り
返
し
、
教
科
書
印
刷
に
必
須
の
大
量
の
用
紙
を
確
保
し
た
。
教
科
書
は
、
表
２
に
示
し
た
よ
う
な
人
々
を
編
纂
担
当
者
と
し

な
が
ら
、
こ
こ
に
朝
連
文
化
部
、
朝
鮮
学
生
同
盟
、
朝
鮮
芸
術
協
会
、
人
民
文
化
社
な
ど
の
若
手
の
学
識
者
た
ち
が
加
わ
り
、
編
纂
さ
れ
て
い
っ
た（

11
）。

一
九
四
七
年
に
は
、『
初
等
国
語
』、『
初
等
算
数
』、『
初
等
理
科
』、『
子
ど
も
国
史
』
と
い
っ
た
初
級
学
校
用
教
材
が
、
ま
た
『
つ
ば
め
』、『
小
学
生
模
範
作
文
集
』、『
子

ど
も
科
学
の
話
』
と
い
っ
た
副
読
本
も
編
纂
・
出
版
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
教
科
書
は
学
年
別
（
一
〜
六
年
）
で
は
な
く
、
級
別
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
先
述
の

初
等
学
院
設
置
運
営
に
関
す
る
提
案
と
整
合
的
で
あ
る
。
今
回
の
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
も
、
当
初
は
年
齢
に
関
係
な
く
、
朝
鮮
語
の
水
準
に
合
わ
せ
て
学
級
を
編
制

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
一
九
四
八
年
に
入
り
政
府
に
よ
る
朝
鮮
学
校
へ
の
弾
圧
が
激
し
く
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
教
材
編
纂
は
続
け
ら
れ
た
。
朝
連
は
、「
財
政
難
、
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人
材
不
足
、
印
刷
問
題
等
の
多
大
な
難
関
に
直
面
し
た
」

中
で
も
、
教
材
編
纂
事
業
に
「
我
々
の
全
力
を
傾
注
し
、

過
去
の
機
構
を
一
層
強
化
し
、
新
し
い
企
画
の
下
、
新
し

い
陣
営
で
」
取
り
組
ん
だ
と
し
て
い
る（

12
）。

朝
連
教
材
編
纂

委
員
会
が
新
た
に
結
成
さ
れ
、
初
等
教
育
教
材
だ
け
で
な

く
、
中
等
教
育
の
教
材
や
成
人
教
育
用
の
教
材
の
発
行
も

企
画
さ
れ
た
。
委
員
会
に
は
、
李
珍
珪
、
林
光
澈
、
魚
塘
、

許
南
麒
、
李
殷
直
が
選
出
さ
れ
、
ま
た
、
具
体
的
な
名
前

は
不
詳
だ
が
、
日
本
人
の
「
民
主
主
義
教
育
者
」
も
嘱
託

と
し
て
置
か
れ
て
い
る（

13
）。

し
か
し
、「
我
々
の
民
族
教
育
に
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
重
大
な
事
業
」
で
あ
る
教
材
の
編
纂
・
出
版
事
業
は
、

内
的
に
は
財
政
問
題
、
経
費
不
足
に
よ
り
、
ま
た
外
的
に

は
占
領
軍
に
よ
る
教
科
書
検
閲
の
強
化

―
二
重
検
閲
制

に
よ
り
、「
既
に
編
纂
が
完
了
し
た
教
材
を
、
ま
だ
出
版

で
き
て
い
な
い
不
幸
な
」
状
態
に
あ
っ
た（

14
）。

一
九
四
八
年

六
月
よ
り
開
始
さ
れ
た
二
重
検
閲
制
と
は
、
朝
連
が
出
版

し
よ
う
と
す
る
教
材
の
内
容
を
英
訳
し
、
そ
の
全
文
を
ま

ず
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
民
間
情
報
教
育
局
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）

に
提
出
、
そ
の
認
可
を
受
け
た
も
の
が
第
八
軍
検
閲
部
の

検
閲
を
受
け
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
二
重
検
閲
制
度
の

表 2　1947 年までの朝鮮学校初等教科書編纂状況
計画（1946 年 2 月 13 日） 1947 年 10 月時点の発行状況

名称 頁数 発行
部数

編纂
担当者 出版日 名称 発行部数 出版日

国語

上 64 10 万 李珍珪 3月 25 日 初等国語読本　上巻 3万 6千 1946年4月8日初版、
5月 15 日再販

中 64 10 万 朴熙成 4月 10 日 初等国語読本　中巻 3万 1946 年 6 月 3 日

下 80 10 万 李珍珪、
朴熙成 4月 30 日 初等国語　下巻 3万 1946年12月　（※1）

算数
上 80 10 万 蔡洙鋼 4月 15 日 初等算数　上巻 3万 1946 年 6 月 3 日
中 90 10 万 金京煥 4月 15 日 初等算数　中巻 3万 1946 年 6 月 3 日
下 90 10 万 金尚起 4月 30 日

理科
上 64 10 万 朴俊栄 4月 10 日 初等理科　上巻 3万 1946年5月1日初版、

6月 3日再版
下 64 10 万 任暎準 4月 15 日 初等理科　下巻 3万 1946 年 10 月

歴史
上 112 10 万

林光徹
4月 20 日 子ども国史　上巻 2万 1946 年 6 月 3 日

下 112 10 万 4 月 30 日 子ども国史　下巻 1万 1947 年 1 月

地理 64 10 万 李殷直、
魚塘 4月 30 日 地理 3万 1946 年 10 月 10 日

唱歌 64 10 万 尹基善、
韓春愚 4月 15 日

初等音楽　上巻 2万 1947 年 7 月
初等音楽　下巻 2万 1947 年 9 月

図画
上 32 5 万 朴盛浩、

李仁洙
未定

下 32 5 万 未定
公民 80 5 万 李相尭 未定 人民啓蒙読本 2万 1946 年 6 月 3 日

ハングル第一歩 3万 1946 年 6 月 23 日
典拠：   ①朝連文化部「文化部活動報告書」（1946 年 10 月）、および、②在日本朝鮮人連盟中央委員会「第四回

定期全体大会活動報告書　第三部　教育編」（1947 年 10 月）より、筆者作成。また、①によると、国語
（上）、算数（上）、（中）の挿絵は李仁洙が、歴史（上）、（下）の挿絵は朴盛浩が担当している。

※ 1：同教科書の発行年月は「1945 年 12 月」と記されているが、1946 年の誤りと判断した。
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実
施
に
よ
り
、
教
材
の
出
版
は
一
層
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
た
。

朝
鮮
学
校
を
閉
鎖
し
よ
う
と
す
る
圧
力
に
抗
し
な
が
ら
、
教
材

を
引
き
続
き
出
版
し
、
さ
ら
に
新
た
な
教
材
を
作
成
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
苦
し
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
教
材
編

纂
は
絶
え
間
な
く
続
け
ら
れ
一
九
四
八
年
一
〇
月
ま
で
に
も
、

多
く
の
教
材
が
発
行
さ
れ
て
い
る
（
表
3
）。

一
方
、
朝
鮮
学
校
に
お
け
る
教
育
の
担
い
手
、
す
な
わ
ち
教

員
の
質
を
一
定
水
準
に
保
障
す
る
こ
と
も
、
朝
鮮
学
校
が
学
校

と
し
て
成
り
立
つ
た
め
に
必
須
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
初
は
、

教
員
を
志
望
す
る
在
日
朝
鮮
人
の
若
者
に
対
し
、一
週
間
、一
ヶ

月
、
半
年
と
い
っ
た
限
ら
れ
た
時
間
の
短
期
講
習
や
教
員
養
成

教
育
を
施
し
、
教
員
を
確
保
し
て
い
た
。
教
員
養
成
教
育
は
、

大
き
く
は
講
習
会
と
、
師
範
学
校
に
お
い
て
な
さ
れ
た
。

第
一
回
講
習
会
は
一
九
四
五
年
一
二
月
七
日
か
ら
一
三
日
ま
で
の
七
日
間
（
東
京
）、
第
二
回
講
習
会
は
一
九
四
六
年
七
月
一
日
〜
一
五
日
の
二
週
間
（
東
京
）、
第
三

回
講
習
会
は
一
九
四
六
年
八
月
二
〇
日
〜
九
月
一
一
日
の
お
よ
そ
三
週
間
（
大
阪
）、
開
か
れ
て
い
る
。
東
京
に
お
け
る
第
三
回
教
員
講
習
会
は
、
一
九
四
六
年
一
二
月

二
五
日
〜
一
九
四
七
年
一
月
一
五
日
の
お
よ
そ
三
週
間
開
か
れ
（
於
東
京
朝
鮮
中
学
校
）、
こ
こ
に
は
全
国
各
地
か
ら
四
五
名
が
参
加
し
、
国
語
、
算
数
、
地
理
、
歴
史
、

理
科
、
体
育
、
音
楽
、
教
育
方
法
学
、
学
科
課
程
論
、
学
習
技
術
、
教
育
政
策
、
児
童
文
化
論
、
教
員
組
合
運
動
と
い
っ
た
科
目
が
教
え
ら
れ
た
。
講
師
は
中
等
学
校
の

教
員
と
、「
日
本
教
育
組
合
幹
部
諸
氏
」
が
担
当
し
た（

15
）。

一
方
の
師
範
学
校
は
、
ま
ず
一
九
四
六
年
九
月
に
朝
連
大
阪
部
本
部
の
建
物
内
に
「
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
大
阪
本
部
付
属
大
阪
朝
鮮
師
範
学
校
」
が
設
置
さ
れ
た（

16
）。

ま

た
翌
年
の
一
二
月
に
は
、
中
央
朝
鮮
師
範
学
校
が
開
校
し
て
い
る
。
同
校
の
養
成
期
間
は
半
年
で
、
朝
鮮
語
、
数
学
、
歴
史
、
地
理
、
社
会
科
学
、
教
育
学
、
哲
学
、
経

済
学
、
一
般
科
学
、
朝
鮮
問
題
、
国
際
問
題
、
特
殊
講
義
等
の
授
業
が
開
設
さ
れ
た（

17
）。

表 3　1948 年 10 月までに新たに発行された教材
教材名 出版部数（部）

初等国語

1（前、後） 5,000
2 6,500
3 8,000
4（後） 3,500
5（後） 14,000

初等算数
1（前） 6,500
1（後） 10,000

初等音楽
上 4,000
中 6,000

初等習字帳 4,000
朝鮮史入門 4,000
生活教室 11,000
文学読本 4,500
朝鮮語標準 3,000
科学のはなし 3,500
イソップ物語 3,500
中等文範 3,000
外来語統一案 3,000
綴字法統一案 1,500
小学生作文集 5,000
一般科学 1,500
典拠：  在日本朝鮮人連盟中央委員会第五回全体大会準備委員会

「朝連第五回全体大会提出活動報告書」（1948 年）、35 頁。
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こ
う
し
た
言
わ
ば
即
席
教
員
た
ち
の
朝
鮮
語
能
力
や
学
力
水
準
が
十
分
で
な
い
こ
と
は
、朝
連
も
自
覚
し
て
い
た（

18
）。

そ
の
た
め
、朝
連
や
在
日
本
朝
鮮
人
教
育
者
同
盟（
教

同
）
は
各
地
で
教
員
講
習
会
を
開
催
し
、
教
員
た
ち
の
再
教
育
に
も
力
を
入
れ
た
（
表
4
）。

こ
う
し
て
次
第
に
全
国
的
な
学
校
教
育
体
系
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
四
九
年
に
は
団
体
等
規
正
令
の
適
用
に
よ
る
朝
連
の
強
制
解
散
、
ま
た
全
国
朝
鮮
学
校
の
閉
鎖

措
置
が
執
ら
れ
、
学
校
教
育
体
系
は
一
時
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
五
一
年
一
〇
月
に
結
成
さ
れ
た
朝
連
の
後
継
団
体
で
あ
る
在
日
朝
鮮
統
一
民

主
戦
線
（
民
戦
）
は
、「
一
．
学
校
基
本
財
政
の
確
立
、
二
．
学
校
設
備
と
環
境
整
理
、
三
．
教
科
体
系

―
教
科
目
の
体
系
確
立
と
教
科
書
の
完
備
、
四
．
教
員
の
実
力

向
上
と
教
育
技
術
の
練
磨
、
五
．
教
員
の
最
低
生
活
の
保
障
」
な
ど
を
教
育
問
題
上
の
課
題
と
し
て
掲
げ（

19
）、

体
系
の
再
構
築
に
注
力
し
た
。
五
〇
年
代
初
頭
に
は
、
各
地

で
朝
鮮
学
校
が
新
設
・
再
建
さ
れ
始
め
、
全
国
統
一
試
験
や
全
国
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、
全
国
美
術
コ
ン
ク
ー
ル
、
懸
賞
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
が
実
施
さ
れ（

20
）、

全
国
的
な

朝
鮮
学
校
の
繋
が
り
も
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
各
地
で
は
教
員
再
教
育
の
場
と
し
て
の
講
習
会
も
組
織
さ
れ
、さ
ら
に
第
一
回
全
国
中
高
校
長
・
教
務
主
任
会
議（
一
九
五
三

年
一
〇
月
二
一
日
）
も
開
か
れ
て
い
る（

21
）。

五
二
年
に
は
各
地
で
公
立
朝
鮮
学
校
（
後
述
）
を
中
心
に
、
連
合
運
動
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る（

22
）。

一
九
五
五
年
五
月
に
民
戦
は
在
日
本
朝
鮮
人
総
連
合
会
（
総
連
）
へ
と
組
織
改
編
す
る
。
総
連
結
成
以
降
、
学
校
体
系
の
再
構
築
は
さ
ら
に
加
速
す
る
。
五
六
年
二
月
、

総
連
第
三
回
中
央
委
員
会
に
お
い
て
、
同
年
四
月
よ
り
共
和
国
の
各
級
学
校
規
定
を
一
部
改
訂
し
て
用
い
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た（

23
）。

こ
こ
で
朝
鮮
学
校
の
設
置
お
よ
び
廃

止
の
監
督
主
体
や
教
育
目
的
、
教
科
内
容
が
定
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
各
学
校
の
名
称
も
、
初
等
教
育
機
関
を
初
級
学
校
、
前
期
中
等
教
育
機
関
を
中
級
学
校
、
後
期
中

等
教
育
機
関
を
高
級
学
校
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
総
連
は
教
科
書
編
纂
委
員
会
を
設
け
、
朝
鮮
学
校
用
の
独
自
の
教
科
書
も
定
期
的
に
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

各
地
の
高
級
学
校
で
担
わ
れ
て
い
た
短
期
間
の
教
員
養
成
教
育
も
、
朝
鮮
大
学
校
設
立
後
（
一
九
五
六
年
四
月
）、
同
大
学
の
教
員
養
成
課
程
お
よ
び
通
信
教
育
課
程
で
担

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。一
九
六
〇
年
代
中
頃
に
は
、中
級
お
よ
び
高
級
学
校
に
お
い
て
も
朝
鮮
大
学
校
を
最
終
学
歴
と
す
る
者
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た（

24
）。

こ
う
し
て
六
〇
年
代
に
か
け
て
整
備
さ
れ
た
朝
鮮
学
校
体
系
は
、
基
本
的
に
今
日
ま
で
継
続
し
て
機
能
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
全
国
各
地
の
朝
鮮
学
校
の
統
一
性

が
保
た
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
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表 4　1945 ～ 1948 年に開かれた教員講習会
開催時期 名称 場所 内容等 講師等 参加者 典拠

1945 年 12 月 7 日～ 13 日 第 1回講習会 東京
（a）

1946 年

7 月 1 日～ 15 日 第 2回講習会 東京
8月 20 日～ 9月 11 日 第 3回講習会 大阪

12 月 25 日～ 1947 年
1 月 15 日

第3回講習会（※
1）

東京朝
鮮中学
校

国語、算数、地理、
歴史、理科、体育、
音楽、教育方法学、
学科課程論、学習
技術、教育政策、
児童文化論、教員
組合運動等。

中級学校の教員
と、「日本教育組
合幹部諸氏」

全国 45名

（b）

1947 年

8 月 1 日～ 27 日 第 4回講習会
東京朝
鮮中学
校

必修科目として教
育学、児童心理学、
社会科概論、国語
教授法、国文法、
数学、歴史、社会科。
選択科目として理
科、図画工作、音楽、
体育、自由研究。
参加者には、新た
に編纂された教科
書や参考書、副読
本等が配布。

特別講師：松尾
隆「宗教と科学」、
野坂参二「第二
次世界大戦以後
の世界情勢」、韓
徳銖「朝連の文
教政策」、金天海
「朝鮮革命闘争
史」等。李珍珪他、
朝連中央の部員
が全日参加

21 の県か
ら 119 名
が 参 加、
109 名 が
修了

8月 1日～ 23 日 愛知県朝連本部
主催の講習会 愛知

愛 知 県、
三 重 県、
静 岡 県、
岐阜県か
ら 43 名

8 月 1 日～ 12 日 大阪府朝連本部
主催の講習会 大阪

9月 18 日～ 28 日 京都教育者同盟
主催の講習会 京都 13 名 20 名

1948 年

7 月 29 日～ 8月 26 日

教員夏期講習会

東京 15 名 80 名

（c）

8月 1日～ 8月 31 日 大阪 6名 176 名
7 月 25 日～ 8月 31 日 山梨 12 名 13 名
8 月 7 日～ 8月 30 日 長野 8名 60 名
8 月 1 日～ 8月 20 日 岡山 9名 30 名
8 月 2 日～ 8月 26 日 愛知 7名 40 名
7月 20 日～ 8月 13 日 京都 5名 27 名
8 月 1 日～ 8月 15 日 山口 5名 30 名
8 月 1 日～ 8月 25 日 神奈川 20 名
― 茨城 未報告

7月 31 日～ 8月 23 日
（※ 2） 新潟 5名 20 名

7月 25 日～ 8月 23 日 埼玉 6名 16 名

典拠は下記の通り。
　a ：金徳龍（2004）『朝鮮学校の戦後史』社会評論社、54－55 頁
　b ：  在日本朝鮮人連盟中央委員会「第三部教育編　第四回定期全体大会活動報告書」（1947 年 10 月）、26－29

頁
　c ：在日本朝鮮人連盟中央委員会第五回全体大会準備委員会「朝連第五回全体大会提出活動報告」（1948 年）
註 1：中央講習会として「第 3回」という意味だと考えられるが、大阪講習会との整合性はない。
註 2：  原資料では新潟における開催期間が「7月 23 日～ 7月 31 日、24 日間」と書かれており、開催期間かあ

るいは開催日数のどちらかが誤っている。ここでは、開催期間が 1週間では他と比べ短すぎること、ま
た 7月 31 日～ 8月 23 日が、ちょうど 24 日間であるため、そのように判断し、期間を訂正している。
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三
．一
九
四
五
年
〜
五
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
愛
知
県
内
朝
鮮
学
校
の
開
設
と
閉
鎖

（
一
）
朝
鮮
学
校
の
開
設

愛
知
県
内
の
国
語
講
習
所
な
い
し
朝
鮮
学
校
の

開
設
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。

表
5
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
愛
知
県
内
の
朝
鮮

学
校
の
う
ち
最
も
早
く
開
校
し
た
の
は
、
一
九
四
五

年
九
月
二
五
日
開
校
の
則
武
朝
鮮
人
学
校
（
名
古

屋
市
中
村
区
）
で
、
一
〇
月
八
日
に
半
田
朝
鮮
人

小
学
校
（
半
田
市
）、
一
〇
月
一
三
日
に
朝
聯
千
種

学
院（
名
古
屋
市
千
種
区
）も
開
校
し
た
と
さ
れ
る
。

一
九
四
六
年
に
な
る
と
、
港
朝
鮮
人
小
学
校
（
二

月
一
日
、
名
古
屋
市
千
種
区
）、
大
崎
朝
鮮
人
小
学

校
（
二
月
一
六
日
、
豊
橋
市
）
が
開
校
し
、
ま
た

同
じ
く
二
月
に
守
山
朝
鮮
学
院
（
守
山
市
）、
瑞
穂

朝
鮮
人
小
学
校
（
名
古
屋
市
瑞
穂
区
）、
新
川
朝
鮮

人
小
学
校
（
西
春
日
井
市
新
川
町
）、
三
月
に
朝
聯

瀬
戸
学
園
（
瀬
戸
市
）、
四
月
に
朝
聯
第
八
小
学
校

（
一
宮
市
）
が
開
校
し
て
い
る
。
一
九
四
六
年
に
は

こ
の
他
、
日
付
は
不
明
だ
が
、
岡
崎
朝
鮮
人
小
学

校
（
岡
崎
市
康
生
町
）、小
坂
井
朝
鮮
人
小
学
校
（
宝

表 5　愛知県内朝鮮学校の開校時期（1945 ～ 48 年）
年 月日 名称、住所等 典拠

1945 年
9 月 25 日 則武朝鮮人学校開校（名古屋市中村区則武町）

a10 月 8 日 半田朝鮮人小学校開校（半田市）
10 月 13 日 朝聯千種学院開校（名古屋市千種区豊年町）

1946 年

2 月 1 日 港朝鮮人小学校開校（名古屋市港区） e

2 月
瑞穂朝鮮人小学校開校（名古屋市瑞穂区）

a
新川朝鮮人小学校開校（西春日井郡新川町）
守山朝鮮学園開校（守山市） b

2 月 16 日 大崎朝鮮人小学校開校（豊橋市大崎町） c

3 月 1 日 朝聯瀬戸学園開校 d

4 月 朝聯千種学院が千種区吹上町へ移転 a

4 月 1 日 朝聯瀬戸学園が京町に移転、瀬戸朝鮮人小学校に改称 d

4 月 10 日 朝聯第 8小学校開校（一宮市） a

11 月 鳥居松、坂下、小牧、篠岡、高蔵寺に国語講習所開設 b

不明
岡崎朝鮮人小学校開校（岡崎市康生町）

c
小坂井朝鮮人小学校開校（宝飯郡小坂井町）

1947 年

2 月 守山朝鮮学園、守山市市場の瓦屋を購入し新校舎建設および移転
b

11 月 鳥居松朝鮮講習所、新校舎建設（春日井市関田町）

不明 則武朝鮮人学校が中村区、西区の国語講習所を統合し、朝聯中
村初等学院に改称 a

1948 年
4 月 20 日 中部朝鮮中学開校 e

10 月 5 日 朝聯千種学院が名古屋市千種区豊年町へ移転。朝聯愛知県第 2
小学校に改称 a

（典拠）
a ：『朝鮮新報』2015 年 4 月 6 日付
b ：『朝鮮新報』2016 年 11 月 2 日付
c ：『朝鮮新報』2016 年 2 月 18 日付
d ：『朝鮮新報』2016 年 3 月 9 日付
e ：金宗鎮編『愛知朝鮮中高級学校の 60 年の歴史―年表と資料・解説』（2009 年 2 月）
※ただし、校名は正確でない可能性があり、あくまでも典拠資料の記載に基づく。
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飯
郡
小
坂
井
町
）
も
開
校
し
て
い
る
。
ま
た
、
春
日
井
市
や
東

春
日
井
郡
に
も
国
語
講
習
所
が
開
設
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

中
に
は
、
当
初
は
個
人
宅
（
守
山
）
や
旅
館
（
鳥
居
松
）
の
一

室
を
借
り
て
開
設
し
、
そ
の
後
校
舎
を
新
設
し
た
例
も
あ
る
。

さ
ら
に
一
九
四
八
年
四
月
二
〇
日
に
は
、
朝
連
傘
下
団
体
が
事

務
所
と
し
て
使
用
と
し
て
い
た
「
太
陽
ビ
ル
」（
名
古
屋
市
布
池
）

の
四
、
五
階
を
使
っ
て
、
中
部
朝
鮮
中
学
校
が
開
校
し
、
前
期

中
等
教
育
が
始
ま
っ
て
い
る
。『
愛
知
60
年
史
』
に
よ
れ
ば
、

一
九
四
八
年
三
月
ま
で
に
愛
知
県
内
に
は
三
二
校
の
朝
鮮
学
校

が
開
校
さ
れ
て
お
り
、
学
生
数
は
お
よ
そ
四
、八
〇
〇
人
で
あ
っ

た
。
同
書
に
は
そ
の
所
在
地
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
5
）。
名
古

屋
市
を
中
心
に
、
県
内
の
広
い
範
囲
に
朝
鮮
学
校
が
設
置
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
国
語
講
習
所
な
い
し
朝
鮮
学
校
の
開
設

当
時
の
名
称
は
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
。
聞
き
取
り
調

査
に
お
い
て
も
、「
新
川
に
ハ
ッ
キ
ョ
〔
学
校
〕
が
あ
っ
た
」「
守

山
に
講
習
所
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
話
は
聞
け
た
が
、
そ
れ
ら

が
「
正
式
に
」
ど
の
よ
う
な
名
称
で
あ
っ
た
か
を
示
す
文
書
資

料
や
写
真
は
、
現
時
点
で
は
発
見
で
き
て
い
な
い
。

そ
こ
で
や
や
時
代
は
下
る
が
、
法
的
な
学
校
認
可
を
得
る
際

に
、
行
政
に
校
名
を
ど
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
た
の
か
を
確
認

図 5　愛知県内朝鮮人教育施設の所在地（1946 ～ 1984 年）
典拠：  金宗鎮編（2009）『愛知朝鮮中高級学校 60 年の歴史―年表と資料・解説』、3頁。ただし「中村」

を加えた。
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し
て
み
た
い
。
松
下
（
二
〇
一
五
）
に
よ
れ
ば
、

愛
知
県
内
の
朝
鮮
学
校
は
一
九
四
八
年
一
〇
月

三
〇
日
に
県
知
事
よ
り
学
校
設
置
認
可
を
得
て

い
る
。
認
可
を
得
た
の
は
、
小
学
校
一
〇
校
、

同
分
校
一
七
校
、
中
学
校
一
校
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
各
種
学
校
で
は
な
く
、
学
校
教
育
法
第
一

条
に
規
定
さ
れ
る
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
と
し

て
認
可
さ
れ
た（

25
）。

こ
の
認
可
時
の
名
称
は
、
翌

年
一
〇
月
の
学
校
閉
鎖
措
置
に
関
す
る
資
料
か

ら
確
認
で
き
る
。

四
九
年
の
学
校
閉
鎖
措
置
に
お
い
て
、
愛
知

の
場
合
は
、
学
校
の
設
置
者
あ
る
い
は
所
有
者

が
朝
連
関
係
者
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
学

校
閉
鎖
お
よ
び
財
産
接
収
は
な
か
っ
た（

26
）。

そ
し

て
前
年
に
認
可
を
得
て
い
た
二
八
校
に
は
改
組

命
令
が
、
無
認
可
の
三
校
に
は
認
可
申
請
が
命

じ
ら
れ
た
。
表
6
の
左
側
の
三
一
校
は
、
こ
う

し
た
学
校
閉
鎖
措
置
の
対
象
と
な
っ
た
学
校
を

示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
学
校
の
う
ち
、

中
学
校
一
、
小
学
校
九
、
同
分
校
五
校
は
、
愛

知
県
朝
鮮
人
学
校
管
理
組
合
連
合
会
を
結
成
し

表 6　1949 年学校閉鎖時の関連文書に見る愛知県内朝鮮学校の名称
閉鎖措置の対象となった学校
（1949 年 11 月 4 日現在）　（1）

法人設立認可申請をしたが却下された学校
（1949 年 11 月 6 日）　（2）

学校名 認可の有無 学校名 所在地
1 愛知中部朝鮮中学校 認可 1 中部朝鮮中学校 名古屋市東区布池町
2 愛知第一朝連小学校 認可 2 愛知県第一朝連小学校 同市中村区牧野町
3 愛知第二朝連小学校 認可 3 愛知県第二朝連小学校 同市千種区豊年町
4 　　同　瑞穂分校 認可 4 　　同校　瑞穂分校 同市瑞穂区妙音寺町
5 　　同　南分校 認可 5 　　同校　守山分校 東春日井郡守山町
6 愛知第三朝連小学校 認可 6 　　同校　瀬戸分校 瀬戸市京町
7 　　同　中川分校 認可 7 　　同校　鳥居松分校 春日井市鳥居松町
8 　　同　南陽分校 認可 8 愛知県第三朝連小学校 名古屋市港区港栄町
9 愛知第四朝連小学校 認可 9 愛知県第四朝連小学校 岡崎市南康生町
10 　　同　幡豆分校 認可 10 愛知県第六朝連小学校 宝飯郡小坂井町
11 　　同　上郷分校 認可 11 愛知県第七朝連小学校 半田市大字乙川
12 　　同　矢作分校 認可 12 　　同校　横須賀分校 知多郡横須賀町
13 　　同　高浜分校 無 13 愛知県第八朝連小学校 一宮市石野町
14 　　同　猿投分校 無 14 愛知県第九朝連小学校 西春日市郡新川町
15 愛知第五朝連小学校 認可 15 愛知県第十朝連小学校 豊橋市役所構内
16 　　同　瀬戸分校 認可
17 　　同　鳥居松分校 認可
18 　　同　坂下分校 認可
19 　　同　小牧分校 認可
20 　　同　篠岡分校 認可
21 愛知第六朝連小学校 認可
22 愛知第七朝連小学校 認可
23 　　同　横須賀分校 認可
24 　　同　普昌分校 認可
25 愛知第八朝連小学校 認可
26 　　同　楽田分校 認可
27 愛知第九朝連小学校 認可
28 愛知第十朝連小学校 認可
29 　　同　大崎分校 認可
30 　　同　花田分校 認可
31 在日朝鮮人弥富学院 無

典拠
（1）“Korean School file” 1949、GHQ/SCAP文書、CAS(A)25503
（2）  愛知県知事青柳秀夫発、財団法人愛知県朝鮮人学校管理組合連同会設立代表者李致五宛「〔学校閉鎖命令〕」
（達第 475 号、1949 年 11 月 6 日）（愛知県教育委員会事務局宝飯事務所『朝鮮人学校関係綴（昭和 24 年～
27 年）教育課』）
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法
人
改
組
申
請
を
行
っ
た
が
、
す
べ
て
却
下
と
な
り
閉
鎖
と
な
っ
た
。
表
6
の
右
側
は
、
愛
知
県
知
事
が
学
校
管
理
組
合
連
合
会
に
対
し
、
認
可
が
不
許
可
と
な
っ
た
旨

を
通
告
す
る
文
書
に
示
さ
れ
た
学
校
名
と
そ
の
所
在
地
で
あ
る
。

図
4
で
示
し
た
よ
う
に
、
愛
知
県
内
の
朝
鮮
学
校
は
、
在
日
本
朝
鮮
人
総
連
合
会
結
成
後
の
一
九
五
六
年
に
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
さ
れ
る
が
、
そ
の
時
の
ナ
ン
バ
ー
と
四
〇

年
代
後
半
に
お
け
る
そ
れ
は
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
改
組
時
に
は
、
県
内
の
学
校
を
再
編
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
資
料
で
は
愛
知
第
五

朝
連
小
学
校
の
分
校
と
な
っ
て
い
る
瀬
戸
分
校
（
お
そ
ら
く
現
在
の
愛
知
第
七
初
級
学
校
の
前
身
）
や
鳥
居
松
分
校
（
愛
知
第
六
初
級
学
校
の
前
身
）
は
、
改
組
の
際
に

は
第
二
の
分
校
と
な
っ
て
お
り
、
第
五
は
消
え
て
い
る
。
第
五
は
守
山
の
学
校
と
推
察
さ
れ
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
改
組
時
に
は
第
二
の
分
校
（
守
山
分
校
）
と
し

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
学
校
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
は
、
県
内
の
朝
鮮
学
校
が
同
一
の
管
理
体
制
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
四
〇
年
代

お
よ
び
五
〇
年
代
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
数
字
の
順
番
の
根
拠
は
明
確
に
は
分
か
ら
な
い
。

（
二
）
学
校
閉
鎖
措
置
後
の
状
況

先
述
の
よ
う
に
四
九
年
一
〇
〜
一
一
月
の
学
校
閉
鎖
措
置
に
よ
り
、
愛
知
県
内
の
朝
鮮
学
校
は
す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後
も
在
日
朝
鮮
人
た
ち
は
、
様
々

な
方
法
で
自
身
ら
が
行
っ
て
き
た
教
育
の
命
脈
を
保
と
う
と
奮
闘
す
る
。

『
解
放
新
聞
』
は
愛
知
県
内
の
在
日
朝
鮮
人
た
ち
が
閉
鎖
命
令
以
降
、
行
政
当
局
や
近
隣
小
学
校
に
は
た
ら
き
か
け
、
教
育
を
継
続
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
度
々
報

じ
て
い
る
（
本
稿
末
尾
に
『
解
放
新
聞
』
上
の
関
連
記
事
を
日
本
語
に
翻
訳
し
た
資
料
を
附
し
た
）。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、「
愛
知
県
中
川
朝
鮮
小
学
校
」
の
子
ど
も

た
ち
は
閉
鎖
措
置
に
反
対
す
る
「
緊
急
自
治
会
」
を
運
動
場
で
開
き
、
日
本
の
学
校
へ
の
集
団
転
入
学
の
要
求
が
と
お
ら
な
い
限
り
は
、
野
外
で
勉
強
を
続
け
る
と
決
議

し
て
い
る
。
朝
鮮
人
教
育
対
策
委
員
会
も
、
転
入
先
学
校
と
な
る
名
古
屋
市
立
八
熊
小
学
校
お
よ
び
同
八
幡
小
学
校
の
校
長
と
会
談
し
て
、
集
団
入
学
が
現
実
的
で
な
い

旨
を
確
認
し
て
い
る
。「
愛
知
県
瑞
穂
朝
鮮
小
学
校
」
の
関
係
者
ら
も
、
日
本
の
学
校
へ
の
集
団
転
入
学
お
よ
び
転
入
先
学
級
に
お
い
て
朝
鮮
人
の
み
の
特
設
学
級
を
設
置

す
る
こ
と
、
そ
こ
に
お
い
て
国
語
（
朝
鮮
語
）
や
歴
史
の
授
業
は
朝
鮮
人
教
員
が
担
当
す
る
こ
と
、
朝
鮮
人
の
保
護
者
会
を
置
く
こ
と
等
を
要
求
し
て
い
る
。「
愛
知
県
小

坂
井
町
第
六
朝
鮮
学
校
」
の
児
童
や
、
名
古
屋
市
内
の
朝
鮮
小
学
校
と
中
部
朝
鮮
中
学
の
子
ど
も
た
ち
は
、
行
政
当
局
と
の
交
渉
の
場
に
直
接
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
愛

知
県
下
の
朝
鮮
学
校
児
童
生
徒
に
よ
る
デ
モ
行
進
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
報
道
か
ら
は
、
大
人
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮
学
校
に
通
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
朝
鮮
学
校

閉
鎖
措
置
に
対
す
る
抵
抗
の
意
を
行
動
で
示
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
祖
父
母
、
父
母
世
代
が
必
死
の
思
い
で
つ
く
り
あ
げ
た
、
か
け
が
え
の
な
い
朝
鮮
人
と
し
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て
育
つ
場
が
、
今
ま
さ
に
奪
わ
れ
ん
と
し
て
い
る
時
に
、
子
ど
も
た
ち
も
立
ち
上
が
り
、
学
校
を
守
る
た
め
に
闘
っ
た
の
で
あ
る
。

閉
鎖
措
置
後
の
動
向
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
解
放
新
聞
』
の
報
道
に
も
あ
る
よ
う
に
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
と
の
交
渉
の
結
果
、
愛
知
第
一
、
第
二
、
第
三
朝

鮮
人
小
学
校
が
、
名
古
屋
市
立
小
学
校
の
分
校
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
形
式
的
に
は
朝
鮮
学
校
を
閉
鎖
す
る
が
、
実
質
的
に
校
舎
、
校
地
を
そ

の
ま
ま
用
い
（
財
産
接
収
の
有
無
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
）、
朝
鮮
人
の
み
が
通
う
公
立
学
校
と
し
て
運
営
さ
れ
た
、
言
わ
ば
公
立
朝
鮮
学
校
は
、
一
都
一
府
五
県
に
計

四
五
校
開
設
さ
れ
た
。
愛
知
県
名
古
屋
市
の
三
校
も
同
様
で
あ
る
。
第
一
、
第
二
、
第
三
は
、
そ
れ
ぞ
れ
名
古
屋
市
立
牧
野
小
学
校
分
教
場
（
中
村
区
、
一
九
五
〇
年
三

月
二
日
開
校
）、
名
古
屋
市
立
大
和
小
学
校
分
教
場
（
千
種
区
、
一
九
五
〇
年
三
月
二
日
開
校
）、
名
古
屋
市
立
西
築
地
小
学
校
分
教
場
（
港
区
、
一
九
五
〇
年
一
月
三
一

日
開
校
）
と
し
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

27
）。

公
立
分
校
と
し
て
の
朝
鮮
学
校
に
つ
い
て
は
、
小
沢
有
作
が
正
し
く
指
摘
す
る
よ
う
に
、
朝
鮮
人
た
ち
が
つ
く
り
あ
げ
た
教
育
の
場
を
行
政
当
局
が
「
無
血
占
領
」
す

る
中
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り（

28
）

―
厳
密
に
言
え
ば
公
立
分
校
の
開
設
に
お
い
て
も
血
は
流
れ
て
い
る
が

―
、
開
設
の
背
景
に
あ
る
不
当
性
は
、
何
度
で
も
批
判
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
朝
鮮
学
校
関
係
者
内
部
か
ら
も
「
不
徹
底
な
民
族
教
育
」
し
か
で
き
な
い
と
し
て
批
判
の
声
が
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
上
が
っ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る（

29
）。

そ
の
う
え
で
な
お
、
朝
鮮
人
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
の
み
構
成
さ
れ
る
教
育
機
関
が
何
と
か
残
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ら
に
公
費
が
投
じ
ら
れ
て
い

た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
後
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
学
校
に
お
け
る
教
員
構
成
や
教
育
内
容
は
、
次
第
に
他
の
朝
鮮
学
校
と
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
実

質
的
な
朝
鮮
学
校
が
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

一
方
、
閉
鎖
措
置
後
も
無
認
可
の
状
態
で
教
育
を
続
け
た
「
自
主
校
」
も
愛
知
県
内
に
十
数
校
存
在
し
た
。
朝
鮮
戦
争
の
開
戦
を
背
景
に
、
一
九
五
〇
年
一
一
月
末
頃

か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
こ
う
し
た
自
主
校
へ
の
警
戒
を
強
め
る
。
一
一
月
二
七
日
、
東
海
北
陸
民
事
部
長
官
コ
ー
ル
タ
ー
は
、「〔
朝
連
の
四
つ
の
学
校
が
〕
今
尚
朝
連
の
建
物

を
利
用
し
て
学
校
教
育
活
動
を
行
っ
て
」
お
り
、「
共
産
党
の
温
床
と
な
り
極
め
て
好
ま
し
く
な
い
に
も
不
拘
、
知
事
は
問
題
を
敬
遠
し
て
措
置
し
な
い
」
と
愛
知
県
知
事

を
叱
責
し
、「
一
週
間
以
内
に
措
置
を
講
じ
て
結
果
を
報
告
せ
よ
」
と
命
じ
た
（
松
下
二
〇
一
五
）。
こ
う
し
て
同
年
一
二
月
に
は
朝
鮮
学
校
の
「
完
全
閉
鎖
」
に
向
け
た

措
置
が
執
ら
れ
た
。

『
名
古
屋
市
警
察
史
』
に
は
、
一
九
五
〇
年
一
二
月
の
朝
鮮
学
校
閉
鎖
の
問
題
が
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
強
制
閉
鎖
や
接
収
に
反
対
す
る
朝
鮮
人
の

抵
抗
が
、
極
め
て
強
力
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る（

30
）。
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朝
鮮
事
変
が
始
ま
っ
て
以
来
、
戦
争
反
対
、
軍
事
基
地
化
反
対
等
反
占
領
的
容
疑
文
書
、
祖
国
統
一
戦
線
闘
争
月
間
と
い
っ
た
よ
う
な
ビ
ラ
を
撒
き
、
又
は
か
ね
て
反

対
運
動
を
繰
り
返
し
て
き
た
、
朝
鮮
人
学
校
の
閉
鎖
、
朝
連
、
民
青
の
解
散
措
置
等
に
対
し
、
接
収
防
衛
委
員
会
を
設
置
し
て
強
力
な
運
動
を
展
開
し
、
連
日
県
庁
に
押

し
か
け
県
庁
内
へ
の
坐
り
込
み
、
周
辺
を
巡
り
準
備
し
た
小
石
煉
瓦
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
片
等
を
投
げ
つ
け
て
県
庁
舎
窓
ガ
ラ
ス
を
多
数
破
か
い
し
、
退
去
警
告
中
の
警
察

官
に
傷
害
を
与
え
る
等
の
不
祥
事
件
が
ひ
ん
発
し
て
い
た
が
、
十
二
月
二
十
日
県
当
局
の
中
村
区
椿
町
旧
朝
連
中
村
支
部
会
館
の
接
収
に
協
力
し
、
午
前
十
時
奇
襲
的
に

包
囲
し
、
現
場
に
お
い
て
接
収
を
妨
害
し
た
六
名
を
公
務
執
行
妨
害
現
行
犯
と
し
て
逮
捕
し
、
組
織
的
反
抗
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
な
く
接
収
を
完
了
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
と
同
時
に
接
収
を
開
始
し
た
隣
接
守
山
町
旧
朝
連
守
山
小
学
校
に
お
い
て
は
強
行
に
反
対
し
接
収
官
を
寄
せ
つ
け
な
い
状
況
で
、
同
町
公
安
委
員
か
ら

応
援
方
要
請
し
て
き
た
の
で
、
急
遽
応
援
部
隊
を
派
遣
し
、
実
力
を
行
使
し
て
七
名
を
逮
捕
し
接
収
を
完
了
し
た
。

自
主
校
の
学
校
経
営
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
五
五
年
の
愛
知
朝
鮮
人
教
育
会
の
報
告
で
は
「
つ
い
に
二
学
期
に
入
り
豊
橋
市
の
花
田
朝
鮮
小
学
校
が

閉
鎖
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
遠
か
ら
ず
同
様
の
結
末
と
な
る
学
校
が
ま
た
二
、
三
校
あ
る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る（

31
）。

教
師
た
ち
の
給
与
支
給
も
ま
ま
な
ら
ず
、
県

内
朝
鮮
学
校
教
師
た
ち
の
夏
期
講
習
会
の
費
用
が
相
対
的
に
多
く
の
給
料
を
得
て
い
る
分
教
場
の
教
師
た
ち
の
カ
ン
パ
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
り
、
分
教
場
教
師
た
ち
の
年

末
手
当
の
半
額
を
自
主
学
校
教
師
た
ち
に
援
助
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

名
古
屋
市
の
記
録
に
よ
れ
ば（

32
）、

学
校
閉
鎖
時
、
第
一
〜
第
三
の
ほ
か
に
も
「
朝
鮮
人
中
学
校
並
び
に
小
学
校
三
分
校
」
が
分
教
場
と
し
て
の
設
置
を
申
し
出
た
が
、「
生

徒
児
童
を
居
住
地
の
学
校
へ
入
学
さ
せ
る
も
其
の
収
容
に
何
等
の
支
障
は
な
い
点
な
ど
に
よ
り
」
却
下
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
「
其
の
後
一
分
校

を
分
教
場
に
認
め
て
ほ
し
い
と
の
申
入
れ
も
あ
っ
た
が
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
」と
い
う
。
自
主
学
校
の
公
立
分
校
化
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、市
教
委
の
管
轄
に
入
り
、

た
と
え
独
自
の
教
育
内
容
に
一
定
の
規
制
が
か
か
ろ
う
と
も
、
在
日
朝
鮮
人
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
学
校
教
育
の
場
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、

在
日
朝
鮮
人
た
ち
の
強
い
想
い
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
松
下
（
二
〇
一
五
）
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
独
立
し
た
学
校
形
態
で
の
存
続
が
難
し
か
っ
た
小
坂
井
地

域
で
は
、
行
政
と
の
交
渉
を
繰
り
返
し
、
小
坂
井
町
立
西
小
学
校
、
同
東
小
学
校
、
同
中
学
校
等
に
朝
鮮
人
学
級
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
解
放
か
ら
一
年
足
ら
ず
の
間
に
、
愛
知
県
内
の
広
範
な
場
所
に
朝
鮮
学
校
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
多
く
の
学
校
は
一
九
四
八
年
一
〇
月
に
私
立

学
校
の
認
可
を
得
て
存
続
が
図
ら
れ
た
が
、
四
九
年
の
学
校
閉
鎖
措
置
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
そ
の
後
も
朝
鮮
人
た

ち
は
、
公
立
分
校
、
自
主
校
（
無
認
可
校
）、
民
族
学
級
と
、
様
々
な
形
態
で
閉
鎖
以
前
か
ら
続
く
独
自
の
教
育
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
ど
う
い
っ
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た
形
態
で
あ
れ
、
子
ど
も
を
朝
鮮
人
に
育
て
る
た
め
の
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
朝
鮮
人
た
ち
の
強
い
教
育
要
求
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
で
は
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
朝
鮮
人
た
ち
は
彼
ら
に
と
っ
て
の
「
公
立
学
校
的
」
存
在
た
る
朝
鮮
学
校
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
か
。
特
設
学

級
に
つ
い
て
は
、今
回
は
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
の
で
省
略
し
て
、そ
れ
以
外
の
学
校
の
そ
の
後
の
履
歴
を
初
等
教
育
機
関
と
中
等
教
育
機
関
に
分
け
て
見
る
こ
と
と
す
る
。

四
．
愛
知
県
内
初
等
教
育
機
関
の
履
歴
（
一
九
五
六
年
以
降
）

（
一
）
初
等
教
育
機
関
の
統
廃
合

朝
鮮
学
校
初
等
教
育
機
関
は
、
総
連
結
成
翌
年
で
あ
る
一
九
五
六
年
の
学
校
規
定
に
よ
っ
て
初
級
学
校
と
い
う
名
称
に
な
っ
た
。
愛
知
県
内
で
も
、
一
九
五
六
年
に
第

一
か
ら
第
十
一
ま
で
の
ナ
ン
バ
ー
が
振
ら
れ
た
校
名
に
統
一
さ
れ
た
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
公
立
学
校
分
校
の
三
校
も
、
そ
れ
ぞ
れ
愛
知
朝
鮮
第
一
初
級
学
校
、
同

第
二
初
級
学
校
、
同
第
三
初
級
学
校
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
ら
三
校
は
、
設
置
主
体
の
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
で
は
、
名
古
屋
市
立
牧
野
小
学
校
分
教
場
、
同
大

和
小
学
校
分
教
場
、
同
西
築
地
小
学
校
分
教
場
と
し
て
い
る
が
、
朝
鮮
人
側
に
と
っ
て
は
、
自
主
校
・
公
立
学
校
分
校
の
別
な
く
、
愛
知
県
の
朝
鮮
人
の
た
め
の
学
校
と

し
て
並
列
的
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
実
際
、
公
立
学
校
分
校
で
あ
っ
て
も
、
学
校
内
で
は
朝
鮮
人
教
員
と
日
本
人
教
員
の
間
に
あ
る
程
度
の
良
好

な
関
係
を
築
い
た
と
こ
ろ
や（

33
）、

朝
鮮
人
教
員
が
教
育
活
動
を
主
導
し
た
学
校
も
あ
っ
た（

34
）。

校
門
に
は
朝
鮮
学
校
名
の
表
札
を
掲
げ
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
も
朝
鮮
学
校
名
を

大
き
く
書
い
て
い
た
と
い
う（

35
）。

た
と
え
設
置
主
体
が
変
わ
ろ
う
と
、
元
々
は
朝
鮮
人
が
自
ら
設
立
し
た
学
校
で
あ
り
、
そ
こ
に
朝
鮮
人
の
児
童
だ
け
が
通
い
朝
鮮
人
教
員

も
配
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
が
朝
鮮
人
の
学
校
で
あ
る
と
の
認
識
が
設
置
主
体
変
更
の
前
後
で
大
き
く
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
公
立
分
校
時

代
に
も
校
舎
を
新
築
し
た
り
、
移
転
し
た
り
、
幼
稚
園
を
併
設
し
て
い
る
。
朝
鮮
人
側
が
学
校
運
営
を
主
導
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

公
立
分
校
三
校
の
児
童
数
は
、一
九
五
三
年
で
合
計
五
〇
六
人
で
あ
り
、そ
の
後
も
一
九
五
九
年
に
は
六
七
四
人
、一
九
六
〇
年
に
は
八
三
五
人
と
増
え
続
け
て
い
る
（
表

7
）。
そ
し
て
一
九
六
六
年
四
月
に
公
立
学
校
分
校
か
ら
自
主
化
し
た
。
全
国
的
に
見
れ
ば
、
東
京
都
立
朝
鮮
学
校
が
一
九
五
五
年
四
月
に
、
大
阪
市
立
学
校
分
校
が

一
九
六
一
年
九
月
に
自
主
校
に
移
管
し
て
お
り
、
一
九
六
六
年
と
い
う
の
は
神
奈
川
県
や
兵
庫
県
と
並
ん
で
最
も
遅
い
自
主
校
へ
の
移
管
で
あ
る（

36
）。

自
主
校
移
管
は
、

一
九
五
五
年
に
総
連
が
結
成
さ
れ
て
、
日
本
の
政
治
運
動
か
ら
距
離
を
置
き
日
本
政
府
へ
の
内
政
不
干
渉
方
針
に
転
じ
た
こ
と
や
、
祖
国
か
ら
の
教
育
援
助
金
や
帰
国
運

動
に
よ
っ
て
民
族
教
育
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
が
、そ
の
一
方
で
一
九
六
五
年
の
文
部
省
通
達
が
公
立
学
校
分
校
や
民
族
学
級
を
、公
立
学
校
と
し
て「
不
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正
常
な
状
態
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
存
続
お
よ
び
設
置
を
認
め
な
い
と
し
た
こ
と
が
地

方
教
育
行
政
に
転
換
を
促
し
た（

37
）。

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
愛
知
県
朝
鮮
人
教
育
会
は
一
九
六
四
年
か
ら
法
人
設
立

及
び
県
内
朝
鮮
学
校
の
各
種
学
校
認
可
取
得
に
向
け
た
動
き
を
本
格
化
し
た
が
、
金
宗

鎮
氏
に
よ
れ
ば
、
公
立
分
校
で
あ
っ
た
朝
鮮
学
校
の
内
部
で
は
、
引
き
続
き
公
立
分
校

の
ま
ま
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
意
見
も
あ
っ
た
と
い
う
。
教
材
、
設
備
、
備
品
等

が
公
費
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
教
育
環
境
が
、
自
主
校
よ
り
も
相
対
的
に
整
っ

て
い
る
こ
と
や
、
専
門
的
な
教
員
養
成
機
関
で
教
員
免
許
状
を
取
得
し
て
い
る
日
本
人

教
員
が
い
る
こ
と
が
朝
鮮
人
教
員
や
保
護
者
に
と
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
た
面
も
あ
っ
た

と
い
う（

38
）。

愛
知
県
朝
鮮
人
教
育
会
の
自
主
校
化
方
針
は
、
総
連
の
方
針
だ
け
で
な
く
、

祖
国
か
ら
の
教
育
援
助
金
や
生
徒
数
の
増
加
に
よ
る
授
業
料
収
入
、
在
日
朝
鮮
人
社
会

か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
財
政
的
に
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
の
で
、
自
主
校
化
し
て
各

種
学
校
の
認
可
を
取
得
し
、
一
元
的
で
独
自
の
朝
鮮
学
校
体
系
を
整
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
朝
鮮
人
社
会
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
安
定
的
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
ご
く
一
部
で
は
あ
る
が
、
公
立
学
校
と
し
て
留
ま
る
こ
と

に
よ
っ
て
良
好
な
教
育
環
境
を
提
供
で
き
る
と
す
る
意
見
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。と

も
あ
れ
、
三
校
は
一
九
六
六
年
四
月
に
設
置
主
体
が
移
管
さ
れ
た
。
名
古
屋
市
立

大
和
小
学
校
の
Ｈ
Ｐ
の
学
校
沿
革
に
は
、
一
九
六
六
年
「
大
和
小
分
校
が
朝
鮮
第
二
初

級
学
校
と
し
て
独
立
」
と
の
記
載
が
あ
る
。

次
に
、
一
九
五
六
年
に
初
等
教
育
機
関
の
学
校
名
が
統
一
さ
れ
た
後
の
学
校
履
歴
を
、

表 7　名古屋市立朝鮮学校の学級数、教員数、児童数の推移（1953 年、1957 ～ 1966 年）

学年度
牧野小学校分教場
（愛知朝鮮第一初級）

大和小学校分教場
（愛知朝鮮第二初級）

西築地小学校分教場
（愛知朝鮮第三初級） 児童数

合計
学級数 教員数 児童数 学級数 教員数 児童数 学級数 教員数 児童数

1953 年 8 8 194 6 7 169 3 4 143 506
1957 年 6 7 236 6 7 208 4 4 142 586
1958 年 6 7 229 6 7 227 2 4 133 589
1959 年 6 6 261 6 7 237 4 4 176 674
1960 年 6 7 313 7 7 297 4 4 225 835
1961 年 6 6 276 7 6 289 6 5 227 792
1962 年 6 7 243 6 6 293 6 5 201 737
1963 年 6 7 228 6 7 298 6 5 203 729
1964 年 6 7 217 6 7 284 6 5 194 695
1965 年 6 7 218 6 7 268 6 5 172 658
1966 年 6 6 203 6 8 275 6 10 167 645
典拠：  1953 年および 1957 ～ 65 年は、各年度の名古屋市教育委員会編『名古屋市内学校便覧』を参照。これら

の教員数には朝鮮人講師の数が含まれていないと推察される。1966年は、「愛知朝鮮学園寄付行為申請書」
（1967 年 2 月）中の「生徒編成表」および「教職員編成表」より作成。なお 66 年の教員数は校長、教員、
講師を含み、職員、事務員、校医を除いている。

註：  1957 ～ 1959 年の『学校便覧』では「分教場」という名称が用いられているが、その他の年度は「分校」
と表記されている。
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学
校
統
廃
合
と
い
う
側
面
か
ら
見
る
こ
と
に
す
る
。
時
期
別
に
追
っ
て
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
統
廃
合
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

①
一
九
六
〇
年
代
；
第
五
と
第
六
が
統
合
し
て
東
春
朝
鮮
初
級
学
校
が
で
き
る
（
一
九
六
六
年
）。
所
在
地
は
元
第
六
。

②
一
九
七
〇
年
代
；
第
九
が
第
一
に
統
合
（
一
九
七
五
年
）、
第
四
が
第
三
に
統
合
（
一
九
七
七
年
）。

③
一
九
九
〇
年
代
；
第
十
が
第
一
に
統
合
（
一
九
九
〇
年
）、
東
濃
が
東
春
に
統
合
（
一
九
九
八
年
）、
第
八
が
第
一
に
統
合
（
一
九
九
九
年
）。

④
二
〇
〇
〇
年
代
；
第
一
、
第
二
、
第
三
が
統
合
し
て
名
古
屋
朝
鮮
初
級
学
校
が
で
き
る
（
二
〇
〇
〇
年
）。
所
在
地
は
元
第
一
。

①
一
九
六
〇
年
代
の
統
廃
合

一
九
六
六
年
に
愛
知
朝
鮮
第
五
初
級
学
校
と
同
第
六
初
級
学
校
が
統
合
し
た
。
第
五
は
当
時
守
山
市
（
現
名
古
屋
市
守
山
区
）、
第
六
は
春
日
井
市
に
あ
っ
た
。
守
山
市

と
春
日
井
市
は
南
北
に
接
し
て
い
た
。

第
五
の
前
身
は
、
一
九
四
六
年
二
月
に
個
人
宅
を
借
り
て
開
設
さ
れ
た
守
山
朝
鮮
学
院
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
校
名
も
含
め
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
一
九
四
七
年
二

月
に
守
山
町
市
場
の
土
地
を
購
入
し
て
校
舎
を
建
築
、
一
九
四
八
年
に
は
土
地
を
さ
ら
に
購
入
し
て
校
舎
を
増
築
し
て
運
動
場
も
設
け
て
い
た（

39
）。

実
は
、
こ
の
守
山
の
児
童
が
一
時
期
、
別
の
学
校
に
転
入
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
次
の
中
等
教
育
機
関
の
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
一
九
五
一
年
一
〇
月
に
中
部
朝

鮮
中
学
校
が
守
山
の
校
舎
に
移
転
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
学
校
の
児
童
が
名
古
屋
市
立
大
和
小
学
校
分
教
場
（
第
二
初
級
）
に
転
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。『
愛
知
六
〇
年
史
』
に
は
、「
守
山
地
区
の
父
母
達
か
ら
小
学
生
を
名
中
小
学
校
に
転
入
さ
せ
る
こ
と
で
反
発
が
あ
り
ま
し
た
。
県
の
朝
鮮
人
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
会

長
金
俊
圭
）
は
守
山
の
同
胞
を
説
得
し
同
意
を
得
て
一
九
五
一
年
一
〇
月
に
校
舎
を
移
転
し
ま
し
た
」
と
あ
る
（
一
二
頁
）。
名
中
小
学
校
と
は
大
和
小
学
校
分
教
場
の
こ

と
で
あ
る
。
中
学
校
を
守
山
小
学
校
の
校
舎
に
持
っ
て
く
る
た
め
に
、
小
学
校
児
童
を
他
の
小
学
校
に
転
入
さ
せ
よ
う
と
し
た
よ
う
だ
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
同
校
は

閉
鎖
命
令
以
後
も
教
育
活
動
を
継
続
し
て
い
た
が
、
一
九
五
〇
年
一
二
月
二
〇
日
に
建
物
を
接
収
さ
れ
て
、「
閉
鎖
後
は
学
校
内
に
も
入
れ
ず
、
教
員
も
い
な
か
っ
た
の
で
、

真
横
の
神
社
の
石
段
か
庄
内
川
河
川
敷
に
座
っ
て
上
級
生
が
自
主
的
に
朝
鮮
語
を
教
え
て
い
た
」
と
い
う（

40
）。

そ
の
後
の
教
育
活
動
の
再
開
の
場
所
が
接
収
さ
れ
た
元
の
校

舎
か
ど
う
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が（

41
）、

何
と
か
教
育
活
動
を
継
続
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
の
移
転
話
で
あ
る
か
ら
、
保
護
者
た
ち
が
強
い
反
発
を
示
し
た
こ
と
は
理

解
で
き
よ
う
。
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こ
れ
は
言
わ
ば
、
中
学
校
の
移
転
に
よ
っ
て
小
学
校
が
一
時
期
と
は
い
え
「
移
転
」
し
た
こ
と
に
な
る
。
第
六
初
級
学
校
の
沿
革
誌
に
は
、「
こ
の
間
、
守
山
学
生
達
は

大
和
小
分
校
（
現
在　

第
二
初
級
学
校
）
に
て
一
緒
に
勉
強
す
る
。
学
生
数　

八
三
名
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る（

42
）。

中
部
中
学
校
が
中
川
校
舎
に
移
転
し
た
後
（
一
九
五
三

年
四
月
）、
小
学
校
は
再
び
守
山
で
教
育
活
動
を
再
開
し
た
。
な
お
、
中
学
校
が
移
転
し
て
き
た
と
さ
れ
る
一
九
五
一
年
一
〇
月
に
、
守
山
朝
鮮
学
院
か
ら
守
山
朝
鮮
人
小

学
校
に
改
称
し
た
と
あ
る（

43
）。

中
部
中
学
校
が
守
山
に
移
転
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、
小
学
校
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
名
称
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
第
六
初
級
学
校
で
は
、
一
九
五
九
年
九
月
の
台
風
一
三
号
（
伊
勢
湾
台
風
）
で
校
舎
が
全
壊
し
た
が
、
教
育
援
助
費
で
新
校
舎
建
設
事
業
を
開
始
し
て
、
翌
年

二
月
に
新
校
舎
が
落
成
し
た（

44
）。

こ
の
第
五
と
第
六
の
統
合
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
学
生
数
が
増
え
て
い
る
の
に
、
学
校
が
分
散
さ
れ
て
い
て
、
校
舎
も
木
造
で
古
く
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
現
代
教
育

に
見
合
っ
た
鉄
筋
校
舎
を
建
設
す
る
た
め
だ
っ
た
と
い
う（

45
）。

校
舎
建
設
委
員
会
が
一
九
六
四
年
秋
に
発
足
し
、
当
初
は
尾
張
旭
市
三
郷
の
土
地
を
探
し
た
よ
う
だ
が
、
第

七
初
級
学
校
が
新
た
に
豊
田
も
含
め
て
学
区
を
整
備
し
た
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
た
め
、第
七
は
入
ら
ず
に
第
六
と
第
五
で
統
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。そ
し
て
そ
の
矢
先
、

当
時
の
第
六
の
所
在
地
（
春
日
井
市
関
田
町
）
が
区
画
整
理
の
対
象
と
な
っ
た
た
め
、
春
日
井
市
が
現
在
地
で
あ
る
春
日
井
市
弥
生
町
平
野
の
土
地
を
東
海
財
務
局
か
ら

払
い
下
げ
、こ
こ
に
移
転
し
た
。
一
九
六
〇
年
二
月
に
建
て
ら
れ
て
い
た
校
舎
は
木
造
平
屋
建
て
だ
っ
た
が
、一
九
六
七
年
五
月
に
新
築
さ
れ
た
校
舎
は
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
三
階
建
て
で
あ
る
。

な
お
、
統
合
校
の
校
名
が
東
春
朝
鮮
初
級
学
校
と
な
っ
た
の
は
、
春
日
井
市
が
一
九
四
三
年
に
市
制
移
行
す
る
ま
で
は
東
春
日
井
郡
と
さ
れ
、
東
春
と
い
う
呼
び
方
が

一
般
的
だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う（

46
）。

②
一
九
七
〇
年
代
の
統
廃
合

一
九
七
〇
年
代
に
は
二
件
の
統
合
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
第
九
と
い
わ
れ
る
、
当
時
西
春
日
井
郡
新
川
町
（
現
在
は
清
須
市
）
に
あ
っ
た
学
校
が
、
名
古
屋
駅
前
の
第

一
に
統
合
し
た
。
新
川
の
学
校
に
つ
い
て
は
ま
だ
調
査
で
き
て
い
な
い
が
、
当
時
の
木
造
校
舎
は
今
も
残
っ
て
お
り
、
朝
鮮
人
の
集
住
地
に
あ
る
校
舎
は
今
な
お
地
域
在

住
者
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
同
校
に
勤
務
し
た
金
尚
皓
氏
に
よ
る
と
、
統
合
当
時
児
童
は
四
〇
人
く
ら
い
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
一
九
七
七
年
に
第
四
（
瑞
穂
）
が
第
三
（
港
）
に
統
合
し
た
。
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③
一
九
九
〇
年
代
の
統
廃
合

一
九
九
〇
年
代
に
は
三
つ
の
統
合
が
み
ら
れ
た
。
ま
ず
、一
九
九
〇
年
に
第
十
が
第
一
に
統
合
し
て
い
る
。
第
十
は
半
田
市
に
あ
っ
た
学
校
で
、前
身
の
国
語
講
習
所
は
、

愛
知
朝
鮮
学
園
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
と
一
九
四
五
年
一
〇
月
開
校
と
あ
る
（
半
田
市
乙
川
）。
半
田
市
は
戦
時
中
に
中
島
飛
行
機
半
田
製
作
所
が
お
か
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

一
九
四
九
年
一
一
月
の
閉
鎖
命
令
後
一
年
半
ほ
ど
経
て
学
校
を
再
開
し
た
時
、
生
徒
は
半
数
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
一
九
六
五
年
に
校
舎
を
新
築
し
た
が
、

生
徒
数
が
減
少
し
た
た
め
複
式
で
三
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
金
尚
皓
氏
が
校
長
と
し
て
赴
任
し
た
頃
に
は
複
式
学
級
編
制
と
な
っ
て
い
た
。
赴
任
当
時

の
生
徒
数
は
四
一
人
、保
護
者
の
要
望
か
ら
幼
稚
園
を
設
置
し
た
。
一
九
八
四
年
頃
、大
矢
知
に
移
転
し
た
が
、教
室
は
三
つ
し
か
な
く
、複
式
三
ク
ラ
ス
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
よ
う
だ
。大
矢
知
へ
の
移
転
前
も
後
も
三
ク
ラ
ス
の
複
式
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、な
ぜ
移
転
し
た
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、乙
川
時
代
に
は
な
か
っ
た
運
動
場
が
移
転
に
よ
っ

て
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
教
育
環
境
の
充
実
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

47
）。

こ
の
第
十
が
一
九
九
〇
年
に
第
一
に
統
合
す
る
。
金
尚
皓
氏
に
よ
る
と
統
合
理
由
は
、
運
営
上
の
問
題
（
運
営
が
成
り
立
た
ず
、
教
育
的
環
境
を
つ
く
れ
な
い
）
で
あ

る
が
、
保
護
者
は
大
反
対
だ
っ
た
と
い
う
。
保
護
者
の
反
対
理
由
は
、
地
域
の
拠
点
が
な
く
な
る
、
通
学
が
遠
く
な
る
、
経
済
的
負
担
が
増
え
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

統
合
相
手
が
第
一
初
級
と
い
う
の
は
、
最
も
近
い
学
校
で
あ
り
交
通
の
便
も
良
い
た
め
だ
っ
た
と
い
う
。
第
一
初
級
が
こ
の
統
合
の
二
年
前
に
鉄
筋
四
階
建
て
の
新
校
舎

を
竣
工
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
も
背
景
に
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

一
九
九
八
年
に
、
東
濃
朝
鮮
初
級
学
校
が
東
春
朝
鮮
初
級
学
校
に
統
合
し
て
い
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
岐
阜
県
の
学
校
が
愛
知
県
の
学
校
と
統
合
し
た
こ
と
で

あ
る
。
岐
阜
県
に
は
、一
九
六
一
年
に
岐
阜
朝
鮮
初
級
学
校
が
創
設
さ
れ
（
各
務
原
市
）、翌
六
二
年
に
中
級
部
を
併
設
し
て
岐
阜
朝
鮮
初
中
級
学
校
と
な
っ
た
（
一
九
七
二

年
に
岐
阜
市
に
移
転
）。
一
九
七
四
年
に
は
東
濃
朝
鮮
初
中
級
学
校
が
創
設
さ
れ
た
（
土
岐
市
）。
両
校
は
い
ず
れ
も
岐
阜
県
南
端
に
位
置
し
、
岐
阜
市
が
西
寄
り
、
土
岐

市
が
東
寄
り
に
な
る
。
よ
っ
て
、東
濃
が
統
合
す
る
な
ら
ば
、本
来
は
岐
阜
朝
鮮
初
級
学
校
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、交
通
の
便
か
ら
県
を
越
え
て
の
統
合
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

翌
年
の
一
九
九
九
年
に
第
八
が
第
一
に
統
合
し
た
。
第
八
（
一
宮
）
の
統
合
は
保
護
者
の
要
望
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
翌
二
〇
〇
〇
年
に
第
一
と
第
二
と
第
三
が
統
合

し
て
名
古
屋
初
級
学
校
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
統
合
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

④
二
〇
〇
〇
年
代
の
統
廃
合

二
〇
〇
〇
年
に
、
名
古
屋
市
内
の
第
一
と
第
二
と
第
三
が
統
合
し
て
、
新
た
に
名
古
屋
朝
鮮
初
級
学
校
が
誕
生
し
た
。
場
所
は
、
名
古
屋
駅
前
の
第
一
で
あ
る
。
敷
地
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は
狭
い
が
、
一
二
年
前
に
新
校
舎
を
建
設
し
て
い
た
。
三
校
の
中
で
第
三
の
児
童

数
が
一
番
多
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
交
通
の
利
便
性
に
よ
っ
て
統
合
校
の
場
所
が
決

定
さ
れ
た
よ
う
だ
。
金
宗
鎮
氏
に
よ
る
と
、
第
一
、
第
二
、
第
三
の
統
合
は
、
保

護
者
や
地
域
の
意
向
と
い
う
よ
り
も
、
朝
鮮
学
校
を
取
り
巻
く
当
時
の
情
勢
か
ら

な
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
た
め
反
発
も
強
か
っ
た
と
い
う（

48
）。

愛
知
県
で
は
、
こ
れ

以
降
に
統
廃
合
は
な
い
。

（
二
）
初
等
教
育
機
関
の
履
歴
の
考
察

以
上
で
見
て
き
た
愛
知
県
内
の
初
等
教
育
機
関
の
統
廃
合
に
つ
い
て
、
地
図
上

で
確
認
し
て
み
よ
う
。

図
5
で
確
認
し
た
よ
う
に
、国
語
講
習
所
時
代
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
の
間
は
、

県
内
に
広
く
教
育
機
関
が
分
布
し
て
い
た
。
一
九
四
九
年
の
閉
鎖
措
置
に
伴
い
、

多
く
の
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
公
立
分
校
ま
た

は
自
主
学
校
の
形
態
で
十
数
校
の
学
校
が
存
続
し
、
ま
た
一
部
の
地
域
に
お
い
て

は
公
立
学
校
付
設
の
民
族
学
級
と
い
う
形
態
で
存
続
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

図
6
は
、
一
九
五
六
年
に
初
等
教
育
機
関
が
校
名
を
整
理
し
た
と
き
の
県
内
配

置
図
で
あ
る（

49
）。

名
古
屋
市
内
に
四
校
、
名
古
屋
市
外
の
北
部
に
五
校
、
県
南
部
に

二
校
（
う
ち
一
校
は
南
東
部
の
端
）
に
あ
っ
た
。
全
体
と
し
て
、
愛
知
県
内
の
北

西
部
に
一
一
校
中
九
校
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
県
の
東
部
に
は
、
学
校
が
な
く

な
っ
て
い
る
。
一
九
六
六
年
の
第
五
と
第
六
の
統
合
は
、
比
較
的
距
離
の
近
い
隣

接
校
同
士
の
統
合
と
言
え
る
。

図 6　愛知県内朝鮮学校の配置（1960 年代初頭）
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①愛知朝鮮第一初級学校（名古屋市中村区牧野町 1-33）
②愛知朝鮮第二初級学校（名古屋市千種区豊年町 1-12）
③愛知朝鮮第三初級学校（名古屋市港区九番町 4-1-9）
④愛知朝鮮第四初級学校（名古屋市瑞穂区妙音通 2117）
⑤愛知朝鮮第五初級学校（東春日井郡守山町市場）
⑥愛知朝鮮第六初級学校（春日井市関田町）

⑧愛知朝鮮第八初級学校（一宮市石野町 5-3）
⑨愛知朝鮮第九初級学校（西春日井郡新川町西堀江 1924）
⑩愛知朝鮮第十初級学校（半田市乙川浜側町）
⑪豊橋朝鮮初中級学校（豊橋市柳生町 19-1）

※住所の典拠は、第一・第二・第三・第四・第十は愛知県総務部学事課「学校法人愛知朝鮮学
園寄附行為認可申請書」（1967 年 2月）、豊橋は愛知県総務部学事課「学校法人寄付行為変更
認可申請書」（1967 年 3月）、第七は愛知県総務部学事課「学校法人寄付行為変更認可申請書」
（1967 年 7月）、第八は愛知県総務部学事課「学校法人寄付行為変更認可申請書」（1967 年 12
月）、第九は愛知県総務部学事課「学校法人寄付行為変更認可申請書」（1970 年 6月）を参照
した。いずれも愛知県公文書館所蔵。第五および第六は『朝鮮新報』2016 年 11 月 2日付。
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一
九
七
〇
年
代
の
二
つ
の
統
合
は
、
図
7
で
示
す
よ
う
に
、
名
古
屋
市
内
と
名

古
屋
市
に
隣
接
し
た
地
域
の
統
合
で
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ほ
ど
距
離
の
離
れ
た
統
合

で
は
な
い
。

次
の
一
九
九
〇
年
代
は
、
図
8
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
て
か
な
り

距
離
の
離
れ
た
学
校
へ
の
統
合
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
の
第
十
の
統
合

は
、
県
北
西
部
の
端
か
ら
第
一
に
、
一
九
九
九
年
の
第
八
の
統
合
は
県
南
西
部
の

端
か
ら
第
一
へ
の
統
合
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
の
東
濃
初
級
学
校
と
東
春
と
の
統

合
は
、
距
離
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
遠
く
は
な
い
が
、
県
境
を
越
え
た
統
合
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
の
第
一
、
第
二
、
第
三
の
統
合
は
、
名
古
屋
市
内
の
学

校
間
の
統
合
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
名
古
屋
市
内
の
初
等
教
育
機
関
は
一
校
の

み
と
な
っ
た
（
図
9
）。

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
統
合
は
、
東
濃
と
東
春
の
統
合
を
除
い
て
、
す
べ
て
第

一
初
級
学
校
へ
の
統
合
だ
っ
た
。
第
一
初
級
は
、
名
古
屋
駅
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
に
立
地
し
て
い
る
。
名
古
屋
駅
に
は
、
東
海
道
新
幹
線
、
東
海
道
本
線
、
中
央

本
線
、
関
西
本
線
の
各
線
と
名
古
屋
臨
海
高
速
鉄
道
や
名
古
屋
市
営
地
下
鉄
が
乗

り
入
れ
て
お
り
、
名
古
屋
鉄
道
（
名
鉄
）
や
近
畿
日
本
鉄
道
（
近
鉄
）
の
駅
も
近

接
し
て
い
る
。
第
一
初
級
へ
の
統
合
は
、
交
通
の
利
便
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
愛
知
県
内
の
初
等
教
育
機
関
の
統
合
は
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
と

い
う
側
面
か
ら
見
た
場
合
、
当
初
は
近
隣
の
学
校
間
の
統
合
で
あ
っ
た
の
が
、
次

第
に
そ
の
距
離
を
伸
ば
し
て
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
阻
害
す
る
方
向
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
弊
害
を
で
き
る
だ
け
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、
統
合
校
は
交

図 7　愛知県内朝鮮学校の配置（1970 年代）
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【1970 年代】
・1975.4　愛知朝鮮第九初級学校が第一に統合
・1977.1　愛知朝鮮第四初級学校が第三に統合
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通
の
利
便
性
と
い
う
観
点
で
選
ば
れ
た
。
さ
ら
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
多
方
面
に

運
行
す
る
こ
と
で
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
保
障
の
努
力
も
一
方
で
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
。
東
春
初
級
学
校
で
は
、
現
在
守
山
方
面
、
春
日
井
方
面
、
東
濃
方
面
の

三
方
向
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
出
し
て
い
る
。校
区
の
広
い
名
古
屋
初
級
学
校
で
は
、

各
方
面
に
八
台
運
行
し
て
お
り
、全
国
の
朝
鮮
学
校
の
中
で
も
最
も
多
い
と
い
う
。

次
に
、
統
合
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
行
わ
れ
た
か
を
見
る
と
、
二
つ
の
タ
イ
プ

が
あ
っ
た
。
一
つ
は
一
九
六
〇
年
代
の
第
五
と
第
六
の
統
合
で
、
こ
れ
は
児
童
数

が
増
え
た
結
果
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
、
現
代
教
育
に
適
合
し
た
鉄
筋
校
舎
を
建
築

す
る
こ
と
が
そ
の
目
的
だ
と
さ
れ
た
。
第
五
と
第
六
の
各
校
と
も
生
徒
数
が
増
加

し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
各
学
校
で
校
舎
を
新
築
す
る
と
い
う
場
合
も
想
定
で
き
る

が
、
鉄
筋
校
舎
の
建
設
費
用
負
担
を
考
え
た
結
果
、
統
合
し
て
新
校
舎
を
建
設
す

る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
統
合
に
際
し
て
中
級
部
が
新

設
さ
れ
、同
じ
敷
地
・
建
物
内
で
の
上
級
学
校
へ
の
接
続
（
進
学
）
を
可
能
と
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
児
童
数
の
減
少
等
に
よ
っ
て
学
校
運
営
に
支
障
が
生
じ
る
事
態

の
改
善
策
と
し
て
統
合
が
行
わ
れ
た
場
合
で
、
第
五
と
第
六
の
統
合
以
外
の
す
べ

て
が
こ
ち
ら
に
あ
て
は
ま
る
。
児
童
数
の
減
少
は
、
財
政
的
に
学
校
運
営
を
厳
し

く
す
る
だ
け
で
な
く
、
複
式
学
級
を
編
制
せ
ざ
る
を
え
な
く
さ
せ
、
さ
ら
に
は
集

団
的
な
教
育
活
動
を
阻
害
す
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
る
。
学
校
統
合
は
そ
れ
ら
の

問
題
を
解
消
し
て
、よ
り
良
い
教
育
環
境
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
統
合
の
タ
イ
プ
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
ど
ち
ら
も
よ
り
良
い
教
育

環
境
の
提
供
を
め
ざ
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
の

図 8　愛知県内朝鮮学校の配置（1990 年代）
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【1990 年代】
・1990.4　愛知朝鮮第十初級学校が第一に統合
・1998.4　東濃朝鮮初級学校（岐阜県土岐市）が東春に統合
・1999        愛知朝鮮第八初級学校が第一に統合

岐阜朝鮮初中級学校

10km

N

8

10

東濃朝鮮初級学校
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通
学
距
離
や
通
学
時
間
は
増
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
保
護
者
に
と
っ
て
も
、
学

校
は
そ
れ
ま
で
よ
り
距
離
的
に
遠
い
場
所
に
な
り
、
卒
業
生
や
元
の
学
校
周
辺
の

朝
鮮
人
に
と
っ
て
統
合
校
は
距
離
的
の
み
な
ら
ず
心
理
的
に
も
遠
い
存
在
と
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。「
公
立
学
校
的
」
存
在
と
し
て
は
、
学
校
運
営
の
安
定
化
と
よ
り
良

い
教
育
環
境
の
提
供
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
く
に
あ
っ
て
い
つ
で
も
集

え
る
場
所
と
し
て
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
は
犠
牲
に
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
小
規
模
校
の
教
育
活
動
上
の
弊
害
は
、
学
校
統
合
だ
け
で
な
く
、

他
の
方
法
に
よ
っ
て
解
消
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
見
ら
れ
る
。

図
9
に
見
る
よ
う
に
、現
在
愛
知
県
内
の
初
級
学
校
は
四
校
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
う
ち
の
第
七
初
級
学
校
は
、
東
春
初
級
学
校
に
お
い
て
合
同
授
業
を
行
っ
て

い
る
。
第
七
は
、
一
九
四
六
年
三
月
に
日
本
の
公
立
学
校
の
教
室
を
借
り
て
民
族

教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
翌
年
自
前
の
校
舎
を
建
て
て
か
ら
も
何
度
か
校
舎
を
建

て
替
え
て
学
校
を
運
営
し
て
き
た
。
だ
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
急
速
に
児

童
数
が
減
少
し
た
。
最
大
時
に
一
三
〇
人
以
上
い
た
の
が
そ
の
一
〇
分
の
一
に

な
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
複
式
授
業
を
行
っ
て
独
自
の
学
校
運
営
を
継
続
す
る

か
、
第
六
と
合
同
授
業
を
行
う
か
の
選
択
肢
の
中
で
、
試
行
錯
誤
の
末
に
後
者
と

な
っ
た
。
二
〇
一
三
年
度
に
は
複
式
授
業
が
試
み
ら
れ
た
が
、「
下
の
学
年
の
自

立
心
、
自
発
的
姿
勢
が
育
た
な
い
こ
と
」
が
複
式
授
業
の
弊
害
と
さ
れ
た
。
こ
う

し
て
、
二
〇
一
四
年
か
ら
東
春
で
合
同
授
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
数
年

前
か
ら
、
幼
稚
園
同
士
の
合
同
授
業
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
当
初
は
、
三
年
生

以
下
の
児
童
と
幼
稚
園
児
が
朝
に
第
七
初
級
学
校
に
登
校
後
、
教
員
の
車
で
四
〇

図 9　愛知県内朝鮮学校の配置（2000 年代）
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【2000 年代】
・2000.4　愛知朝鮮第一、第二、第三初級学校が統合し、
名古屋朝鮮初級学校に
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分
ほ
ど
の
東
春
に
移
動
し
て
合
同
授
業
を
行
い
、放
課
後
は
ま
た
第
七
に
帰
校
す
る
と
い
う
形
態
だ
っ
た
。現
在
は
す
べ
て
の
学
年
が
移
動
し
、ク
ラ
ブ
活
動
も
合
同
で
行
っ

て
い
る
。
合
同
授
業
は
し
て
い
る
も
の
の
、
学
校
統
合
に
ま
で
踏
み
切
れ
な
い
の
は
、
七
〇
年
以
上
と
い
う
第
七
初
級
学
校
の
歴
史
を
絶
や
す
こ
と
が
地
域
在
住
者
や
卒

業
生
に
と
っ
て
容
易
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
や
、
学
校
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
拠
点
が
失
わ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

極
小
規
模
校
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
豊
橋
の
朝
鮮
学
校
も
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
の
場
合
は
県
の
南
東
部
に
立
地
し
、
最
も
近
い
名
古
屋
初
級
学
校
と
の
間
は
、

東
海
道
新
幹
線
で
二
〇
分
、
Ｊ
Ｒ
新
快
速
電
車
や
名
鉄
特
級
電
車
で
五
〇
分
ほ
ど
か
か
る
。
一
時
期
、
豊
橋
初
級
と
名
古
屋
初
級
が
合
同
授
業
を
試
み
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

豊
橋
の
子
ど
も
に
と
っ
て
電
車
通
学
は
体
力
的
に
も
経
済
的
に
も
負
担
が
大
き
く
続
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
何
よ
り
も
、
愛
知
県
内
で
こ
れ
ま
で
朝
鮮
学
校
が
県
北
西
部
に

偏
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
豊
橋
に
学
校
が
あ
る
こ
と
は
、
県
東
部
の
在
住
者
に
と
っ
て
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
、

一
九
九
八
年
か
ら
は
、
豊
橋
か
ら
三
〇
キ
ロ
以
上
離
れ
た
岡
崎
市
も
同
校
の
学
区
と
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、「
数
年
後
、
ハ
ッ
キ
ョ
は
ど
う
な
る
の
か
」

と
い
う
不
安
を
関
係
者
は
常
に
感
じ
て
い
る
と
い
う
。「
一
世
、
二
世
が
苦
労
し
て
守
っ
て
き
た
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
。
人
数
が
少
な
い
こ
と
が
気
に
な
ら
な
い
と
言
え
ば
嘘
に
な

る
け
ど
、や
っ
ぱ
り
守
り
た
い
。
な
く
な
っ
た
そ
の
時
に
後
悔
し
て
も
遅
い
」
と
い
う
声
も
あ
る
が
、学
校
の
存
続
を
め
ぐ
っ
て
地
域
内
で
意
見
の
相
違
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。

あ
る
朝
鮮
人
は
、「
ハ
ッ
キ
ョ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
同
胞
た
ち
の
気
持
ち
の
ベ
ク
ト
ル
を
一
点
に
集
め
て
き
た
の
が
こ
れ
ま
で
の
歴
史
。
も
し
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
が
な
く
な
れ

ば
、
同
胞
社
会
に
も
深
刻
な
影
響
が
及
ぶ
だ
ろ
う
」
と
危
惧
し
な
が
ら
、「
民
族
教
育
の
伝
統
を
消
さ
な
い
た
め
に
も
、
今
で
き
る
対
策
が
必
要
だ
」
と
語
っ
て
い
る（

50
）。

な
お
、
小
規
模
校
で
あ
る
朝
鮮
学
校
が
県
を
越
え
て
合
同
で
教
育
活
動
を
行
う
試
み
も
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
愛
知
、
岐
阜
、
長
野
、
三
重
、
静
岡
県
内
の
朝
鮮
学

校
の
四
年
生
か
ら
六
年
生
に
よ
る
「
ヘ
バ
ラ
ギ
学
園
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
ヘ
バ
ラ
ギ
学
園
」
は
、
毎
年
五
月
頃
に
二
泊
三
日
の
予
定
で
開

催
校
を
替
え
て
開
か
れ
て
い
る（

51
）。

五
．
愛
知
県
内
中
等
教
育
機
関
の
履
歴

（
一
）
中
等
教
育
機
関
の
新
設
・
移
転
・
統
廃
合

愛
知
県
内
の
中
等
教
育
機
関
と
し
て
は
、
一
九
四
八
年
四
月
二
〇
日
に
中
部
朝
鮮
中
学
校
が
開
校
し
て
い
る
。
場
所
は
、
名
古
屋
市
東
区
布
池
で
、
太
陽
ビ
ル
の
四
階

と
五
階
を
使
用
し
た
（
三
階
以
下
に
は
朝
連
愛
知
県
本
部
と
各
団
体
が
入
っ
て
い
た
）。
中
学
校
新
設
の
場
所
と
し
て
、
当
初
は
東
山
公
園
付
近
で
探
し
た
り
、「
大
曽
根
」
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の
三
菱
工
場
の
土
地
購
入
の
交
渉
な
ど
の
努
力
を
し
た
が
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
い
う（

52
）。

東
山
公
園
は
名
古
屋
市
千
種
区
に
あ
る
。
大
曽
根
は
名
古
屋
市
東
区
の
地

名
で
、
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
大
曽
根
駅
が
あ
り
現
在
は
駅
東
に
三
菱
電
機
名
古
屋
製
作
所
が
あ
る
。
三
菱
電
機
の
前
身
と
思
わ
れ
る
三
菱
発
動
機
が
一
九
四
五
年
四
月
七
日
に

空
襲
を
受
け
て
い
る
の
で
、
そ
の
跡
地
の
購
入
が
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

中
学
校
を
開
校
し
た
の
は
、
朝
鮮
小
学
校
が
各
地
で
開
校
し
て
整
備
さ
れ
て
い
く
中
で
、
卒
業
生
の
進
路
先
と
し
て
朝
鮮
学
校
が
求
め
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。『
愛
知

六
〇
年
史
』
に
よ
る
と
、一
九
四
八
年
四
月
五
日
お
よ
び
同
六
日
に
実
施
さ
れ
た
第
一
期
入
学
試
験
の
受
験
者
は
約
二
〇
〇
人
で
、一
三
歳
か
ら
二
〇
歳
ま
で
の
幅
が
あ
り
、

愛
知
県
だ
け
で
な
く
岐
阜
県
や
三
重
県
か
ら
も
集
ま
っ
た
と
い
う
。
東
海
・
北
信
地
方
の
中
等
教
育
機
関
と
い
う
こ
と
か
ら
、
中
部
朝
鮮
中
学
校
と
い
う
名
称
が
付
け
ら

れ
た
よ
う
だ
。
同
年
一
〇
月
に
は
、
私
立
一
条
校
の
設
置
認
可
を
得
て
い
る
。
一
九
四
九
年
度
は
、
一
年
生
三
学
級
、
二
年
生
一
学
級
、
三
年
生
一
学
級
の
計
五
学
級
編

制
と
な
り
、
三
〇
〇
人
以
上
が
在
籍
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
中
部
朝
鮮
中
学
校
は
、
こ
の
後
現
在
地
に
移
る
ま
で
、
以
下
の
よ
う
に
め
ま
ぐ
る
し
い
移
転
を
重
ね
て
い
る
。

①
一
九
五
〇
年　

八
月　
　
　

知
多
郡
横
須
賀
町
（
現
東
海
市
）
太
田
川
に
移
転

②
一
九
五
一
年
一
〇
月　
　
　

東
春
日
井
郡
守
山
町
市
場
（
現
名
古
屋
市
守
山
区
）
に
移
転

③
一
九
五
三
年　

四
月　
　
　

名
古
屋
市
中
川
区
に
移
転
、
校
舎
新
設
。
高
等
学
校
を
併
設
し
て
中
部
朝
鮮
中
高
等
学
校
に
。

④
一
九
五
六
年　

四
月　
　
　

名
古
屋
市
北
区
黒
川
に
移
転
。
愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
に
改
称
。

⑤
一
九
六
一
年　

五
月　
　
　

豊
明
市
に
移
転
（
現
在
に
至
る
）

中
部
中
学
校
は
、
一
九
四
九
年
一
一
月
六
日
の
学
校
閉
鎖
命
令
の
後
も
そ
の
ま
ま
教
育
活
動
を
継
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
愛
知
六
〇
年
史
』
に
よ
る
と
、

一
九
五
〇
年
三
月
に
第
一
回
卒
業
式
を
、
同
年
四
月
に
は
入
学
式
を
実
施
し
て
お
り
（
新
入
生
一
〇
〇
余
名
）、「
布
池
校
舎
時
代　

先
生
と　

一
九
五
〇
」
と
記
さ
れ
た

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
九
五
〇
年
八
月
に
太
田
川
に
移
転
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
愛
知
六
〇
年
史
』
に
「
日
本
当
局
の
策
動
は
日
増
し
に
ひ
ど
く
な
り
、
布
池
校
舎
は
奪
わ

れ
太
田
川
に
移
転
し
ま
し
た
」
と
あ
る
。
立
ち
退
き
の
背
景
に
は
、
布
池
の
校
舎
が
朝
連
の
所
有
財
産
あ
る
い
は
使
用
す
る
施
設
で
あ
っ
た
と
行
政
側
に
見
做
さ
れ
た
こ
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と
に
よ
る
接
収
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
え
る
。
こ
の
時
に
教
員
も
逮
捕
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、「
教
師
全
員
が
逮
捕
さ
れ
、
生
徒
会
で
自
主
授
業
を
行
っ
た
」
と
あ
る（

53
）。

中
部
中
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
金
宗
鎮
氏
に
よ
る
と
、
太
田
川
に
は
か
つ
て
国
語
講
習
所
と
し
て
使
わ
れ
た
校
舎
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
に
移
転
し
た
よ
う
だ
。
旧
朝

連
の
事
務
所
も
あ
っ
た
と
い
う
。
太
田
川
校
舎
は
、
写
真
に
よ
る
と
木
造
平
屋
建
て
で
、
当
時
「
交
通
の
便
が
悪
く
、
交
通
費
の
負
担
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
の
し
か
か

り
ま
し
た
」
と
あ
る（

54
）。

金
宗
鎮
氏
に
よ
る
と
、
当
時
の
名
古
屋
鉄
道
太
田
川
駅
は
小
さ
な
駅
舎
で
、
小
さ
な
田
が
ず
っ
と
学
校
ま
で
続
い
て
い
た
と
い
う（

55
）。

交
通
の
便
の

悪
い
太
田
川
校
舎
に
移
転
し
た
こ
と
で
、
生
徒
数
が
激
減
し
、
三
〇
人
ほ
ど
に
な
っ
た
。
金
宗
鎮
（
二
〇
〇
九
）
は
、
一
九
四
九
年
度
と
推
定
さ
れ
る
中
学
校
入
学
時
の

級
友
は
一
六
〇
人
い
た
が
、
守
山
校
舎
に
移
転
し
た
後
の
卒
業
式
に
出
席
し
た
の
は
僅
か
一
三
人
だ
っ
た
と
い
う
。

次
の
移
転
先
と
し
て
、
守
山
の
朝
鮮
人
小
学
校
の
校
舎
が
候
補
に
あ
が
っ
た
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
に
対
し
て
は
反
発
が
あ
っ
た
も
の
の
、
一
時
期
守
山
の

小
学
生
が
名
古
屋
市
立
大
和
小
学
校
分
教
場
に
転
入
し
て
、
空
け
た
校
舎
に
中
学
校
が
移
転
し
た
（
一
九
五
一
年
一
〇
月
）。
守
山
移
転
時
に
は
、
中
学
校
は
教
員
不
足
で

二
部
制
授
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
翌
一
九
五
二
年
度
に
は
生
徒
数
が
二
倍
以
上
に
な
り
、
机
や
椅
子
、
そ
の
他
の
教
具
等
を
小
学
校
の
も
の
を
使
用
し
た
と
い
う
（『
愛
知

六
〇
年
史
』）。
守
山
校
舎
時
代
も
ま
た
短
く
一
年
半
で
し
か
な
か
っ
た
。

一
九
五
三
年
四
月
の
中
川
校
舎
へ
の
移
転
は
、
中
部
中
学
校
と
し
て
は
初
め
て
の
校
舎
新
築
に
よ
る
移
転
で
あ
り
、
さ
ら
に
移
転
と
同
時
に
高
等
部
を
併
設
し
た
。
土

地
は
古
い
ガ
ラ
ス
工
場
を
買
収
し
た（

56
）。

一
、〇
〇
〇
余
坪
の
土
地
に
一
四
教
室
、
運
動
場
が
五
〇
〇
坪
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
移
転
は
、
生
徒
数
が
増
え
続
け
た
た
め
で
あ
る
。
守
山
移
転
半
年
後
の
一
九
五
二
年
四
月
の
新
学
期
に
は
二
倍
以
上
に
増
え
た
と
さ
れ
、
中
川
に
移
転
し
た

一
九
五
三
年
四
月
に
は
中
学
校
の
生
徒
数
が
三
七
〇
人
、
教
員
一
五
人
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
等
部
併
設
の
た
め
に
も
広
い
校
舎
は
必
要
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し

か
し
中
川
へ
の
移
転
に
は
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
は
な
く
、
大
和
小
学
校
分
教
場
に
子
ど
も
を
通
わ
す
小
学
校
保
護
者
の
反
発
や
心
配
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

守
山
の
小
学
生
た
ち
は
、
中
学
校
が
中
川
に
移
転
し
た
一
九
五
三
年
四
月
に
守
山
校
舎
に
戻
っ
て
き
て
い
る
。

高
等
部
設
置
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
中
学
校
卒
業
生
の
た
め
の
民
族
教
育
機
関
は
県
内
に
な
く
、
中
卒
後
に
東
京
の
朝
鮮
高
校
に
行
っ
た
者
は
ご
く
僅
か
で
し
か
な

か
っ
た
し
、
そ
れ
も
相
当
な
経
済
的
負
担
を
強
い
て
い
た
た
め
、
こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
高
等
部
は
、
中
川
校
舎
に
移
転
し
た
一
九
五
三
年
四

月
に
は
新
設
の
一
学
年
の
み
で
あ
っ
た
が
、
翌
五
四
年
四
月
に
は
一
学
年
五
〇
人
と
二
、
三
学
年
（
師
範
班
と
進
学
班
）
に
な
り（

57
）、

同
年
九
月
に
は
東
京
の
朝
鮮
高
校
で

学
ん
で
い
た
愛
知
県
出
身
者
一
一
人
が
二
学
年
に
編
入
し
た
。

な
お
、
一
九
五
四
年
度
の
中
学
校
の
規
模
は
、
一
学
年
二
二
〇
人
で
四
学
級
、
二
学
年
一
五
〇
人
で
三
学
級
、
三
学
年
一
一
〇
人
で
二
学
級
、
教
員
は
高
校
も
含
め
て
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二
一
人
だ
っ
た
。
中
学
校
生
徒
数
の
合
計
が
四
八
〇
人
で
、
前
年
度
三
七
〇
人
か
ら
か
な
り
の
増
加
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
朝
鮮
学
校
は
、
全
国
的
に
退
学
者

や
長
期
欠
席
者
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る（

58
）。

中
川
校
舎
時
代
は
三
年
だ
っ
た
。
次
の
名
古
屋
市
北
区
の
黒
川
校
舎
は
、
今
回
も
工
場
跡
を
買
っ
て
移
転
し
た
。
一
九
五
六
年
四
月
で
あ
る
。
決
し
て
交
通
の
便
の
良

い
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
後
も
生
徒
数
は
増
え
続
け
た
と
い
う
。
校
舎
を
増
築
し
、
寮
も
つ
く
ら
れ
た
。
一
九
五
五
年
に
総
連
が
結
成
さ
れ
、

一
九
五
七
年
に
は
祖
国
か
ら
教
育
援
助
費
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五
六
年
に
県
内
の
学
校
名
が
刷
新
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
中
部
朝
鮮
中
高
等
学
校
も
愛
知
朝

鮮
中
高
級
学
校
に
改
称
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
帰
国
運
動
の
盛
り
上
が
り
に
よ
っ
て
生
徒
数
は
増
え
続
け
る
。
一
九
五
九
年
に
全
生
徒
数
が
七
一
六
名
、
一
九
六
〇
年
に
は

一
三
〇
七
名
を
数
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
べ
く
、
豊
明
校
舎
移
転
が
図
ら
れ
た
。

豊
明
市
へ
の
移
転
は
、
名
古
屋
市
内
で
は
入
手
困
難
な
広
い
用
地
の
取
得
を
可
能
に
し
た
。
五
、五
〇
〇
坪
の
校
地
に
二
階
建
て
校
舎
が
建
て
ら
れ
、
三
一
教
室
が
つ
く

ら
れ
た
。
し
か
し
、
山
を
削
っ
て
整
地
し
た
た
め
、
雨
の
日
は
ぬ
か
る
ん
で
大
変
だ
っ
た
と
い
う
。
交
通
の
便
も
決
し
て
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ

こ
に
よ
う
や
く
安
住
の
地
を
見
出
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
校
舎
は
一
九
六
四
年
に
増
築
し
た
が
、
一
九
七
三
年
に
鉄
筋
五
階
建
て
の
新
校
舎
と
体
育
館
、
寄
宿
舎
を

新
築
し
て
い
る
。

愛
知
県
内
の
そ
の
他
の
中
等
教
育
機
関
と
し
て
は
、
豊
橋
（
県
南
東
部
）
と
東
春
（
県
北
部
）
に
一
時
期
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
分
か
っ
て
い
る
の
は

下
記
の
み
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

ま
ず
、
豊
橋
に
つ
い
て
は
、
愛
知
朝
鮮
学
園
の
Ｈ
Ｐ
に
記
載
さ
れ
た
沿
革
に
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

一
九
五
二
年
四
月　

朝
鮮
東
三
学
院
を
豊
橋
朝
鮮
中
学
校
に
改
称
し
中
等
教
育
を
開
始

一
九
五
七
年
三
月　

豊
橋
朝
鮮
中
学
校
廃
校

一
九
五
九
年
九
月　

愛
知
朝
鮮
第
十
初
級
学
校
に
中
級
部
を
併
設
、
豊
橋
朝
鮮
初
中
級
学
校
に
改
称（

59
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
朝
鮮
東
三
学
院
な
る
も
の
が
い
つ
か
ら
あ
っ
た
の
か
、
ど
う
い
う
学
校
だ
っ
た
の
か
判
明
し
て
い
な
い
が
（
青
年
学
校
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
）、
そ
れ
が
豊
橋
朝
鮮
中
学
校
に
改
称
し
て
中
等
教
育
機
関
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
五
年
の
後
に
廃
校
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
二
年
後
の
一
九
五
九
年
四
月
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に
、
愛
知
朝
鮮
第
十
一
初
級
学
校
に
中
級
部
を
併
設
し
て
豊
橋
朝
鮮
初
中
級
学
校
に
改
称
し
た
と
あ
る
。
な
ぜ
一
九
五
七
年
に
廃
校
し
た
の
か
、
二
年
後
に
開
校
し
た
中

級
部
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
今
の
と
こ
ろ
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
豊
橋
の
中
級
部
は
一
九
九
八
年
に
愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
中
級
部
に
統
合
し
た
。

東
春
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
六
年
に
東
春
朝
鮮
初
級
学
校
に
中
級
部
が
新
設
さ
れ
、
一
九
九
五
年
に
岐
阜
県
の
東
濃
朝
鮮
初
中
級
学
校
の
中
級
部
を
統
合
し
た
が
、

二
〇
〇
六
年
に
愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
中
級
部
に
統
合
し
た
。
一
九
六
六
年
の
中
級
部
新
設
は
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
初
級
学
校
の
統
合
時
で
あ
る
。
愛
知
朝
鮮
中
高

級
学
校
の
生
徒
数
が
増
え
た
の
で
、
東
春
に
中
級
部
を
つ
く
っ
て
分
散
さ
せ
た（

60
）。

ま
た
、
こ
の
と
き
新
校
舎
完
成
が
一
九
六
七
年
だ
っ
た
た
め
、
一
九
六
六
年
度
は
中
学

三
年
生
は
そ
の
ま
ま
愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
に
通
い
、
中
学
二
年
生
以
下
は
一
九
六
六
年
四
月
か
ら
東
春
の
中
級
部
の
生
徒
と
な
っ
た
も
の
の
、
初
級
学
生
と
と
も
に
旧

校
舎
に
一
年
間
通
っ
た
。
一
九
六
七
年
五
月
五
日
の
落
成
式
を
経
て
、
初
中
級
の
生
徒
す
べ
て
が
新
校
舎
に
移
動
し
た
。
二
〇
〇
六
年
に
東
春
の
中
級
部
を
切
り
離
し
て

愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
中
級
部
に
統
合
し
た
の
は
、
中
級
部
の
生
徒
数
が
激
減
し
た
た
め
財
政
難
に
よ
っ
て
学
校
運
営
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
や
集
団
生
活
の
面
が
懸
念

さ
れ
た
こ
と
と
、
す
で
に
東
春
中
級
部
の
校
区
か
ら
も
愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
に
通
わ
せ
る
保
護
者
が
い
た
か
ら
と
い
う
。

（
二
）
中
等
教
育
機
関
の
履
歴
の
考
察

愛
知
県
の
中
等
教
育
機
関
は
、
前
期
中
等
教
育
機
関
が
ま
ず
創
設
さ
れ
、
そ
こ
に
後
期
中
等
教
育
機
関
を
併
設
し
た
「
中
高
」
と
い
う
形
態
で
、
今
日
ま
で
一
本
の
筋

が
存
立
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
は
、
県
北
部
と
県
南
東
部
に
一
時
期
前
期
中
等
教
育
機
関
が
存
在
し
た
。
こ
ち
ら
は
初
級
学
校
に
中
級
部
を
併
設
し
た
「
初
中
」
と
い

う
形
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
愛
知
県
の
朝
鮮
学
校
は
、
初
等
教
育
機
関
は
県
内
の
広
範
囲
な
地
域
に
配
置
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
中
等
教
育
機
関
は
か
な
り
限
定
的

な
配
置
に
と
ど
め
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
愛
知
県
の
中
等
教
育
機
関
が
ど
の
よ
う
に
「
公
立
学
校
的
」
で
あ
ろ
う
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
よ
う
。

ま
ず
、中
部
朝
鮮
中
学
校
が
一
九
四
八
年
に
開
校
し
た
が
、そ
の
開
校
時
期
は
、全
国
的
に
見
て
も
早
い
部
類
に
入
る
。最
も
早
い
開
校
が
一
九
四
六
年
の
大
阪（
一
九
四
六

年
四
月
一
〇
日
）
と
東
京
（
一
九
四
六
年
一
〇
月
五
日
）
で
、
そ
れ
に
続
く
。
開
校
理
由
は
、
小
学
校
卒
業
生
の
進
路
保
障
の
た
め
だ
っ
た
。
戦
後
の
日
本
の
教
育
制
度

が
一
九
四
七
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
り
、
義
務
教
育
が
中
学
校
課
程
ま
で
と
な
っ
た
。
日
本
に
住
む
朝
鮮
人
が
朝
鮮
半
島
に
帰
国
す
る
途
は
、
一
九
四
六
年
に
一
旦
閉
ざ

さ
れ
、
当
分
の
間
日
本
に
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
背
景
に
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
一
九
五
三
年
に
は
高
等
部
を
併
設
し
て
後
期
中
等
教
育
機
関
ま
で
の
学
校
体
系
を
整
え
た
。
高
等
部
に
は
師
範
班
が
設
置
さ
れ
、
朝
鮮
学
校
の
教
員
を
自
前
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で
養
成
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
教
員
不
足
の
解
消
の
た
め
で
あ
り
、
地
域
の
中
で

初
等
、
中
等
教
育
機
関
と
教
員
養
成
機
関
ま
で
完
備
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
中
部
中
学
校
は
、
愛
知
県
だ
け
で
な
く
、
東
海
・
北
信
地
方
の
中

等
教
育
機
関
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、
実
際
最
初
の
入
学
者
は
三
重
県
や
岐
阜

県
か
ら
も
来
て
い
た
。
三
重
県
に
は
、
一
九
四
六
年
に
四
日
市
橋
北
分
校
が
開
設

し
、
一
九
四
七
年
に
四
日
市
橋
北
初
等
学
園
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
中
部
中
学
校
が
、
在
籍
す
る
生
徒
や
そ
の
保
護
者
の
た
め
の
学
校
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
朝
鮮
人
に
支
え
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
守
山

移
転
直
後
の
秋
季
運
動
会
が
名
古
屋
市
内
の
瑞
穂
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
た

と
き
、
保
護
者
や
地
域
在
住
者
五
〇
〇
〇
人
が
集
っ
た
こ
と
や
、
中
川
校
舎
の
竣

工
式
に
三
〇
〇
〇
余
名
が
参
加
し
た
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
（『
愛
知
六
〇
年

史
』）。

し
か
し
、
中
部
中
学
校
を
前
身
と
す
る
現
愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
一
校
だ
け

で
、
県
内
の
中
等
教
育
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、

一
九
五
〇
年
代
に
県
南
東
部
の
豊
橋
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
県
北
部
の
東
春
に
中

学
校
が
つ
く
ら
れ
た
。

愛
知
県
内
の
中
等
育
機
関
の
地
理
的
位
置
を
、
歴
史
的
な
移
転
も
反
映
さ
せ
た

地
図
で
確
認
し
て
み
よ
う
（
図
10
）。

ま
ず
、
現
愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
で
あ
る
が
、
同
校
が
現
在
地
に
移
る
ま
で
に
、

一
〇
年
余
り
の
間
に
五
回
も
移
転
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
全
国
の
朝
鮮

学
校
の
中
で
も
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
最
初
の
移
転
は
、
校
舎
が
使
え
な
く

図 10　愛知朝鮮中高級学校の移転と統合
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名古屋市

1

A

B

【愛知朝鮮中高級学校】
①1948.4.20　中部朝鮮中学創立
②1950.8　知多郡横須賀町太田川に移転
③1951.10　東春日井郡守山町市場に移転
④1953.4　名古屋市中川区十一番町に移転、高等部を新設
⑤1956.4　名古屋市北区黒川に移転
⑥1961.5　豊明市栄町に移転（現在に至る）

【豊橋】

　1998.4　愛知中高に中級部を統合
【春日井】
　1966.4　愛知第五と第六が統合し中級部を新設

10km

N

1

2

3

4

5

6

　1959.9　愛知第十に中級部を新設

　2006.4　愛知中高に中級部を統合
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な
っ
た
た
め
に
代
替
地
を
求
め
て
の
移
転
だ
っ
た
（
図
10
の
①
↓
②
）。
図
10
を
見
る
と
、
当
初
の
位
置
か
ら
南
方
に
か
な
り
の
距
離
が
あ
り
、
名
古
屋
市
外
に
出
て
い
る
。

こ
の
移
転
の
結
果
生
徒
数
が
激
減
し
た
こ
と
が
、
二
回
目
の
移
転
と
な
っ
た
（
②
↓
③
）。
三
回
目
以
降
は
生
徒
数
の
増
加
に
よ
っ
て
よ
り
広
い
校
舎
を
必
要
と
し
た
こ
と

や
高
等
学
校
の
併
設
、
そ
れ
に
よ
っ
て
寮
設
備
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
三
番
目
の
校
舎
③
、
四
番
目
の
校
舎
④
、
五
番
目
の
校
舎
⑤
は
、
最
初
の
校
舎
位
置

を
取
り
巻
く
よ
う
に
名
古
屋
市
内
で
移
転
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
地
で
あ
る
⑥
は
、
名
古
屋
市
外
だ
っ
た
。
交
通
の
便
が
悪
く
な
っ
た
が
、
広
い
校
地
の
確
保
が
優

先
さ
れ
た
結
果
だ
っ
た
。
帰
国
運
動
真
っ
盛
り
の
こ
の
時
期
、
生
徒
数
は
増
加
し
続
け
た（
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）。

一
〇
年
余
り
で
五
回
の
移
転
と
い
う
の
は
効
率
が
悪
い
よ
う
に
思
え
る
。
生
徒
や
保
護
者
に
と
っ
て
は
、
安
定
的
な
教
育
環
境
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
朝
連
が
解

散
さ
せ
ら
れ
、
朝
鮮
戦
争
が
起
こ
り
、
朝
鮮
人
差
別
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
長
期
展
望
よ
り
も
と
り
あ
え
ず
次
を
探
し
て
、
中
等
教
育
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
、
さ
ら
に
高

等
学
校
を
併
設
し
て
、
日
本
の
学
校
に
行
か
な
い
で
も
進
学
で
き
る
学
校
体
系
を
作
り
上
げ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
一
方
で
、
広
い
県
内
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
県
南
東
部
と
北
部
に
中
学
校
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
中
級
部
が
初
級
部
に
併
設
す
る
形
で

あ
る
。
広
い
県
内
に
中
学
校
が
三
校
と
い
う
の
は
、
他
の
都
市
圏
と
比
べ
て
も
少
な
い
。
愛
知
県
で
は
な
ぜ
も
っ
と
中
学
校
の
設
置
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
し
か
も
、
二
校
は
一
九
九
八
年
と
二
〇
〇
六
年
に
統
合
さ
れ
た
。
こ
の
統
合
を
地
図
で
見
る
と
（
Ａ
↓
⑥
、
Ｂ
↓
⑥
）、
現
愛
知
朝
鮮
中
高
級
学

校
の
そ
れ
ま
で
の
移
転
の
地
理
的
移
動
と
比
べ
て
、
大
き
な
距
離
的
移
動
で
あ
る
。
特
に
、
豊
橋
の
中
級
部
の
移
転
（
Ａ
↓
⑥
）
は
、
相
当
な
覚
悟
が
必
要
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

た
だ
、
移
転
に
し
ろ
統
合
に
し
ろ
、
交
通
の
発
達
に
よ
っ
て
条
件
は
変
わ
っ
て
く
る
。
地
理
的
距
離
と
実
際
の
通
学
時
間
と
は
比
例
し
な
い
。
岐
阜
県
の
東
濃
朝
鮮
初

中
級
学
校
の
中
級
部
が
一
九
九
五
年
に
東
春
朝
鮮
初
中
級
学
校
中
級
部
に
統
合
し
た
の
も
、
県
を
越
え
て
い
る
と
は
い
え
、
交
通
の
便
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
移

転
や
統
合
に
よ
っ
て
生
徒
の
通
学
時
間
や
通
学
費
の
負
担
が
ど
れ
ほ
ど
増
し
た
の
か
、
そ
の
た
め
に
朝
鮮
学
校
へ
の
通
学
を
諦
め
て
し
ま
っ
た
例
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の

か
、
詳
細
な
デ
ー
タ
が
な
く
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
級
部
を
初
級
学
校
と
高
級
学
校
の
い
ず
れ
に
設
け
る
か
は
、
全
国
の
朝
鮮
学
校
を
見
渡
し
て
も
、
地
域
事
情
等
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
。
初
級
部
と
併

存
し
て
い
れ
ば
、
中
級
部
進
学
に
対
す
る
子
ど
も
や
保
護
者
の
心
理
的
、
経
済
的
負
担
は
軽
い
だ
ろ
う
が
、
教
科
担
任
制
で
あ
る
中
級
部
は
あ
る
程
度
の
生
徒
数
が
な
い

と
教
員
数
が
不
足
し
て
運
営
が
難
し
く
な
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
生
徒
数
が
減
少
す
る
と
、
中
級
部
と
高
級
部
を
併
設
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
校
運
営
の
安
定
と
効
率

化
を
図
ろ
う
と
す
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
初
級
部
だ
け
と
な
っ
た
学
校
へ
の
保
護
者
の
意
識
の
変
容
も
み
ら
れ
、
中
級
部
を
な
く
す
こ
と
は
葛
藤
を
強
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い
る
選
択
で
も
あ
る
。

な
お
、
一
九
五
九
年
九
月
に
中
級
部
を
併
設
し
改
称
し
た
豊
橋
の
学
校
は
、
同
時
期
に
豊
橋
市
柳
生
町
へ
移
転
し
て
い
る
。
帰
国
運
動
で
生
徒
数
が
急
増
し
た
時
期
で

あ
る
。
よ
り
広
い
敷
地
や
校
舎
を
求
め
て
移
転
を
計
画
し
、
そ
の
時
に
中
級
部
を
併
設
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
東
春
の
場
合
は
、
愛
知
第
五
初
級
と
第
六
初
級
が

統
合
し
た
際
に
中
級
部
を
新
設
し
て
、
東
春
朝
鮮
初
中
級
学
校
と
改
称
し
、
翌
年
に
新
校
舎
が
で
き
て
い
る
。
移
転
や
校
舎
新
築
時
に
合
わ
せ
て
別
の
校
種
を
併
設
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
福
岡
県
の
場
合
で
も
み
ら
れ
る
例
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
愛
知
県
内
の
中
等
教
育
機
関
は
、
一
九
四
八
年
か
ら
今
日
に
か
け
て
存
続
し
て
き
た
。
愛
知
県
の
場
合
、
中
等
教
育
機
関
の
設
置
数
は
も
と
も
と
多

く
な
か
っ
た
。
多
い
時
期
で
三
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
た
が
、
現
在
は
一
校
の
み
で
あ
る
。
中
等
教
育
機
関
は
初
等
教
育
機
関
よ
り
も
広
い
校
区
を
有
し
て
い
る
。
特
に
、
後

期
中
教
育
機
関
で
あ
る
高
級
学
校
の
校
区
は
、
愛
知
県
内
に
限
定
さ
れ
ず
、
岐
阜
県
、
長
野
県
、
三
重
県
、
静
岡
県
、
福
井
県
、
石
川
県
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

寮
設
備
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
時
代
と
と
も
に
交
通
機
関
が
発
達
し
て
お
り
、
か
つ
て
は
通
え
な
か
っ
た
距
離
も
現
在
は
通
学
可
能
な
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、

昨
今
で
は
小
学
生
の
み
な
ら
ず
中
学
生
の
時
期
に
寮
生
活
を
送
る
と
い
う
の
は
敬
遠
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
中
級
学
校
が
県
内
に
一
校
の
み
と
い
う
の
は
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

と
い
う
点
で
は
厳
し
い
と
言
え
よ
う
。

六
．
お
わ
り
に

以
上
、
愛
知
県
内
の
朝
鮮
学
校
が
、
ど
の
よ
う
に
「
公
立
学
校
的
」
存
在
で
あ
ろ
う
と
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
朝
鮮
学
校
の
新
設
・
移
転
・
統
廃
合
に
着
目
し
な
が

ら
検
討
し
て
き
た
。

解
放
後
、
県
内
を
覆
う
よ
う
に
朝
鮮
学
校
が
開
設
さ
れ
て
い
た
。
四
九
年
の
学
校
閉
鎖
措
置
に
よ
り
、
特
に
県
東
部
の
学
校
は
廃
止
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
も
北
西
部
を

中
心
に
自
主
校
や
公
立
分
校
の
形
態
で
学
校
教
育
を
継
続
し
、
ま
た
南
東
部
で
は
公
立
学
校
内
に
民
族
学
級
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
内
朝
鮮
人
た
ち
に
民
族
教

育
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
一
方
、
当
初
は
初
等
教
育
の
み
を
提
供
し
て
き
た
が
、
四
八
年
か
ら
前
期
中
等
教
育
、
五
三
年
に
は
後
期
中
等
教
育
が
始
ま
り
、
さ
ら

に
五
九
〜
七
〇
年
に
か
け
て
多
く
の
学
校
に
幼
稚
班
が
併
設
さ
れ
て
い
る（
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）。

学
校
教
育
の
全
段
階
に
お
い
て
民
族
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
朝
鮮
学

校
は
、
で
き
る
だ
け
空
間
的
に
広
い
朝
鮮
人
を
対
象
に
、
で
き
る
だ
け
長
い
期
間
の
民
族
教
育
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
き
た
と
言
え
る
。
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移
転
に
つ
い
て
は
、
お
よ
そ
一
〇
年
間
の
間
に
五
回
の
移
転
を
経
た
愛
知
中
高
級
学
校
を
含
め
、
基
本
的
に
は
生
徒
数
の
増
加
に
伴
う
教
育
環
境
の
充
実
（
教
室
、
寮

設
備
、
運
動
場
等
の
確
保
）
が
主
な
理
由
で
あ
っ
た
。
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
の
校
舎
改
築
も
な
さ
れ
、
そ
の
費
用
の
多
く
は
在
日
朝
鮮
人
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
た
。

他
方
で
統
廃
合
は
、
六
六
年
の
第
五
と
第
六
を
除
き
、
生
徒
数
の
減
少
が
主
な
原
因
で
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
以
降
存
続
し
た
一
二
の
朝
鮮
学
校
は
、
一
九
七
〇
年

代
後
半
か
ら
生
徒
数
が
次
第
に
減
少
し
て
い
く
中
で
、
統
廃
合
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
当
初
は
近
接
し
た
学
校
間
の
統
合
で
あ
っ
た
が
、
九
〇
年
代
以
降
は
遠
方
の
学
校

間
統
合
と
な
り
、
県
を
ま
た
い
だ
統
廃
合
も
な
さ
れ
た
。
学
校
統
廃
合
に
お
い
て
は
、
学
校
運
営
の
安
定
化
な
ら
び
に
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
提
供
を
図
る
こ
と
と
、
学

校
へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
と
の
間
で
葛
藤
が
生
じ
て
い
た
。
地
域
朝
鮮
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
た
る
朝
鮮
学
校
の
統
合
は
、
か
れ
ら
に
と
っ
て
決
し
て
軽
く

は
な
い
決
断
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
学
校
は
、
統
廃
合
に
よ
り
生
じ
る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
面
で
の
弊
害
を
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
広
域
に
展
開
す
る
こ
と
（
そ
れ
は
小
さ
く
な

い
経
済
的
負
担
を
学
校
側
に
課
し
て
い
る
の
だ
が
）
等
に
よ
っ
て
緩
和
し
、
民
族
教
育
を
提
供
す
る
「
公
立
学
校
的
」
存
在
と
し
て
の
朝
鮮
学
校
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
工

夫
し
て
い
た
。

朝
鮮
学
校
を
在
日
朝
鮮
人
の
「
公
立
学
校
的
」
存
在
で
あ
る
と
捉
え
た
時
、
提
起
さ
れ
る
の
は
「
公
」
と
は
何
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。

日
本
社
会
の
通
念
上
の
理
解
や
学
校
教
育
法
を
基
準
と
す
る
な
ら
ば
、
一
条
校
の
公
立
学
校
が
「
正
系
」
で
あ
り
、
外
国
人
学
校
で
且
つ
各
種
学
校
で
あ
る
朝
鮮
学
校

が
「
傍
系
」
の
学
校
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、在
日
朝
鮮
人
団
体
や
朝
鮮
学
校
関
係
者
ら
が
、幼
稚
班
か
ら
大
学
校
に
至
る
朝
鮮
学
校
の
学
校
体
系
を
「
正
規
教
育
体
系
」

と
呼
び
、
公
立
学
校
内
の
民
族
学
級
や
夜
間
学
級
、
土
曜
児
童
教
室
、
夏
期
学
校
等
、
日
本
の
学
校
に
就
学
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
民
族
教
育
の
取
り
組

み
を
「
準
正
規
教
育
体
系
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
在
日
朝
鮮
人
社
会
と
い
う
「
公
」
を
前
提
と
し
て
い
る
。

実
際
に
お
い
て
、
よ
り
強
い
権
威
を
持
っ
た
り
、
広
範
な
社
会
的
承
認
を
得
て
い
る
「
公
」
が
あ
る
に
せ
よ
、
公
共
性
や
公
共
圏
に
関
す
る
多
く
の
議
論
が
主
張
し
て

き
た
よ
う
に
（
生
澤
二
〇
一
五
）、「
公
」
は
一
元
的
な
も
の
と
し
て
解
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
多
元
的
で
脱
中
心
化
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
あ
り
て
い
に
言
え
ば
、在
日
朝
鮮
人
社
会
と
い
う
「
公
」
は
あ
っ
て
良
い
は
ず
で
あ
る
し
、ま
た
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
「
公
」
も
一
元
的
で
あ
る
必
要
は
な
い
。

日
本
社
会
に
と
っ
て
の
「
公
」
と
い
う
一
元
的
な
視
点
か
ら
朝
鮮
学
校
を
眺
め
る
の
み
で
は
、そ
れ
が
在
日
朝
鮮
人
社
会
で
担
う
機
能
や
役
割
は
十
分
に
把
握
で
き
な
い
。

本
稿
は
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
在
日
朝
鮮
人
に
と
っ
て
の
「
公
立
学
校
的
」
存
在
と
し
て
朝
鮮
学
校
を
捉
え
た
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
日
本
社
会
に

お
け
る
多
元
的
な
「
公
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
公
費
」
に
つ
い
て
の
議
論
も
あ
え
て
行
っ
て
い
な
い
。
今
日
の
朝
鮮
学
校
が
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「
公
立
学
校
的
」
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

【
謝
辞
】

本
調
査
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
東
春
朝
鮮
初
級
学
校
の
李
哲
秀
校
長
お
よ
び
愛
知
第
七
朝
鮮
初
級
学
校
の
禹
重
錫
校
長
に
は
多
く
の
ご
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
深

甚
な
る
謝
意
を
伝
え
た
い
。

な
お
本
研
究
は
、
平
成
二
七
〜
二
九
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））「
朝
鮮
学
校
の
統
廃
合
と
学
校
規
模
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
中
島
智

子
、
課
題
番
号
１
５
Ｋ
４
３
８
５
）
に
基
づ
く
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注（
1
）
朝
鮮
学
校
に
お
け
る
初
等
教
育
機
関
、
前
期
中
等
教
育
機
関
、
後
期
中
等
教
育
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
初
級
学
校
、
中
級
学
校
、
高
級
学
校
と
呼
ば
れ
る
。

（
2
）
学
校
教
育
法
第
二
条
第
二
項
は
、「
こ
の
法
律
で
、
国
立
学
校
と
は
、
国
の
設
置
す
る
学
校
を
、
公
立
学
校
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
学
校
を
、
私
立
学
校
と
は
、
学
校
法
人
の
設
置
す

る
学
校
を
い
う
」。

（
3
）
公
立
学
校
は
、「
国
民
」
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
国
民
」
の
す
べ
て
が
公
立
学
校
に
就
学
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
公
立

学
校
は
そ
の
設
置
や
運
営
が
公
費
（
税
金
）
で
ま
か
な
わ
れ
る
が
、
朝
鮮
学
校
は
私
立
学
校
（
各
種
学
校
）
で
あ
る
た
め
に
、
公
費
補
助
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
公
費
に
よ
る
設
置
な
い
し
運
営
と
い

う
の
は
、
そ
の
学
校
教
育
事
業
が
〈
準
公
共
財
〉
と
し
て
の
性
質
を
獲
得
す
る
上
で
重
要
な
要
素
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
重
視
せ
ず
、
そ
の
議
論
は
別
稿
に
譲
る
。

（
4
）
日
本
の
憲
法
や
教
育
基
本
法
に
は
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
を
「
国
民
」
と
定
め
て
い
る
が
、
こ
の
「
国
民
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
諸
外
国
を
見
て
も
、
必
ず
し
も
当
該
国

国
籍
保
持
者
に
限
ら
れ
な
い
。

（
5
）
在
日
本
朝
鮮
人
総
連
合
会
中
央
教
育
局
が
作
成
し
た
資
料
（
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
し
た
。
二
〇
一
七
年
の
学
校
数
は
所
在
地
別
で
、
就
学
者
数
は
文
科
省
国
際
課
に
よ
る
。

（
6
）
金
徳
龍
（
二
〇
〇
四
）、
二
七
頁
。

（
7
）
呉
圭
祥
（
二
〇
〇
九
）、
一
三
五
頁
。

（
8
）
在
日
本
朝
鮮
人
聯
盟
中
央
委
員
会
「
第
四
回
定
期
全
体
大
会
活
動
報
告
書　

第
三
部
教
育
編
」（
一
九
四
七
年
一
〇
月
）、「
附
録

―
教
育
関
係
資
料
」
の
「
三　

教
育
規
定
（
一
九
四
七
年
六
年マ
マ

二
五
日
）」。

（
9
）
金
徳
龍
（
二
〇
〇
四
）、
三
四
頁
。

（
10
）
朝
連
文
化
部
「
文
化
部
活
動
報
告
書
」（
一
九
四
六
年
一
〇
月
）、
八

－

九
頁
。

（
11
）
金
徳
龍
（
二
〇
〇
四
）、
三
八

－

三
九
頁
。

（
12
）
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
中
央
委
員
会
第
五
回
全
体
大
会
準
備
委
員
会
「
朝
連
第
五
回
全
体
大
会
提
出
活
動
報
告
書
」（
一
九
四
八
年
）、
三
四

－

三
五
頁
、
参
照
。

（
13
）
同
上
。
ち
な
み
に
、
国
分
（
一
九
八
六
）
で
は
、
国
分
一
太
郎
を
は
じ
め
と
し
た
日
本
民
主
主
義
教
育
協
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、「
李
珍
桂マ
マ

氏
ら
の
の
ぞ
む
教
科
書
の
案
を
つ
く
る
の
に
協
力
し
た
」
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と
さ
れ
て
い
る
。
李
珍
珪
は
朝
連
初
等
教
材
編
纂
員
会
の
責
任
者
で
あ
る
。
他
に
「
李
殷
直
、
許
南
麒
」、「
李
光
徹
」
と
い
っ
た
人
々
の
名
前
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。「
李
光
徹
」
は
林
光
澈
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

（
14
）
同
上
。

（
15
）
在
日
本
朝
鮮
人
聯
盟
中
央
委
員
会
「
第
四
回
定
期
全
体
大
会
活
動
報
告
書　

第
三
部
教
育
編
」（
一
九
四
七
年
一
〇
月
）、
二
六
頁
。

（
16
）
金
徳
龍
（
二
〇
〇
四
）、
五
六
頁
。

（
17
）「
半
年
間
の
基
礎
訓
練
を
終
え
て

―
朝
連
中
央
師
範
第
一
期
生
卒
業
」『
解
放
新
聞
』
一
九
四
八
年
六
月
五
日
付
。

（
18
）
前
掲
「
朝
連
第
五
回
全
体
大
会
提
出
活
動
報
告
書
」（
一
九
四
八
年
）、
三
八

－

三
九
頁
。

（
19
）
李
珍
珪
「
民
主
民
族
教
育
防
衛
闘
争
を
よ
り
高
い
段
階
に
前
進
さ
せ
る
た
め
に
（
中
）」『
解
放
新
聞
』
一
九
五
二
年
一
一
月
三
〇
日
付
。

（
20
）
民
戦
三
全
大
会
準
備
委
員
会
「
各
単
位
組
織
の
活
動
報
告
と
提
案

―
教
育
活
動
報
告
と
活
動
方
針
」（
一
九
五
二
年
一
二
月
一
八
〜
一
九
日
）、
二
頁
。

（
21
）
在
日
朝
鮮
統
一
民
主
戦
線
中
央
委
員
会
「
民
戦
四
全
大
会
教
育
部
門
報
告
」（
一
九
五
三
年
一
一
月
）、
一
七
〇
頁
。

（
22
）
民
戦
三
全
大
会
準
備
委
員
会
「
各
単
位
組
織
の
活
動
報
告
と
提
案

―
教
育
活
動
報
告
と
活
動
方
針
」（
一
九
五
二
年
一
二
月
一
八
〜
一
九
日
）。
例
え
ば
東
京
で
は
一
九
五
二
年
一
〇
月
二
二
日
に
、

東
京
連
合
大
運
動
会
が
明
治
神
宮
外
苑
競
技
場
に
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
東
京
都
立
朝
鮮
人
学
校
一
二
校
、
お
よ
び
横
浜
朝
鮮
人
小
学
校
の
児
童
生
徒
ら
、
お
よ
そ
四
〇
〇
〇
名
が
出
演
し
、

ま
た
都
内
の
日
本
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
や
日
本
の
市
民
団
体
も
招
待
さ
れ
、
一
緒
に
競
技
を
行
っ
て
い
る
。
総
参
加
者
数
は
三
万
人
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
躍
動
す
る
青
春
の
祭
典

―
各
地

で
豪
華
な
大
運
動
会
」「
十
三
連
合
大
運
動
会
に
三
万
同
胞
が
熱
狂　

東
京
」『
解
放
新
聞
』
一
九
五
二
年
一
一
月
五
日
付
。

（
23
）
在
日
本
朝
鮮
人
総
連
合
会
中
央
本
部
教
育
部
編
『
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国　

教
育
規
定
資
料
集
〔
教
育
部
資
料
第
一
集
〕』（
一
九
五
七
年
）、「
刊
行
の
こ
と
ば
」。

（
24
）
一
九
六
六
年
に
は
全
国
の
朝
鮮
学
校
で
『
学
校
沿
革
史
』
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
確
認
で
き
る
一
九
六
六
年
の
中
級
お
よ
び
高
級
学
校
の
教
員
三
二
八
名
の
内
、
日
本
の
大
学
等
の
卒

業
生
が
一
四
八
名
（
四
五
・
四
％
）、
朝
鮮
大
学
校
の
卒
業
生
が
一
一
六
名
（
三
五
・
六
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
25
）
四
八
年
一
月
の
文
部
省
通
達
を
皮
切
り
に
、
山
口
県
（
三
月
三
一
日
）、
岡
山
県
（
四
月
八
日
）、
兵
庫
県
（
四
月
一
〇
日
）、
大
阪
府
（
四
月
一
二
日
）、
東
京
都
（
四
月
二
〇
日
）
な
ど
で
は
学
齢

期
朝
鮮
人
の
公
立
学
校
へ
の
転
校
指
示
、校
舎
の
明
け
渡
し
、学
校
教
育
法
に
基
づ
く
学
校
閉
鎖
命
令
等
が
発
せ
ら
れ
る
。
学
校
閉
鎖
に
抗
す
る
在
日
朝
鮮
人
た
ち
の
闘
い
は
「
四
・
二
四
教
育
闘
争
」

「
阪
神
教
育
闘
争
」
と
し
て
語
ら
れ
る
が
、
同
年
四
月
二
〇
日
に
中
部
朝
鮮
中
学
が
開
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
る
と
、
愛
知
県
内
で
は
行
政
と
の
対
立
が
、
他
地
域
ほ
ど
先
鋭
化
し
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
26
）
学
校
閉
鎖
措
置
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
松
下
（
二
〇
一
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
27
）
開
校
日
に
関
し
て
は
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
（
一
九
五
五
）『
名
古
屋
市
内
学
校
便
覧
』
を
参
照
し
た
。
行
政
の
呼
称
で
は
「
○
○
小
学
校
分
教
場
」
で
あ
る
が
、
在
日
朝
鮮
人
ら
は
「
中
村

朝
鮮
小
学
校
」
や
「
千
種
小
学
校
」、
総
連
結
成
以
降
一
九
五
六
年
か
ら
は
「
愛
知
朝
鮮
第
一
初
級
学
校
」
と
い
っ
た
校
名
を
用
い
た
。

（
28
）
小
沢
（
一
九
七
三
）、
三
〇
八

－

三
〇
九
頁
。

（
29
）
例
え
ば
『
民
族
教
育

―
在
日
本
朝
鮮
人
学
校
第
一
回
教
研
報
告
集
』（
一
九
五
八
年
五
月
一
五
日
発
行
）、
九
二
頁
所
収
の
尼
崎
市
立
大
庄
小
学
校
分
校
リ
・
ヘ
ン
イ
ル
の
実
践
報
告
。

（
30
）
名
古
屋
市
役
所
編
（
一
九
七
〇
）、
五
八
頁
。

（
31
）
愛
知
朝
鮮
人
教
育
会
・
教
同
愛
知
県
本
部
「
第
二
回
拡
大
中
央
委
員
会
議
に
提
出
す
る
報
告
書
」（
一
九
五
五
年
一
一
月
二
六
日
）。

（
32
）
名
古
屋
市
議
会
事
務
局
長
発
、
東
京
都
議
会
議
会
局
長
宛
「
公
立
朝
鮮
人
学
校
に
つ
い
て
」（
收
市
会
第
三
三
一
号
の
一
、
一
九
五
四
年
四
月
三
〇
日
）。

（
33
）
呉
永
鎬
（
二
〇
一
七
）
を
参
照
。

（
34
）
金
宗
鎮
（
二
〇
〇
九
）、
八
九
頁
。
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（
35
）
同
上
。

（
36
）
公
立
分
校
形
態
の
朝
鮮
学
校
の
廃
止
時
期
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
都
道
府
県
別
に
見
れ
ば
大
ま
か
に
、
岡
山
一
九
五
〇
年
、
山
口
一
九
五
三
年
、
東
京
一
九
五
五
年
、
大
阪
一
九
六
一

年
、
神
奈
川
・
兵
庫
・
愛
知
は
一
九
六
六
年
と
な
っ
て
い
る
。

（
37
）
文
部
事
務
次
官
福
田
繁
発
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
・
各
都
道
府
県
県
知
事
宛
「
朝
鮮
人
の
み
を
収
容
す
る
教
育
施
設
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（
一
九
六
五
年
一
二
月
二
八
日
）。

（
38
）
以
上
は
、
呉
永
鎬
（
二
〇
一
七
）
お
よ
び
金
宗
鎮
氏
へ
の
聞
き
取
り
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
六
日
）
に
よ
る
。

（
39
）『
朝
鮮
新
報
』
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
日
付
。

（
40
）
李
哲
秀
校
長
へ
の
メ
ー
ル
取
材
（
二
〇
一
八
年
三
月
二
七
日
）。

（
41
）
こ
の
守
山
の
朝
鮮
学
校
接
収
に
反
対
す
る
た
め
に
、警
察
と
直
接
相
対
し
た
裵
永
愛
氏
（
当
時
六
歳
）
に
よ
れ
ば
、接
収
か
ら
お
よ
そ
一
か
月
後
に
「
学
校
を
取
り
戻
し
た
」
と
い
う
（『
朝
鮮
新
報
』

二
〇
一
八
年
三
月
三
〇
日
付
）。
た
だ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
「
学
校
を
取
り
戻
し
た
」
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
42
）
な
お
、
中
学
校
が
移
転
し
た
時
期
と
小
学
生
が
大
和
小
学
校
分
教
場
に
転
入
し
た
時
期
に
は
ズ
レ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
る
。
金
宗
鎮
氏
に
よ
る
と
、
守
山
の
校
舎
は
道
路
を
挟

ん
で
二
階
建
て
と
一
階
建
て
の
二
つ
あ
り
、
中
学
生
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
「
同
居
」
は
可
能
だ
っ
た
と
い
う
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
六
日
の
聞
き
取
り
）。
移
転
翌
年
に
中
学
校
の
生
徒
数
が
倍
増

し
た
た
め
、「
机
、椅
子
、そ
の
他
教
具
等
を
各
小
学
校
か
ら
援
助
を
受
け
」（『
愛
知
六
〇
年
史
』、一
三
頁
）
と
の
記
述
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、一
九
五
二
年
四
月
の
新
年
度
に
収
容
オ
ー
バ
ー
と
な
っ

て
小
学
生
が
移
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
43
）『
朝
鮮
新
報
』
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
日
付
。

（
44
）
同
上
。

（
45
）
李
哲
秀
校
長
へ
の
メ
ー
ル
取
材
（
二
〇
一
八
年
二
月
一
三
日
）。

（
46
）
愛
知
県
で
は
、明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
年
）
に
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
よ
り
、行
政
区
画
と
し
て
の
春
日
井
郡
が
発
足
し
、一
八
八
〇
年
に
東
春
日
井
郡
と
西
春
日
井
郡
に
分
割
さ
れ
た
。
よ
っ

て
、
東
春
、
西
春
と
の
言
い
方
が
あ
る
と
い
う
。

（
47
）
金
尚
皓
氏
へ
の
聞
き
取
り
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
六
日
）
に
よ
る
。

（
48
）
金
宗
鎮
氏
へ
の
聞
き
取
り
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
六
日
）
に
よ
る
。

（
49
）
た
だ
し
白
地
図
は
二
〇
一
八
年
一
月
現
在
の
も
の
で
あ
り
、
行
政
区
域
の
時
代
ご
と
の
変
化
を
反
映
で
き
て
い
な
い
（
図
七
〜
一
〇
も
同
様
）。
愛
知
県
内
に
朝
鮮
学
校
が
ど
の
よ
う
な
空
間
的
広

が
り
を
も
っ
て
点
在
し
、
そ
れ
ら
が
統
合
し
て
い
っ
た
の
か
を
視
覚
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
第
一
義
的
な
力
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
白
地
図
は
国
土
地
理
院
の
も
の
を
用

い
、
朝
鮮
学
校
の
住
所
をG

oogle

マ
ッ
プ
上
で
探
し
、
お
お
よ
そ
の
位
置
を
呉
永
鎬
が
特
定
し
、
白
地
図
上
に
落
と
し
て
い
る
。

（
50
）『
朝
鮮
新
報
』
二
〇
一
六
年
二
月
一
八
日
付
。
な
お
、「
ハ
ッ
キ
ョ
」
は
朝
鮮
語
で
「
学
校
」、「
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
」
は
「
私
た
ち
の
学
校
」
を
意
味
す
る
。

（
51
）
同
様
な
試
み
と
し
て
は
、
北
関
東
と
新
潟
、
東
北
、
北
海
道
の
朝
鮮
学
校
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
「
セ
ッ
ピ
ョ
ル
学
園
」
が
あ
る
。
な
お
、「
ヘ
バ
ラ
ギ
」
は
朝
鮮
語
で
「
ひ
ま
わ
り
」、「
セ
ッ
ピ
ョ

ル
」
は
「
新
し
い
星
」、「
明
星
」
を
意
味
す
る
。

（
52
）『
愛
知
六
〇
年
史
』、
六
頁
。

（
53
）
金
宗
鎮
（
二
〇
〇
九
）、
二
七
頁
。

（
54
）『
愛
知
六
〇
年
史
』、
一
二
頁
。
金
宗
鎮
氏
に
よ
る
と
、「
多
く
の
級
友
は
大マ

マ
田
川
ま
で
の
名
鉄
の
定
期
券
を
買
え
ず
に
、
学
校
を
休
ん
だ
り
、
や
め
た
り
し
た
」
と
い
う
（
金
宗
鎮
（
二
〇
〇
九
）、

二
七
頁
）。

（
55
）
現
在
の
太
田
川
駅
は
、
高
架
駅
と
な
っ
て
特
急
電
車
も
停
車
す
る
東
海
市
の
代
表
駅
と
な
っ
て
お
り
、
駅
周
辺
に
は
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
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（
56
）
金
宗
鎮
氏
へ
の
聞
き
取
り
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
六
日
）
に
よ
る
。

（
57
）『
愛
知
六
〇
年
史
』、
一
四
頁
。
一
九
五
三
年
の
新
設
時
に
一
学
年
と
あ
る
の
で
、
翌
年
度
の
「
二
、
三
学
年
（
師
範
班
と
進
学
班
）」
と
い
う
の
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
五
五
年
三
月
に
「
高
等
部
一
期
生
十
名
は
学
校
教
員
と
な
り
ま
し
た
」
と
あ
る
が
、
こ
の
十
名
に
含
ま
れ
る
金
宗
鎮
氏
は
東
京
の
朝
鮮
高
校
か
ら
編
入
し
た
と
い
う
か
ら
、
一
九
五
四

年
九
月
に
二
学
年
で
あ
っ
た
者
が
一
九
五
五
年
三
月
に
「
卒
業
」
し
て
教
員
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
58
）「
毎
学
期
、
退
学
者
は
増
加
を
示
し
、
東
京
の
中
学
校
な
ど
は
、
二
学
期
中
で
、
百
数
十
名
の
退
学
生
と
、
百
名
以
上
の
長
期
欠
席
生
徒
を
出
し
て
い
る
有
様
で
あ
る
。」『
愛
知
六
〇
年
史
』、
一
五

頁
。

（
59
）
Ｈ
Ｐ
で
は
第
十
と
あ
る
が
第
十
一
の
間
違
い
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
60
）
李
哲
秀
校
長
の
聞
き
取
り
に
よ
る
（
二
〇
一
六
年
五
月
一
八
日
同
校
に
て
）。

（
61
）
ち
な
み
に
愛
知
県
以
外
の
愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
の
校
区
に
中
学
校
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
岐
阜
は
六
一
年
に
初
級
部
と
し
て
開
校
、
翌
年
に
中
級
部
を
設
置
、
東
濃
は
七
四
年
に
初
中
と
し
て
開

校
（『
朝
鮮
新
報
』
二
〇
一
五
年
四
月
六
日
付
）、
四
日
市
は
五
五
年
に
「
中
学
校
」
を
併
設
（『
朝
鮮
新
報
』
二
〇
一
六
年
八
月
三
〇
日
付
）、
浜
松
は
四
八
年
に
併
設
（『
イ
オ
』
２
０
１
５
年
10
月

号
、
三
〇
頁
）、
長
野
は
六
九
年
に
初
中
と
し
て
開
校
（
長
野
朝
鮮
初
中
級
学
校
創
立
四
〇
周
年
記
念
写
真
集
編
集
委
員
会
『
民
族
の
誇
り
を
守
り

―
長
野
朝
鮮
初
中
級
学
校
創
立
四
〇
周
年
記
念

写
真
集
』（
二
〇
一
〇
年
五
月
））、
石
川
県
の
北
陸
朝
鮮
初
中
級
学
校
は
一
九
六
六
年
開
校
と
な
っ
て
い
る
。

（
62
）
第
四
初
級
に
も
幼
稚
班
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
併
設
時
期
が
定
か
で
は
な
い
。

【
参
考
文
献
】

生
澤
繁
樹
（
二
〇
一
五
）「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
公
共
性
と
参
加
政
治

―“represen
tation”

を
め
ぐ
る
政
治
と
教
育
の
交
錯
」『
教
育
学
研　

究
』
第
八
二
巻
第
四
号

呉
圭
祥
（
二
〇
〇
九
）『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト　

在
日
本
朝
鮮
人
連
盟　

一
九
四
五

－

一
九
四
九
』
岩
波
書
店

小
沢
有
作
（
一
九
七
三
）『
在
日
朝
鮮
人
教
育
論　

歴
史
篇
』
亜
紀
書
房

呉
永
鎬
（
二
〇
一
七
）「
名
古
屋
市
立
朝
鮮
学
校
の
設
置
・
存
続
・
廃
止

―
戦
後
日
本
の
公
教
育
像
を
再
考
す
る
」『〈
教
育
と
社
会
〉
研
究
』
第
二
七
号

金
宗
鎮
（
二
〇
〇
九
）『
故
郷
は
ど
こ　

幸
せ
は
ど
こ

―
あ
る
在
日
朝
鮮
人
二
世
の
半
生
』
こ
れ
か
ら
出
版

金
宗
鎭
編
（
二
〇
〇
九
）『
愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
の
六
〇
年
の
歴
史

―
年
表
と
資
料
・
解
説
』（
非
売
品
）

金
徳
龍
（
二
〇
〇
四
）『
朝
鮮
学
校
の
戦
後
史 

一
九
四
五

－

一
九
七
二　
﹇
増
補
改
訂
版
﹈』
社
会
評
論
社

国
分
一
太
郎
（
一
九
八
六
）『
い
つ
ま
で
青
い
渋
柿
ぞ

―
戦
後
日
本
教
育
史
外
伝
』
新
評
論

中
島
智
子
（
二
〇
一
三
）「
朝
鮮
学
校
の
二
つ
の
仕
組
み
と
日
本
社
会

―
〈
自
己
完
結
統
一
シ
ス
テ
ム
〉
と
〈
朝
鮮
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〉
に
着
目
し
て

―
」『〈
教
育
と
社
会
〉
研
究
』
第
二
三
号

中
島
智
子
（
二
〇
一
四
）「
外
国
人
学
校
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
教
育
政
策
の
課
題
」
志
水
宏
吉
・
中
島
智
子
・
鍛
治
致
編
『
日
本
の
外
国
人
学
校

―
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る

教
育
政
策
の
課
題
』
明
石
書
店

中
島
智
子
（
二
〇
一
六
）「
朝
鮮
学
校
の
新
設
・
移
転
・
統
合
の
履
歴
づ
く
り
に
向
け
て
―
福
岡
県
の
場
合
」『
少
子
高
齢
化
地
域
の
存
続
と
小
規
模
学
校
の
継
続
可
能
性
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
』（
平

成
二
五
年
度
〜
二
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
者
：
中
島
勝
住
）

名
古
屋
市
役
所
編
（
一
九
七
〇
）『
名
古
屋
市
警
察
史
』
名
古
屋
市
総
務
局
調
査
課
（
非
売
品
）

松
下
佳
弘
（
二
〇
一
三
）「
占
領
期
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
措
置
の
再
検
討

―
法
的
枠
組
み
に
着
目
し
て
」『
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
一
八
号

松
下
佳
弘
（
二
〇
一
五
）「
朝
鮮
人
学
校
の
「
完
全
閉
鎖
」
を
め
ぐ
る
攻
防
（
一
九
四
九
〜
五
一
年
）
―
愛
知
第
六
朝
連
小
学
校
（
宝
飯
郡
小
坂
井
町
）
の
事
例
か
ら
」『
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
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研
究
紀
要
』
第
二
〇
号

【
資
料
】
学
校
閉
鎖
措
置
に
反
対
す
る
在
日
朝
鮮
人
の
動
き
を
報
じ
た
『
解
放
新
聞
』
の
記
事

■
「
受
入
れ
は
不
可
能　

日
校
当
局
政
府
を
非
難
」『
解
放
新
聞
』
一
九
四
九
年
一
一
月
一
一
日
付

【
中
川
分
局
発
】
愛
知
県
中
川
朝
鮮
小
学
校
は
、
財
団
法
人
手
続
き
の
未
完
了
と
学
校
校
舎
が
朝
連
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
口
実
で
強
制
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
児
童
た
ち
は
運
動
場
で
緊
急
自
治
会
を
開
き
、
日

本
学
校
に
集
団
入
学
を
さ
せ
、
そ
の
時
ま
で
は
野
外
教
室
で
勉
強
を
続
け
る
と
決
議
し
た
。
一
方
、
朝
鮮
人
教
育
対
策
委
員
会
で
は
日
本
の
八
熊
、
八
幡
の
両
小
学
校
の
校
長
を
招
聘
し
、
朝
鮮
児
童
受
入

れ
体
制
の
実
情
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
彼
〔
校
長
〕
は
「
上
部
で
ど
の
よ
う
な
嘘
を
つ
い
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
今
現
状
で
は
そ
の
よ
う
な
設
備
は
な
い
。
今
机
が
不
足
し
て
お
り
、
三
名
ず
つ

座
ら
せ
て
い
る
し
、
四
学
年
が
行
う
全
部
が
二
部
制
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
教
科
書
も
一
冊
も
な
い
状
況
な
の
で
、
到
底
朝
鮮
児
童
を
集
団
入
学
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
県
当
局
に
要
求
し
て
く

れ
る
こ
と
を
望
む
」
と
言
い
、
日
本
政
府
の
無
責
任
さ
を
暴
露
し
た
。

■
「
条
件
付
き
で
拒
否　

瑞
穂
小
学
」『
解
放
新
聞
』
一
九
四
九
年
一
一
月
一
九
日
付

【
瑞
穂
分
局
発
】
愛
知
県
瑞
穂
朝
鮮
小
学
校
で
は
左
の
よ
う
な
私
た
ち
の
要
求
条
件
が
承
認
さ
れ
な
い
の
な
ら
ば
、
学
校
閉
鎖
令
を
受
理
で
き
な
い
と
拒
否
し
た
。
一
、
日
本
学
校
に
集
団
入
学
さ
せ
る
こ
と
。

二
、
特
設
学
級
を
設
置
す
る
こ
と
。
三
、
国
語
、
地
理
、
歴
史
は
教
員
適
格
審
査
に
合
格
し
た
朝
鮮
教
員
で
担
当
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
四
、
朝
鮮
人
学
父
兄
会
を
置
く
こ
と
。

■
「
関
係
者
た
ち
と
懇
談
会　

名
古
屋
中
村
小
学
校
」『
解
放
新
聞
』
一
九
四
九
年
一
一
月
二
三
日
付

【
愛
知
支
局
発
】
名
古
屋
市
中
村
区
の
第
一
朝
鮮
人
小
学
校
閉
鎖
に
関
す
る
日
本
人
学
校
へ
の
吸
収
問
題
に
つ
い
て
、
去
る
九
日
、
中
村
区
役
所
に
て
区
長
、
中
村
区
内
各
小
学
校
長
（
一
二
名
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
、
朝
鮮
側
か
ら
学
管
〔
学
校
管
理
組
合
〕
理
事
、
教
員
（
二
七
名
）、
共
産
党
名
古
屋
市
委
員
会
代
表
等
が
参
席
し
、
懇
談
会
を
開
い
た
。
様
々
な
意
見
交
換
が
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
人
側
と
共
産
党
よ
り
、

「
受
入
体
制
が
で
き
て
い
る
の
か
」「
朝
鮮
語
、
歴
史
、
地
理
等
の
特
設
科
目
を
作
れ
る
の
か
」「
集
団
的
に
生
徒
を
入
学
さ
せ
る
の
か
」「
朝
鮮
人
教
員
を
全
部
使
用
で
き
る
の
か
」
と
追
及
し
た
と
こ
ろ
、

学
校
側
か
ら
今
で
も
と
て
も
困
難
が
多
い
と
こ
ろ
に
朝
鮮
人
児
童
を
受
け
入
れ
る
の
は
難
し
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
区
長
は
「
す
べ
て
法
規
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
た
め
、
当
局
と
交
渉
し
た
後
、
再
び

懇
談
会
を
開
く
」
と
答
え
た
。

■
「
反
対
者
い
な
い
と
い
う
所
長
の
前
に
署
名
簿
を
提
示　

愛
知
小
坂
井
小
学
生
た
ち
」『
解
放
新
聞
』
一
九
四
九
年
一
一
月
二
三
日
付

【
愛
知
支
局
発
】
去
る
十
六
日
、
愛
知
県
小
坂
井
町
第
六
朝
鮮
学
校
児
童
二
百
名
は
自
治
会
決
議
と
し
て
、
一
、
朝
鮮
語
、
朝
鮮
の
文
字
、
朝
鮮
歴
史
を
学
ぶ
朝
鮮
学
校
の
閉
鎖
反
対
。
二
、
朝
鮮
学
校
校
舎

使
用
を
認
め
よ
。
三
、
朝
鮮
教
育
に
朝
鮮
の
先
生
を
認
め
よ
と
い
う
要
求
条
件
を
も
っ
て
、
小
坂
井
町
地
方
事
務
所
に
赴
き
、
署
長
に
前
記
の
よ
う
な
要
求
条
件
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
、
所
長
は
児
童
た
ち

を
蔑
視
す
る
よ
う
な
態
度
で
「
子
ど
も
た
ち
の
わ
か
る
こ
と
で
は
な
い
か
ら
帰
れ
」
と
答
弁
し
た
た
め
、
児
童
ら
は
「
学
校
は
学
生
が
勉
強
す
る
学
生
の
家
で
あ
る
。
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
〔
朝
鮮
学
校
〕、
ウ
リ

勉
強
を
奪
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、な
ぜ
学
生
た
ち
が
関
係
な
い
と
い
う
の
か
」
と
責
任
を
追
及
し
た
。
彼
は
「
そ
れ
は
上
司
の
命
令
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
と
責
任
を
回
避
し
た
た
め
、児
童
た
ち
は
再
び
「
上

部
命
令
に
だ
け
服
従
し
、
人
民
の
意
思
は
無
視
す
る
の
か
」
と
糾
弾
し
た
。
所
長
は
「
地
方
の
人
は
一
人
も
学
校
閉
鎖
に
反
対
す
る
も
の
は
な
い
」
と
言
っ
た
た
め
、
こ
の
時
児
童
ら
は
四
千
余
名
の
反
対

署
名
録
を
提
出
し
、「
こ
れ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
ん
な
に
も
反
対
す
る
者
が
い
ま
す
」
と
し
た
。
所
長
は
閉
口
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
闘
争
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
電
話
で
連
絡
さ
れ
た
武
装
警
官
三
十
名
が
出
動
し
た
。
児
童
ら
は
一
層
憤
激
し
、
警
官
の
周
り
に
集
ま
っ
て
「
あ
な
た
た
ち
は
私
た
ち
を
捕
ま
え
に
き
た
の
か
。

私
た
ち
は
警
察
署
で
死
ん
だ
と
し
て
も
、
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
は
守
る
」
と
勇
敢
に
言
い
放
つ
と
、
警
官
た
ち
も
驚
き
、「
い
い
え
、
あ
な
た
た
ち
を
弾
圧
は
し
ま
せ
ん
。
乱
暴
を
す
る
か
ら
来
て
く
れ
と
の
電
話

が
あ
っ
た
か
ら
来
た
だ
け
で
す
」
と
、
우
득
커
니
〔
？
〕
眺
め
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
事
態
が
こ
う
な
の
で
所
長
も
仕
方
な
く
「
今
日
こ
の
場
で
確
答
は
で
き
な
い
た
め
、
二
、
三
日
待
っ
て
く
れ
れ
ば
、



「公立学校的」存在としての朝鮮学校

343

誠
意
あ
る
答
え
を
す
る
。
そ
し
て
で
き
る
だ
け
み
な
さ
ん
の
期
待
に
そ
う
よ
う
に
努
力
す
る
」
と
し
た
。
児
童
た
ち
は
長
時
間
に
及
ん
だ
闘
争
を
終
え
、
午
後
六
時
半
に
退
去
し
た
。

■
「
日
本
学
父
兄
ら
政
府
を
攻
撃　

南
陽
小
学
校
で
懇
談
会　

愛
知
」『
解
放
新
聞
』
一
九
四
九
年
一
一
月
二
八
日
付

【
海
南
分
局
発
】
愛
知
県
海
南
地
方
で
は
去
る
十
九
日
、
南
陽
朝
鮮
小
学
校
で
朝
鮮
人
学
父
兄
九
名
と
町
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
校
長
、
町
会
議
員
等
六
名
が
参
席
し
、
学
校
問
題
を
中
心
と
し
て
朝
日
親
善
懇

願
会
を
開
催
し
た
。
日
本
人
代
表
ら
は
、
み
な
政
府
の
一
方
的
暴
圧
を
非
難
し
、
学
校
問
題
に
関
し
て
共
同
闘
争
す
る
と
言
約
し
た
。

■
「
千
余
警
官
児
童
多
数
を
傷
害　

英
勇
な
闘
争
の
末
に
勝
利　

教
委
つ
い
に
要
求
条
件
を
是
認
」『
解
放
新
聞
』
一
九
四
九
年
一
二
月
三
日
付

【
愛
知
支
局
発
】
名
古
屋
市
内
朝
鮮
人
小
学
校
と
中
部
朝
鮮
人
中
学
校
学
童
た
ち
六
〇
〇
余
名
は
、
去
る
二
一
日
、
名
古
屋
市
役
所
前
に
て
千
余
名
の
警
官
の
野
獣
的
弾
圧
の
下
に
、
日
本
民
主
団
体
の
応
援

を
得
て
数
十
名
の
犠
牲
者
を
出
し
な
が
ら
、
最
後
ま
で
秩
序
整
然
に
闘
い
、
朝
鮮
学
生
た
ち
の
集
団
入
学
、
朝
鮮
人
教
員
の
採
用
、
市
内
朝
鮮
人
学
校
を
日
校
の
分
校
に
す
る
こ
と
等
を
認
め
さ
せ
た
。

去
る
一
九
日
、
名
古
屋
市
内
朝
鮮
人
小
学
校
と
中
部
朝
鮮
中
学
校
学
童
は
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
を
訪
問
し
、
既
存
朝
鮮
人
学
校
を
日
校
〔
日
本
の
学
校
〕
の
分
校
と
せ
よ
、
朝
鮮
人
教
員
を
採
用
せ
よ
、

朝
鮮
学
童
を
集
団
入
学
さ
せ
て
特
設
課
を
設
置
せ
よ
、
日
本
の
進
歩
的
教
員
解
雇
反
対
、
教
育
費
の
増
加
等
を
要
求
し
た
結
果
、
秘
書
長
が
教
育
長
が
い
な
い
と
し
、
自
分
が
責
任
を
も
っ
て
二
一
日
の
教

育
委
員
会
に
こ
の
問
題
を
上
程
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
と
言
明
し
た
。
そ
し
て
二
一
日
に
は
会
議
が
開
か
れ
る
前
に
教
育
長
お
よ
び
教
育
委
員
ら
が
学
生
代
表
ら
と
面
会
す
る
と
い
う
覚
書
を
も
ら
っ
て
い

た
。
約
束
に
基
づ
き
二
一
日
朝
九
時
頃
学
童
六
〇
〇
余
名
が
市
役
所
前
に
行
く
と
、
千
余
名
の
警
官
が
市
役
所
を
囲
み
、
す
べ
て
の
朝
鮮
人
の
出
入
り
を
禁
止
し
、
挑
発
的
行
為
を
行
っ
た
た
め
、
学
童
ら

は
一
九
日
の
覚
書
を
見
せ
て
、
そ
の
不
法
な
行
為
を
追
及
し
た
結
果
、
代
表
一
四
名
が
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
代
表
が
中
に
入
っ
て
五
、
六
時
間
が
過
ぎ
て
も
な
ん
の
知
ら
せ
も
な
く
、
容
赦
な
く
吹
く
冷
た
い
風
に
、
学
童
ら
は
〔
代
表
た
ち
と
の
〕
連
絡
と
と
も
に
寒
さ
を
し
の
ぐ
た
め
に
入
室
を
要
求
し

た
と
こ
ろ
、
警
官
ら
は
持
っ
て
い
た
六
尺
棒
で
学
童
ら
に
無
差
別
的
に
暴
行
を
加
え
は
じ
め
、
倒
れ
た
学
童
を
足
で
蹴
り
、
服
を
破
り
、
多
く
の
学
童
が
血
だ
ら
け
に
な
っ
た
。
負
傷
者
は
三
〇
名
に
の
ぼ
り
、

李
守
東
君
（
中
学
三
年
）、
金
文
子
嬢
（
中
学
一
年
）
と
小
学
生
三
名
は
、
内
出
血
で
意
識
不
明
に
陥
り
、
付
近
の
国
立
病
院
に
入
院
し
た
が
重
体
で
あ
る
。
ま
た
、
一
二
名
が
検
束
さ
れ
た
。
こ
の
情
報
を

聞
き
つ
け
た
日
本
の
各
民
主
団
体
と
教
育
防
衛
委
員
会
は
、
急
速
に
市
役
所
の
前
に
集
ま
り
、
警
察
当
局
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
朝
鮮
人
学
童
ら
の
要
求
に
即
時
答
え
る
こ
と
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
、
教

育
委
員
会
で
も
こ
の
要
求
を
否
認
で
き
な
く
な
り
、
午
後
六
時
半
に
達
し
、
教
育
委
員
ら
全
員
一
致
の
意
見
で
次
の
よ
う
な
確
答
を
し
た
。
一
方
、
各
代
表
者
ら
は
市
教
育
長
と
と
も
に
市
警
察
署
に
行
き
、

警
察
の
不
法
な
行
動
を
追
及
、
被
検
者
全
員
を
即
時
釈
放
さ
せ
、
ま
だ
解
散
し
て
い
な
い
学
童
た
ち
に
経
過
を
報
告
し
た
。
日
本
民
主
団
体
の
激
励
の
言
葉
も
あ
り
、
盛
大
な
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

万
歳
と
人
民
抗
争
歌
の
歌
声
で
解
散
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
時
は
八
時
半
で
あ
っ
た
。

教
育
委
員
会
の
回
答
。
一
、
市
内
の
第
一
、
第
二
、
第
三
朝
鮮
人
小
学
校
を
該
当
学
区
の
日
本
学
校
分
校
と
し
て
認
め
る
。
二
、
学
級
は
日
本
教
育
委
員
会
通
牒
第
二
項
に
準
ず
る
。
三
、
朝
鮮
人
教
員

を
採
用
す
る
が
、
昭
和
二
四
年
一
一
月
一
一
日
附
文
部
次
官
通
牒
第
二
項
に
準
ず
る
。
四
、
そ
の
他
仔
細
な
事
項
は
、
後
日
朝
鮮
人
代
表
と
教
育
委
員
会
と
で
協
議
し
決
定
す
る
。

■
「
愛
知
県
下
の
小
中
学
生　

閉
鎖
反
対
街
頭
示
威　

春
日
井
市
長
は
要
求
承
認
」『
解
放
新
聞
』
一
九
四
九
年
一
二
月
七
日
付

【
愛
知
支
局
発
】
愛
知
県
■
■
〔
二
文
字
解
読
不
能
〕
朝
鮮
人
小
学
校
の
四
、
五
、
六
年
生
は
地
方
事
務
所
長
と
教
育
課
長
に
学
校
問
題
を
速
や
か
に
解
決
し
れ
く
れ
と
交
渉
し
た
結
果
、
所
長
と
教
育
課
長

も
朝
鮮
児
童
の
正
々
堂
々
と
し
た
態
度
に
感
服
し
、
す
ぐ
に
要
求
通
り
解
決
す
る
と
答
弁
し
た
。
他
方
、
中
部
朝
鮮
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
隊
の
応
援
を
得
て
、
市
街
行
進
を
行
い
な
が
ら
、
朝
鮮
学
校

閉
鎖
反
対
の
宣
伝
を
行
っ
て
い
る
。

去
る
九
日
、
春
日
井
市
で
開
か
れ
た
学
父
兄
会
で
は
市
長
も
参
席
し
「
今
回
日
本
政
府
が
朝
鮮
学
校
ま
で
弾
圧
し
た
こ
と
に
義
憤
を
禁
じ
得
な
い
。
今
後
私
の
管
内
で
は
朝
鮮
学
校
の
た
め
に
協
力
し
、

朝
鮮
学
校
の
建
築
に
不
備
が
あ
る
の
な
ら
材
料
を
斡
旋
す
る
」
と
言
明
し
、
多
く
の
注
目
を
集
め
た
。
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■
「「
政
府
の
朝
連
学
校
閉
鎖
は
町
村
の
実
情
を
知
ら
な
い
措
置
」
愛
知
守
山
町
で
県
に
決
議
文
」『
解
放
新
聞
』
一
九
四
九
年
一
二
月
一
一
日
付

【
愛
知
県
支
局
発
】
愛
知
県
守
山
第
五
朝
鮮
小
学
校
〔
で
〕
は
、
児
童
た
ち
の
継
続
的
な
闘
争
の
成
果
と
し
て
、
教
育
委
員
会
は
「
今
回
政
府
の
と
つ
た
措
置
は
、
末
端
町
村
の
実
情
を
知
ら
ざ
る
措
置
と
思

わ
れ
遺
憾
と
思
う
。
依
つ
て
本
町
の
実
情
を
具
申
し
て
、
本
町
の
実
情
に
即
し
た
る
運
営
が
出
来
得
る
方
途
を
指
示
せ
し
む
る
様
、
県
当
局
に
於
て
努
力
せ
ら
れ
た
し
」〔
以
上
原
文
日
本
語
マ
マ
〕
と
い
う

結
論
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
町
長
も
朝
鮮
人
の
要
求
の
正
当
性
を
認
め
、
朝
鮮
人
代
表
と
と
も
に
県
庁
に
行
き
戦
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
下
部
闘
争
の
成
果
に
よ
っ
て
、
県
当
局

も
朝
鮮
人
学
校
を
分
校
と
し
て
認
定
し
、
朝
鮮
人
の
先
生
を
採
用
す
る
こ
と
、
民
主
民
族
教
育
を
承
認
す
る
と
確
答
し
た
。
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